















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

















口絵・本文イラスト　増田メグミ









　目次







第一章〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉

第二章　忘れざる歌

第三章　裏切りと絶望と




あとがき







　　　第一章〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉







　戦せん闘とうというものの定義は実の所──曖あい昧まいだ。

　ただ辞書的に解するのならば、それは武ぶ装そうした二つの勢力が対立し、衝しよう突とつし、相手方が降こう伏ふく、退たい却きやく、あるいは絶ぜつ滅めつするまで攻こう撃げきを繰くり返す状態の事を指す。定義条件はただそれだけの事であって、細かな差はその大きな括くくりの中に含ふくまれてしまう。

　少なくとも双そう方ほうの善悪や強弱といった諸もろ々もろの要素は戦闘という行こう為いの成立には関係ない。

　その意味では……それはまさしく戦闘であったのだろう。

「第三分隊──用意」

　蒼そう穹きゆうから降り注ぐ柔やわらかな日差し。

　草原を撫なで行く爽さわやかな薫くん風ぷう。

　周囲には雄大なる山の連つらなりを望み、何処どこまでも遥はるかな広がりを示す高原地帯。

　つい昨日までは喧けん噪そうとも騒そう乱らんとも無む縁えんだった辺へん境きようの大地。

　だが今この地に──

「──撃ツテェッ！」

　高々と響ひびき渡わたるそれは、実質的に鬨ときの声こえでも怒ど号ごうでもなく──詰つまるところひどく冷れい淡たんで一方的な死の宣告でしかなかった。

　叫さけびと同時に、子供の頭程もある大きさの火か炎えんの球が放たれる。一発や二発ではない。空中から──何も無い筈はずの虚こ空くうから滲にじむ様に発生したその火炎球の群むれは、総数五十を超こえる。それらが号令と共に斉せい射しやされたのだ。

　放たれた火炎の塊かたまりは地面へと着ちやく弾だん。

　耳を聾ろうさんばかりの轟ごう音おんと共に炸さく裂れつした。

　衝しよう撃げきに弾はじけ飛ぶ土ど砂しや。

　熱風に千切れ舞まう草。

　そこに──更さらに。

「──……！」

「──……！」

　無数の悲鳴が幾いく重えにも折り重なる。

　着弾の一いつ瞬しゆんで死ねた者は、むしろ幸いであったろう。彼等は人の形をした炭すみとなって転がり、あるいは人の形すら喪うしなった肉片となって地面にぶちまけられる。いずれにせよそれは一瞬の事で、全身を苛さいなむ激げき痛つうに苦く悶もんする暇ひまも、迫せまり来る確実な死に恐きよう怖ふする暇も、許されなかったであろうから。

　悲ひ惨さんだったのは直撃を免まぬがれた者達であった。

　容よう赦しやなく燃え広がる火炎は、逃にげ惑まどう哀あわれな犠ぎ牲せい者しや達を瞬またたく間に吞のみ込んでいく。

　服に燃え移った炎ほのおが、彼等に無意味な死の舞ぶ踊とうを強要する。

　全身を叩たたく者。地面を転がる者。絶ぜつ叫きようし走る者。誰だれもが火を消そうとしてばたばたと四し肢しを動かし、身をくねらせる。当人にとっては必死の行動だが──それは他者から見れば無む駄だで滑こつ稽けいな踊おどりでしかなかった。何しろ消しても消しても彼等の周りに荒あれ狂くるう炎が、終わり無く燃え移り続けるからである。

　勿もち論ろん……反撃できる者など一人も居ない。

　そもそも攻撃の応おう酬しゆうなど成り立つ筈が無かったのだ。

　攻せめ手はといえば──揃そろいの野戦服フアテイーグを着て、腰こしに銃じゆうやナイフを提さげ、肩かたには小銃ライフルや機関銃マシンガンまで担かついだ男達である。全体的に年若い印象は在あるものの、号令下一いつ糸し乱れぬ動きは間ま違ちがい無く訓練を経へた軍人のそれだ。

　対して──一方的に攻撃を受けている者達は、皆みな一様に素そ朴ぼくな印象の衣い装しようを身に纏まとっていた。前合わせのたて襟えりと長なが袖そで、腰まで長さがあるスリットの入った貫かん頭とう衣いとゆったりしたズボン──これは遊牧民達が好んで着る民族衣装だ。自然と共に営みを続ける彼等の服は、高い機能性という意味では軍服にも通じるものが在るが……彼等の豊かな精神性を象しよう徴ちようするかの様に、個々それぞれに花や木や鳥や獣けものをあしらった独自の刺し繡しゆうが施ほどこされ、色も多様性に富んでいる。

　彼等が手にするのは棍こん棒ぼうや包丁や鉈なたの類たぐい……その殆ほとんどは生活用具だ。銃も散さん見けんされるがあくまで狩しゆ猟りよ用うようの手動装塡式ボルトアクシヨン、戦闘ともなれば自動小銃や機関銃に敵かなう筈も無い。こんな御お粗そ末まつな『武器』だけで、完全武装の軍隊を相手にするのはただひたすらに無む謀ぼうだった。

「第一、第二分隊、構え！」

　がしゃがしゃと音を立てて小銃の銃口が並ならぶ。

「──撃テッ！」

　火炎と爆ばく煙えんと轟ごう音おんとに搔かき回されて混乱する遊牧民達に向けて──情け容よう赦しや無く銃じゆう弾だんの群むれが発射される。

　遊牧民達が土ど囊のうを積み木材を組んで築きずき上げた即そく席せきの塁壁バリケードも、気休め以上の意味は無かった。既すでに先の爆発で半ば以上が吹ふき飛ばされ、大量に発生した[image: 隙]すき間まから銃弾は何発も何発も抜ぬけていく。それらは恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいった遊牧民達に、駄だ目め押おしの如ごとく襲おそい掛かかった。

　どうしようもなく一方的な殺さつ戮りくの場面。

　そう。

　辞書的には──確かにこれは戦闘だ。武装勢力と武装勢力の衝突ではある。恐おそらく、後に作成されるであろう公式書類の上でも、これは戦闘と記き載さいされる事だろう。

　だがこれは実質的に戦闘などではない。

　ひたすら一方的な攻撃……いや狩猟でしかなかった。

　軍隊が民間人の集落を襲しゆう撃げきしているだけの事だった。最初から結果が分かっている行為を戦闘とは呼ぶまい。人数も。装備も。練れん度ども。情報も。まるで比ひ較かくにならない。

　それでも片方が抗あらがったのは……戦わずして降伏した先に何が待っているのか、おぼろげながらだが理解できていたからだ。何よりも自由を愛する気風の遊牧民達にとって強制収容所への連行は死にも等しい屈くつ辱じよくであったろう。

「──……！」

「──……！」

　言葉にならぬ叫びが飛び交かう。

　だが、それは次第に数を減へらしていった。

　代わりに増ふえていくのは物言わぬ死体ばかりだ。

　まさしく死し屍し累るい々るい──大量の人体の焼ける異い臭しゆうと黒こく煙えんが、じわりじわりと辺あたりの風景を染めていく。侵しん略りやくする炎は粗そ末まつな塁壁のみでなく、当然、天幕テントにも……彼等、遊牧民の家にもその触しよく手しゆを伸のばし、木と布と革で出来たそれは容易たやすく燃えて轟々と悲鳴を上げた。

　時間にしてわずかに数十秒。

　これだけ迅じん速そくに描えがき出された地じ獄ごく絵図も珍めずらしかろう。

　尋じん常じような感性の人間なら眼を背そむけずには居れぬ状じよう況きようではあった。

　そんな中──

「……う…………」

　全身に致ち命めい的てきな火傷やけどを負った遊牧民の青年が──それでも瀕ひん死しの虫の様な弱々しい仕草で地面を這はいずりながら顔を上げた。

「……バケモノ……！」

　弱々しくも、その言葉は深い深い怨えん嗟さに満ちていた。

　ただ──

「……化け物……共め……」

　それは一体誰に──否いな、何に向けて吐はいた言葉であったろうか。

　青年の眼は兵士達を見てはいなかった。

　火傷に爛ただれ歪ゆがんだ顔の真ん中で、震ふるえる瞳ひとみは、小銃を片手に立つ兵士達ではなく、彼等の肩かた越ごしの虚こ空くうへ──あるいは頭上の虚空へ恐きよう怖ふと憎ぞう悪おの視線を注いでいるのだった。

　そこに在るのは──否。居るのは。

「……化け物……」

　異形の影だった。

　翼つばさや羽の類はなく。まして支えや柱の助けもなく。

　さも当然のように悠ゆう然ぜんと虚空に浮ふ遊ゆうしているそれらは──驚おどろいた事に生き物だった。まるで幻まぼろしのように現実離ばなれした存在でありながら、流線型のその生き物は、確かな存在感と重量感を以もつて空中に留とどまり続けている。

　瞼まぶたのない硝子ガラス玉だまの様な眼からは、およそ意志らしいものを読み取ることはできない。あるいは、もともと異形には意志や感情などないのかもしれない。

　それはあまりに違う存在ものだった。

　人間の側の理解と共感をまるで寄せ付けぬ程に別の何かだった。

　故ゆえにこそ──

「化け物……!!」

　それは恐怖と悲ひ嘆たんの言葉だったのか。

　それとも侵しん略りやく者しや達に対する呪じゆ詛そであったのか。

　余人には分かる筈も無く──火傷を負った青年はそのまま地に突つっ伏ぷして二度と動く事は無かった。

「第三分隊、準じゆん臨りん戦せん態たい勢せいで待機。第一、第二分隊、散開して生き残りを確保。ただし抵てい抗こうする場合は射殺を許可する」

　無む慈じ悲ひな指令と共に、鎖くさりを外はずされた猟犬の如く兵士達が走り出す。

　惨さん劇げきの現場の向こう側──ほんの少しだけ離れた場所。

　そこでは爆音と火炎に怯おびえた何百頭ものヤギやリュマが狂くるった様に、切れ目無く鳴き声を上げている。遊牧民達の家か畜ちくだ。そして騒さわぎ、走り回るそれらに混じって、何十人という女子供や老人達が、必死の形ぎよう相そうを浮かべて逃げようとしていた。

　勝てないと分かって男達が軍隊に挑いどんだのは……彼等を逃がす為ためでもあった。

　だが決死の行為は、圧あつ倒とう的てきな火力の前にあっさりと蹴け散ちらされた。結果を見ればそれは全くの無む駄だだ。本当にどうしようも無い位に──男達は無駄死にだった。

　兵士達が素早く家畜を搔かき分けながら彼等に迫せまる。

　最初に兵士達に捕つかまったのは、幼い子供を抱だきかかえていた母親だった。

　手て袋ぶくろに包まれた兵士の手が肉にく食しよく獣じゆうの顎あぎとの様に開き──そして閉とじられた瞬間には、彼女の豊かな黒くろ髪かみを鷲わし摑づかみにしていた。つんのめった母親は血走った眼で振ふり返り、天てん敵てきに捕とらえられた無力な草食獣の様に、絶望と恐怖に満ちた声を上げる。

「お願いですお願いです殺さないで──子供だけでも見み逃のがしてやってください！」

　懇こん願がんもまた全くの無駄だった。

　組織の理論の前に個人の情など何の効力も無い。そもそも嚙かみ合う事すら無い。兵士達は彼女の絶叫めいた言葉などまるで聞こえていない様子で、機械的に、子供を母親の腕うでからもぎ取った。

「おかあさぁん！　おかあさぁんッ！」

「ああっ坊ぼうや──」

　互たがいを求めて必死に伸ばされる手は、しかし二度と触ふれ合う事は無く、泣き叫ぶ子供を兵士は物モノを扱あつかうかの様な無む造ぞう作さな手つきで運んでいく。

　追おうとした母親は、しかしこちらもまた別の兵士に腕をねじり上げられ、ロープで拘こう束そくされ、別方向へと連行される。狂った様に藻も搔がく彼女を、兵士は無表情に二度、三度と拳こぶしで殴なぐり、ぐったりとしたその身体からだを、やはりボロ布でも引きずるかの様に、襟えり首くびを摑つかんで運んでいく。

　彼等が運ばれる先には、数台の大型軍用トラックが待っていた。

　元々それは軍ぐん需じゆ物ぶつ資しや兵士を運ぶ為のものだ。だが本来──幌ほろが掛けられている筈のその荷台に今、装備されているのは、鉄てつ格ごう子しによって作られた『檻おり』だった。そこに、子供、大人、老人といった大まかな基準で振り分けられ、次々と遊牧民の生き残り達は収容されていく。

　勿もち論ろん、あくまで抵抗を続ける者も居ないではなかったが──

「人でなしぃッ！」

　遊牧民の一人が叫ぶ。

　先の母親と同じく子供と引き離されたのだろう。彼女は血走った眼で周りの兵士達を見回して喚わめき続けた。

「化け物をつれてこの村から出て行って！　子供を返して、みんなを返して！」

　兵士達の表情に変化は無い。

　罵ば倒とうも怨嗟も戦場では至し極ごく有り触れたものでしかない。

　相手が強かろうが弱かろうが関係が無い。兵士達にとってはこれも間違いなく戦闘──仕事の一つでしかないのだ。今いま更さら、罵ば詈り雑ぞう言ごんの一つや二つで動どう揺ようする様な者は、そもそも実戦に投入されたりしない。女の叫びなど、所しよ詮せん、辺りで燃え盛さかる炎の轟音と大差ないものだった。

　だが──

「…………ふ。ふふ」

　ぱん。ぱん。ぱん。ぱん。

　乾いた音が──場にそぐわない程に吞のん気きな調子の拍はく手しゆが、響ひびく。

「ふふふ。ふ。ふふ……成る程、化け物。化け物か。聞いたかね、諸君？」

　笑いを含んだ声に兵士達が振り返る。

　そこには──蒼あおい軍服を着た男が立っていた。

　多くの兵士達が濃のう緑りよくの野戦服を着ているのに対し、この男だけは略式ながら──場違いにも、蒼い軍礼服を身に帯びている。更に言えば頭に載のせられているのは将校用の略りやく帽ぼうだ。まるで……自分の仕事は他の兵士達と異なり、泥どろに塗まみれ、炎に炙あぶられる事では無いのだと言うかの様な風ふ情ぜいだった。

　指揮官か──それに近い立場にいる者なのだろう。

　兵士達の間に反射行動的な緊きん張ちようが走る。まるでよく訓練された犬が主人を前に示すかの様な──思考ではなく身体そのものが記き憶おくする畏い敬けいを示して。

「部外者の意見は貴重だ。よく聞いておきたまえ。そう──化け物、化け物だ」

　満足げに男は言う。

　ひどく余よ裕ゆうを含んだ鷹おう揚ような口調である。

　だが──その態度に比して男は異様な程に若かった。いっそ青年といっても通じるかもしれない。見た目通りの年ねん齢れいであるならば、恐らく二十代半ばといった処ところだろう。

　非常に目立つ男であった。

　若者が将校用の衣装を着ているだけでも目立つが、それよりも何よりも先ず人目を惹ひくのは──その髪だ。銀の髪。単なる白髪ではなく、まるで磨みがき上げられた金属の様に──刃は物ものの様に艶あでやかで鋭するどい光こう沢たくを宿した髪の色。それが男の姿を何処か非人間的なものに見せている。

　端たん整せいではあるだろう。その顔立ちはよく整っていて[image: 隙]すきというものが皆かい無むだ。

　だが、だからこそ、その男の容よう貌ぼうには何処どこか人形めいた印象が強まる。外け連れん味みの強いその口調や仕し草ぐさですらも、無理に人の形をした鋼はがねが、人間のそれを真似まねているかの様な、奇き妙みような違い和わ感かんが在った。

「ついつい我々は忘れがちになる。慣なれ親しみ、当然だと思う。だがそれはしばしば油断を生み足元をすくわれる[image: 隙]を生む。そう──だから部外者の意見は重要だ。それは我々に諸々の事を思い出させてくれる」

　銀髪の男は言った。

「化け物。化け物ね。そう──まさしく化け物だ。ふふ。ふ。ふ。ふふふ……君達から見ればそうなのだろうね？」

「…………」

　女は無言。

　だがその表情は雄弁に彼女の内心を語っていた。

　化け物でなければあれは何だというのか。

　あの──超ちよう常じよう現げん象しようを引き起こし、それによって大量の人間を瞬しゆん時じに殺さつ傷しようし、しかも獣けものとも虫ともつかない異い形ぎようを晒さらし続けるあの奇き怪かいな生物は。

「いいかね？　あれは我々にとっては兵器だ。銃やナイフや手しゆ榴りゆう弾だんと同じモノだ。化け物？　怪かい物ぶつ？　そんな御ご大たい層そうなものではないよ」

　銀髪の男はまるで歌劇オペラの役者の如く、芝しば居い掛がかった動きで手を差し伸べ──空中に浮かぶ異生物の群れを示した。

「あれは制御し、利用できる力。我等の軍事力の一いつ端たんを為なすものだ。まあ──君達が銃やナイフを怪物と呼ぶのなら、確かにあれらもその一種かもしれないがね？」

「…………」

　女はやはり無言だった。

　恐らく今の台詞せりふで漠ばく然ぜんとだが理解できたのだろう。

　根本的に見ているものが違う。価値観が違う。同じ人間として同じ言葉を喋しやべっていてもこの銀髪の男や、彼に従う兵士達の中身は──自分達と相あい容いれない何か別のモノだ。

　まるであの兵士達の頭上を遊ゆう弋よくする怪物達の如くに。

　代わりに──

「あたしらが何したっていうんだい！」

　既にトラックの『檻』に詰つめ込まれていた老ろう婆ばの一人が叫んだ。

「こんな田舎で細々と暮くらしてきたあたしらが──あんたらに何か悪い事でもしたっていうのかい!?　あたしらはこんな仕打ちをされる覚えは何一つ無いよ！」

「うむ。その認識は間違いではない」

　銀髪の男は頷うなずいた。

　ぱん──と手を一度打ち鳴らし、蒼い軍服に包まれた腕を広げ、彼は天気予報の内容でも告つげるかの様に気楽な口調で告げた。

「単純な話だ。君達は何も我々に不ふ利り益えきをもたらしてはいない。ただ君達を捕ほ縛ばくする事が我が国に国こく益えきをもたらす。そう判断されたのだ。だから我々は今回の作戦行動に出た。結果──君達は我々に従う事を拒こばみ、作戦を遂すい行こうせんとする我々の間で軋あつ轢れきが生じた。ただそれだけの事だよ」

「それだけ──それだけって」

　震ふるえながら老婆が呻うめく。

「実に理に適かなっている話なのだが。理解出来ないかね？」

　やれやれ──といった様子で肩を竦すくめて男は続けた。

「むしろ復ふく讐しゆうじみた報復行動の方が無意味で、感情的で、非生産的な話だと私は思うがね。そう──これは軍事行動だ。軍事行動は基本的に国益の確保の為に行われる。我が国の国益の増大は、最終的には我が国の国民に安全と繁はん栄えいを約やく束そくする。これを目的に行われる限りにおいて軍事行動とは常に正当性を持つ。何故なぜなら軍隊とはその為に国民の血税で養われているのだから」

　だから。

　これは正しい行動だとでも言うのか。

　この燃えるテントも、転がる死体も、泣き叫ぶ子供達も、全すべて、国民の安全と繁栄の為に必要な事だからそうなったのであって、何ら後ろ暗い処など無いのだと──この惨状を眼の前にして、この男は、本気で言っているのか……？

「…………」

　遊牧民達の顔色が変わる。

　憤ふん怒ぬや恐怖によって興こう奮ふんの朱しゆに染そまっていたその顔が──見る間に青ざめていく。

　自分達がどういう種類の人間を相手にしていたのか、この期ごに及およんでは誰もが理解せざるを得なかったのだろう。怒いかりを滾たぎらせる意味が無い。憎にくしみをぶつける意味が無い。そう、軍事行動という言葉こそ使ってはいるものの、彼等は戦っているという意識すら無いのだろう。少なくとも戦うという言葉の意味が遊牧民達のそれと、この兵士達のそれとではあまりに違う。

　それはただひたすらに作業でしかない。

　必要だから行われる行為。

「そんな……理由で……よくも……こんな酷ひどい仕打ちを……」

「理解して貰もらえなかったか。残念だ」

　銀髪の男は朗ほがらかな笑みを浮かべながら言った。

「さて。邪じや魔まをして悪かったな──諸君。任務続行だ」

「はい──准じゆん佐さ殿どの」

　踵きびすを返して歩み去っていく銀髪の男の背中に兵士達は敬礼し、再び遊牧民達の分別及び収容作業に移った。止まっていた作業を再開しただけの話ではあるのだが、今度は泣き喚わめく者も暴れる者も殆ほとんど居なかった。それがどれだけ無意味な事であるか、今のやり取りで思い知らされたのだろう。

　だが──

「…………」

　ただ一人。

　場の空気から取り残されたかの様に、ふと立ち止まって空を見上げる兵士が居た。

　首から提さげた認識票ドツグ・タグの氏名欄らんには、姓せい名めいも族名も無く、ただ『トルク』とだけ刻きざまれている。

　そして兵士の頭上には──下界の状況など我関せずといった様子で空中に遊弋する異い形ぎようの生物達が居る。

「──兵器」

　それを銀髪の男は兵器といった。

　そう。確かにそれは兵器だ。

　殺意も無く。害意も無く。敵意も無く。

　だが命じられた行為を行うだけのモノ。

　ならば──それは兵士達も同じ事だ。

　銃は引き金の動きと連動して撃げき鉄てつを落とす。撃鉄に叩かれた撃針は装そう塡てんされた弾だん薬やくの雷らい管かんを叩いて火薬を激発させ、火薬の圧力によって加速された銃弾は銃身から飛び出て対象に突つき刺ささる。

　それだけの現象。それだけの行為。

　そこに理由は無い。ただ必然の流れが在るだけの事。

　銃に発はつ砲ぽうの理由は無い。それは常に意志決定をする人間の側のものだ。

　ならば──

「…………」

　兵士が空を見上げていたのはほんの数秒だ。

　彼の行動を気に掛ける者が出る前に、再び他の兵士達と同じ作業に戻る。

　ヘルメットから僅わずかに覗のぞく銀色の髪が──ほんの少しだけ揺ゆれた。
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　アルメダ連れん邦ぽう国こく。

　ロンドベリア大陸西方──大陸を北西から南東へと縦じゆう断だんするトルパ山脈の西側にその国家は存在する。広大な国土と豊富な鉱物資源を持ち、この百年余りで急速に成長してきた西の大国である。

　アルメダ連邦国は軍事国家としての色しき彩さいが強く、富ふ国こく強きよう兵へいを国家政せい策さくとして掲かかげてもう半世紀になる。だが余人の眼めにも強ごう引いん極まりない政治方針は、近きん隣りん諸しよ国こくとの間よりもむしろ、国内にも幾いくつもの火ひ種だねを抱かかえる原因となっていた。

　過去、アルメダ連邦に併へい合ごうされた小国群──かの地に祖を持つ幾つかの民族は、反政府を掲げる武装集団となり、主にトルパ山脈付近においてゲリラ戦を展てん開かいしている。勿論、素直に中央政府に従したがっている民族も少なくは無いが、この武装勢力と中央政府との衝突は、国民相そう互ご間の不信感をも助長し、民族相互間の対立を招き……結果的にアルメダ連邦は常に国内の何処かで紛ふん争そうの火が上がっているという状態であった。

　更に……アルメダ連邦の軍事力を恐れる近隣諸国が、それぞれの思おも惑わくから秘密裏にこのゲリラ集団へ武器や資金面、更には戦術面においても援えん助じよを行っており、状況の泥どろ沼ぬま化かがますます進んでいた。

　そして──
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　少女の意識は混こん濁だくしていた。

　何か意味のある思考をまとめようとしても、形を作る端はしから崩くずれてしまう。まるで網あみで水をすくっているかの様だった。漏もれ落ちる意味の方があまりに多くて、それぞれが繫つながってくれない──

「素す晴ばらしい」

　誰かが何かをそう評した。

　だが誰なのかは分からない。何が素晴らしいのかも分からない。ただ満足げな感かん嘆たんの響ひびきだけが本能的な部分で理解できる。声の主は明らかに喜んでいた。

「やはり遺伝的な資質に左右されるという教授の説が証明された形だね」

「そうですね」

　どうやら声の主は一人ではない様だった。

「もう固定帯ベルトを外はずしても良いでしょう。呼吸も脳波も安定しています」

「問題が在るのではないかな？」

「薬が効いていますよ──大だい丈じよう夫ぶ」

　パチン──と金具の外れる音がする。

　手足を圧あつ迫ぱくしていた感覚から彼女は音と共に解放された。

　薬のせいだろうか。

　自分の五感がひどく不自然なものの様に思える。

　まるで夢ゆめの中で、これは夢なのだと気付いた瞬間の様な……寝ね起おきの短い瞬間にある、現実と夢む幻げんの境が判わからなくなっている様な、そんな曖あい昧まいな感覚が全神経を支配している。

「…………」

　白一色だった世界に少しずつ輪りん郭かくと色彩が戻もどり始める。

　少女はそこでようやく声の主達の姿を見る事ができた。

　三人の男達がいる。彼らが着ている明るい緑の装しよう束ぞくは、手しゆ術じゆ衣ついと呼ばれるものだ。台の上に寝かされている少女を取り囲かこむ様にして彼等は立っていた。更に視界が詳しよう細さいを取り戻すと──男達の脇わきには銀色のワゴンが幾つか在るのが分かった。

　上に載のせられているのは、真っ赤な血に塗まみれたメスと、そして同じく血に濡ぬれ、大きく湾わん曲きよくして狂きよう気きじみた形を示す、鋸のこぎり。恐らくは頭ず蓋がい骨こつを開く為のものなのだろう。気の弱い者なら見ただけで卒そつ倒とうしそうな代物だった。

　そして──

「あっ……」

　がちゃりと金属の音が何処どこかで鳴って、少女の視界に新たな人ひと影かげが加わった。

「──ダラス准佐」

　新しく視界に割り込んできたのは、蒼い軍服の上から、医者を想わせる白衣に袖を通した銀髪の男であった。若い。若いが──それなりの地位に就ついているのだろう、彼の姿を観みて、手術衣に身を包んだ三人の男達は、慌あわてた様に背せ筋すじを伸ばした。

「──状況は？」

「はっ。現在、収容者の中から適性有りと認めた者八百名に施せ術じゆつを終しゆう了りよう──内、七二パーセントの被ひ験けん体たいに心臓破は裂れつや血液逆流現象、脳障害など著いちじるしい拒きよ絶ぜつ反応が見られ、五七パーセントが死亡。残一五パーセントの内、三パーセントは──」

「それは既すでに報告書レポートを見た」

　銀髪の男が遮さえぎる様にしてそう告げる。

「はっ。失礼しました。これに対し──今回新たに第五収容棟とうのバレンバ高原遊牧民バレンヴイアンを使った第九実験群被験体の生存率は、実に七三パーセントを記録しています」

「〈騎士キヤバレロ〉計画の素そ体たいとして最適です。遺伝情報の解かい析せきも進めておりますがこちらはまだ──」

　手術衣の男達が次々と告げる。

　全体的に得意げな響ひびきが在るのは──その計画とやらが順調に進んでいるからだろう。

「〈女王レジヤイナ〉計画は？」

「こちらもバレンバ高原遊牧民を素体として検証実験を行っております」

「特にこの少女は未だ施術が終了したばかりですが、目立った拒絶反応も無く、理想的とも言える──」

「この被験体は、バレンバ高原遊牧民とは異なる特とく徴ちようを備そなえている様に見えるが？」

　銀髪の男が少女を覗のぞき込む。

「はっ。混血児であるとの事です」

「混血児……」

「しかし遺伝学的に見れば、むしろ近親交配を重ねた個体よりも、外部集団の血を取り入れた個体の方に、それまで潜せん在ざい化かしていた遺伝的特徴が、より極きよく端たんな形で顕あらわれる事は、しばしば確認されて──」

「よろしい」

　端的な言葉が細々とした説明を遮る。

「今後は集中的にこの民族を実験に使う事にしよう。また第五収容棟には、バレンバ高原遊牧民と外部集団の混血児が、他にも居ないか確認させる」

「はっ。有り難う御座います」

「この被験体は術後経過を四八時間監かん視しの後、問題が無ければ〈揺ゆり籠かご〉に移せ」

「了解です──おい、被験体の指が動いてるぞ。麻酔モルヒネを足せ」

　男達の影かげが揺ゆれる。

　腕に繫つながれた細い管の根本をその内の一人がいじっていたが──やがて少女の意識は緩ゆるやかに溶とけて拡散していった。
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　射撃場の的まとでもこれ程に容易たやすくはあるまい──撃うつ方はそう思った事だろう。

　そこは狭きよう隘あいな路地だった。

　夕ゆう暮ぐれの茜あかね色いろに染そまった街の片かた隅すみに、真まっ直すぐ延びた道が一本。幅はばは自動車が一台通れるかどうかといった程度しか無い。もっともこの辺あたりは主幹道路が未整備な事も在り、未だ自動車よりも馬車や牛車が運送の主力なのだが。

　街の建物の殆ほとんどは石を積み上げて出来ている。

　この道の左右も石垣の様な壁かべが延えん々えんと連なっていて、何処どこにも逃にげ場が無い。真っ直ぐ銃じゆうを構えて撃ちさえすれば、相手に当たる。まして──放たれた銃弾は石の壁にめり込む事無く跳ちよう弾だんとなる。複雑な回転を与あたえられた銃弾はむしろ予測もつかない動きで跳はね回り、哀あわれな標的達に襲おそい掛かかるのだ。しかも跳弾による傷は普ふ通つうの銃じゆう創そうよりも大きなものになる事が多い。戦せん闘とう中にこんな路地を進むのは単なる自殺行こう為いでしかなかった。

　だが──

「撃てッ!!」

　号令と共に無数の銃弾が放たれた。

　狭隘な空間を弾だん幕まくが瞬間的に埋うめ尽つくす。石壁に触ふれて跳弾となった弾丸も含め、無数の弾道がその路地の中で交差した。地面に潜もぐるか空を飛ぶかでもしない限り、逃げ場は何処にも無い。

　愚おろかにも、真っ直ぐ進んできた五十名の兵士達はここで果てる筈はずだった。

　だが──

「〈アンジェロ〉」

　号令と同時に最前列を行く第一分隊──十名の兵士が揃そろってそう呟つぶやいた。

　同時に彼等の肩かた口ぐち辺りを浮ふ遊ゆうしていた影が、ゆらりと動く。

　羽や翼つばさの類たぐいもないのに中空を当然の如く浮遊する………それらは異い形ぎようだった。

　横から見れば、菱ひし形がたに長い糸の様なものを付ふ随ずいさせた白黒模様の異生物。

　ディスパレイト。

　それはそう呼ばれている異界の生物であった。

　アルメダ連邦国の──ロンドベリア大陸の在る『この世界』とは次元の壁で隔かく絶ぜつされた全くの異世界。環かん境きようはおろか物理法則すらも異なるとされるその世界で発生し独自の進化を遂とげたその生き物を総そう称しようして『異生物』──ディスパレイトと呼ぶのだ。

　ディスパレイトは、つまり異世界の欠片かけらでもある。

　それ故にその存在はただそこに在るだけで『こちら側』の物理法則にすら干かん渉しようし──それらが複雑かつ緻ち密みつに嚙かみ合って出来た大系システムを一時的にではあるが歪ゆがませてしまう。言ってみれば二つの異なる物理現象が相克コンフリクトを起こしている状態である。そしてそれは──しばしば尋じん常じようならざる現象として顕けん現げんする。

　例えば──

「──!?」

　射しや撃げきした側は愕がく然ぜんとした事だろう。

　銃弾は兵士達も異生物も貫つらぬきはしなかった。

　肉眼でそれを視認するのは至し難なんの業わざではあった。だが……動体視力に優すぐれた者ならば何が起こったのか理解できたろう。

　銃弾は空中で弧こを描えがいていた。

　まるで透明な環かん状じようの筒つつの中にでも入り込んでしまったかの様に、銃弾の群むれは真っ直ぐ飛ぶ事無く、空中で輪の形に弾道を示すのみだった。同じ処ところを、ぐるぐるぐるぐると。

　数秒後。

　バラバラと雨あま粒つぶが降るような音を立てて無数の弾丸が落ちる。運動エネルギーを使い果たしたのだと──果たして撃った側が理解できたかどうか。通常、銃弾の射程距離は精々が数キロメートル。音速以上で飛ひ翔しようする小銃弾といえど、続けて十秒も飛び続ければ力尽きて地面に落下せざるを得ない。

　土を踏ふみ固められて作られた路面は、今や何十何百という弾丸で埋うめ尽つくされた。

　それは……かつて剣けんが銃に敗北したのと同様に、新たな兵器体系の導入によって銃という存在が実戦において旧きゆう式しき化かした、初めての瞬しゆん間かんであったのかもしれない。単に武器の世代交代というだけの意味ではない。全く異なる体系の兵器が戦場に導入されれば──戦術や戦略すら次世代のものへと変質させざるを得ない。後世の軍史家ならば今この瞬間を歴史の変わり目として記き載さいしたかもしれなかった。

　どの国家も今だ成なし遂とげていないディスパレイトの完全な制せい御ぎよ──兵器化。

　アルメダ連邦陸軍はそれに成功しつつあった。

　今回の戦せん闘とうはその為ために結成された実験部隊──暗号名コードネーム〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉にとっては初の本格的な戦闘であった。それ以前にも実戦的な出動は何度も在ったが……他の部隊と連れん携けいしつつ同等規模の戦力に対して行う戦闘行動は、これが初めてだ。

　これはつまり〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉が本格的に軍の一構成単位たり得るかどうかの運用試験なのである。ただし実際に戦闘に参加しているのは小隊規模──五十人余りだが。

　現在──〈亡霊大隊〉の兵士達はそれぞれ小隊規模に編成し直され、幾つかの戦場へと送り込まれている。軍上層部は様々な状況に投入する事で総合的な〈亡霊大隊〉の『性能』を見ようという考えなのだ。

　今戦闘をしているのは臨りん時じに編成された第六小隊である。

　そしてこの第六小隊は各十人ずつの分隊四つから成る。

「第二分隊──前へッ！」

　小隊長が命令を下す。

　相手が予想外の事態を前に、怯ひるんでいるこの[image: 隙]すきこそが畳たたみ掛ける好機。

　第一分隊の列が真ん中から左右へ分かれた。菱ひし形がたの異形たちもその動きに倣ならう。

　同時に後方に控ひかえていた第二分隊の十人が前に進み出た。

　第一分隊の十人も、第二分隊の十人も、まるで判はんで押おしたかの様に──揃そろいも揃って、仮面を付けたかの様に兵士達は無表情だった。そして更さらによく見ればヘルメットの下の顔はいずれも若く、殆ほとんどが十代半ばの少年だと分かっただろう。軍人と呼ばれるにはあまりに若すぎる者達だった。

　軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド。

　次世代の軍を担になう人材を『量産』する為に、幼おさない頃ころから軍の管理下でその『性能』を調整されてきた子供達。第五世代までは既き存ぞんの幼よう児じを軍が親から買い入れて教育していたが、第六世代ではより効率を上げるべく、出産計画からアルメダ連邦軍が指導する様になっているという。気の遠くなる様な根気と眼も眩くらむ程の狂きよう気きが生み出した戦士達だ。

　だが──この〈亡霊大隊〉の兵士達はその軍用基準性能調整児童の中でも更に特異中の特異存在だった。彼等はディスパレイトを兵器として扱あつかうための『処置』を受け、更にそれに特化した訓練を受けてきている。同じ軍用基準性能調整児童といってもその存在は異い端たんであった。

　少年兵士達は前に出ると──成長過程の身体に背負った布製背囊バツクパツクに手を掛ける。訓練の賜たま物ものか、彼等が流れる様な動作で、蓋ふたの部分を固定している留とめ金を外はずすと……そこから瞬間的に溢あふれ出たものがあった。

　鮮せん血けつの様な紅あか。

　先程とは別の、紅い異形が少年達の背中の布製背囊から飛び出してくる。

　ずんぐりした涙るい滴てき型がたの身体に──やはりディスパレイトには共通の、瞼まぶたの無い眼が備わっていた。羽根も無いのに空中に浮かんでいる事もやはり同じである。

　今だ驚おどろきに固まっている敵小隊との距離は約百メートル余り。

　第二分隊の少年兵士達は口を揃えて──抑よく揚ように欠けた声で命じた。

「〈アルメデウス〉」

　合唱するかの様に綺き麗れいに揃った声が響く。

　連携は完かん璧ぺきだった。

〈亡霊大隊〉の兵士達は何年も何年もディスパレイトを使役する為の人間兵器として調整と訓練を受けてきた。彼等はその為だけに存在する。言ってみれば彼等はディスパレイトと共に一つの兵器機構システムを成す部品でしかない。完璧なのは当然であり──完璧でない不良品は『破は棄き』されるのが宿命だった。

　兵士達の頭上に浮かんでいた涙滴型の異形──真しん紅くのディスパレイト達がくるくると回りながら上じよう昇しようした。

　途と端たんに──その軌き跡せきに沿ってぐにゃりと曲がる、空間。

　直後。

「──!?」

　敵兵の驚きよう愕がくが百メートルの距離を超こえて伝わってくる。

　歪んだ空間からは突とつ如じよとして無数の『矢』が出現していた。

　正確に言えばそれらは矢ではない。予あらかじめ突つき刺さすための形に塑そ形けいしておいた細く小さな鉄の杭くい──簡易の銃剣バヨネツトだ。ディスパレイトの引き起こす超常現象が空間に干かん渉しようし、後方部隊の処に置いてあったそれらを瞬しゆん時じに転てん移い搬はん送そう──敵兵に向けて雨の様にそれらをぶちまけた。

　戦場に新たな紅が咲き乱れる。

　耳をつんざく様な悲鳴と共に敵兵はばたばたと倒たおれ伏ふしていった。

　銃を撃つ間も無い。ろくに防御態勢も取れない。当たり前だ──一体どこの誰が、空間から突如として降り注ぐ銃剣の雨に対応する訓練など受けているというのか。

「……ば……馬鹿な……！」

　背中から何本もの銃剣を生やしながら敵兵の一人が呻うめいた。

「……ディスパレイトなんぞを……どうやってそんなものを……」

　前述の通り──ディスパレイトは異世界の生物だ。

　犬や馬を軍用に使うのとは訳が違う。

　あまりに大きな生物としての隔へだたりは、人間側の安易な理解や共感を拒こばむ。普ふ通つうの意味での調教が可能な生き物ではないのだ。

　また異世界の断片としてそれらが発生させる超常現象も、複雑な要因が絡からむ為に、予測がつきにくく、軍用兵器として運用するにはあまりに不確定要素が多い──それがこの時代の常識ではあったのだ。

「……貴様等は一体何──」

　兵士の台詞せりふは途と中ちゆうで中止を余よ儀ぎなくされた。

　やや遅おくれて飛んできた銃剣がその眉み間けんを貫つらぬいたからだ。

　ばたりと倒れた兵士は全身を痙けい攣れんさせる。彼に限らず五十名余りの完全武装した歩兵小隊は──既に半数が死亡、残りの半数も殆どが戦闘不能の重傷を負っていた。隊列は大きく乱れ、悲鳴と怒ど号ごうが入り交じる。

　わずか数秒──それだけで一個小隊が壊かい滅めつ状態に陥おちいっていた。

　だが……

　淡たん々たんとディスパレイトを制御する少年兵士達の顔に勝利の高こう揚ようは無い。

　彼等にとってそれは当たり前の事であり、予想出来た結果だった。ディスパレイト戦に特化した彼等は、無表情にその場に立って、ただ異界の生物の制御に集中していた。

　そんな中で……一人。

「…………」

　僅わずかに表情を揺らせる少年が居た。

　ヘルメットの下には銀髪が覗のぞいている。

　よく見ればその少年は、何処どこかこの戦場には不ふ似に合あいな程に繊せん細さいな容よう姿しを──華きや奢しやで上品な、何処か少女じみた顔付きをしていると分かっただろう。[image: 隙]すき無なく整ったその顔はまるで人形の様だった。

　胸元に揺れる認識票には『トルク』と刻きざまれている。

　勿もち論ろんそれは軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドにとって、適当に割り振ふられた便べん宜ぎ上の名──兵器に刻印された製造番号シリアル・ナンバー程度の意味しかないが。

　トルクは仲間達と同じく無表情ではあった。

　ただ……己おのが無表情である事に、ある種の疑問を抱いだいているかの様な、何処か不安定な様子をその身に纏まとっていた。

　ふと──

「…………？」

　ばしゃりとトルク少年の横顔に暖あたたかいものが浴びせかけられる。

　反射的にそちらを振り返ったトルクは、そこに、頭から銃剣を生やした少年兵士の姿を見た。黒いヘルメットの上に深々と銃剣が突き刺さっている光景は、無む惨ざんを通り過ぎて何処か喜き劇げき的てきな間ま抜ぬけささえ漂ただよっていた。

「……カイル」

　半面を血に染そめたトルクが呟つぶやいたのは、その少年兵士の名前であったろうか。

　銃剣を頭に生やした少年兵士は、血を吐はいた口を何度か痙けい攣れんする様に動かして、それから白目を剝むくと──棒の様にその場へ倒たおれた。

　ディスパレイトを兵器として利用するという事は、剣を振ったり銃を撃ったりする事と根本的に異なる。剣や銃は手足で直接操る事ができる。それは己おのれの肉体の延長に過ぎない。だが、ディスパレイトという異なる存在を介かいして発生する現象を制御する場合──直接的に現象に干渉して結果を引き出す事ができない分、どうしてもこちらの意図とは異なる結果が導き出される可能性は零ゼロにならない。

　こうした『失敗』は常に発生し得るのだ。

　いや──それどころか。

「ひぎぃっいい」

「ぎぎぎげげげ」

　先の少年兵の死が引き金になったのか……更に二名の少年兵が奇き声せいを発するとその場にうずくまって頭を抱かかえた。もどかしげに己の頭部を保護していたヘルメットをむしり取り投げ捨てると、彼等は狂くるった様に激はげしい仕草で、己の頭を搔かきむしる。

「ぎぎあがががががが」

「うぎぎぎぎぎげげげ」

　口の端はしからは泡あわを噴ふき、遂ついには地面で転がって悶もん絶ぜつしながらも、彼等は己の頭を搔きむしり続ける。容よう赦しや無なく立てられた爪つめが己の頭皮を抉えぐり、血と皮と髪が指先に残っても、彼等は構わずその行為を続けた。

『反動バツクラツシユ』──そう呼ばれる現象だ。

〈亡霊大隊〉の軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド達は、頭部にディスパレイトへと干渉する為の『針』を埋め込まれている。この為に彼等は本来制御不能といわれる異界の生物を使し役えきできる訳だが──元々が異世界で生まれた生物に自分の意識を直接的に『繫つなぐ』行為は危険を伴ともなう。あまりに深くディスパレイトの意識に潜もぐり込み、更に自分が下した命令が上手うまく伝わらなかった場合……使役者は脳を内側から溶とかされる様な、強きよう烈れつな苦痛を味わう事になるのだ。

　勿論……彼等の狂態はディスパレイト達にも伝でん播ぱする。

　狂きよう騒そう状態に陥おちいったディスパレイト達がトルク達の頭上を飛び回り、無む作さく為いに銃剣を転移させる。降り注ぐ銃剣の雨に、のたうつ二名は地面へと縫ぬい付けられて絶命したが──それでもディスパレイト達の動きは収まらない。

　本来敵に向けて放たれる筈はずの凶きよう器きが、自分達の上に降り注ぐのだ。いくら訓練を受けていてもたまったものではない。悲鳴や怒号こそ上がらなかったものの、〈亡霊大隊〉は一瞬にして混乱状態に陥っていた。

　そんな中──

「…………」

　素早くトルクは反応した。

　カイルの死体を摑つかんでその下に潜もぐり込む。簡易の盾たてとして同どう僚りようの屍し体たいを使いながらトルクは壁かべ際ぎわに退たい避ひ。そこで彼は己の額に左手の指を添そえる。

　正確に言えば髪の生え際──こめかみの後ろ辺りに。

　そこに『針』が埋まっている。

　トルクはこの状況を、自らの能力で収拾しようと考えていた。

〈亡霊大隊〉の軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドには、当然ながら能力差が存在する。特にディスパレイトの制御に関してはまだ研究中の分野という事もあり、個人差が激しい。一体や二体程度ならば大抵の者が制御できるが──五体十体、それも興こう奮ふん状態にあるとなると、極めて難むずかしく、これを可能とする技能の持ち主は〈亡霊大隊〉全体でも五名と居ない。

　トルクはその中の一人だ。

　自分ならできる──そう判断したのである。

　だが……

「構え──撃ェッ！」

　トルクが意識を集中したその瞬間。

　銃弾の群れがディスパレイト達を襲おそった。

　空中で鮮血の花が咲き乱れ、ディスパレイト達は次々と落下する。

　確かにディスパレイト達の引き起こす現象は強大で──先にも在った様に銃弾すら無効化する事も可能ではある。

　だがそれはあくまで、ディスパレイト達がこの世界において異物であるが故に引き起こされる現象の力であって、ディスパレイト自身が強力であったり強きよう[image: 靭]じんであったりする訳ではない。それどころか自分達の存在がどういう現象をこちらの世界で引き起こしているか、異生物達は微み塵じんも理解していないだろう。

　当然……銃で撃たれれば、為す術すべも無く死ぬしかない。

　そもそもこちらの世界では、特とく殊しゆな調整環境下に無ければ長生きもできない生物だ。

「…………」

　トルクはカイルの屍体を降ろして、無言で地面に落ちたディスパレイト達を見つめ──それから彼は視線を小隊長に向けた。

「トルク伍ご長ちよう。何か？」

　視線に気づいて小隊長が尋たずねてくる。

　同じ軍用基準性能調整児童といっても、部隊長は世代が二つばかり上で年ねん齢れい的てきには二十歳過ぎである。ただし仮面の様に情じよう緒ちよの欠落したその貌かおは、他の少年兵士達と同じだった。

「殺す必要は無かったのでは」

「此こ処こは戦場だ。他にも敵戦力がどこかに潜ひそんでいる可能性が在る。速すみやかに部隊の態勢を立て直し、戦闘機能を回復するにはこれが最適と判断した。トルク伍長、貴様の制御能力の高さは認識しているが──この状況下では確実性に欠ける」

「わかりました」

　淡たん々たんとした説明に、やはり淡々とした口調で応じて頷うなずくトルク。

　小隊長の言葉は正しい。確かに此処は本物の戦場だ。限定的な状況しか発生し得ない実験場とは異なる。予測不可能な事態に対して、常に最善の状態で対応できる様、態勢を整えておくのは当然だ。

　ただ──

「…………」

　態勢を立て直そうと入り乱れる足音。

　幾いくつもの軍ぐん靴かが、地面に折り重なって死んでいるディスパレイトや、少年兵士達の遺い骸がいを蹴けり……あるいは踏ふみにじっていく。その度に屍体から絞しぼり出される血がどろりと地面に赤黒い泥どろ溜たまりを作って──生なま暖あたたかく不快な臭しゆう気きを辺りに放散していた。

「バレン伍長、ミルズ伍長を前衛、トルク伍長、ヒューム伍長を後衛として隊列を再編成する。負傷者は隊列中央にて──」

　そこまで言って。

　いきなり小隊長はかくんと地面に膝ひざをついた。

「……？」

　一同の疑問は……その直後に届いた銃声によって解消された。

「狙そ撃げき兵へいッ！」

　誰だれかが叫ぶ。

　同時に胸部を撃うち抜ぬかれた小隊長がその場に倒れた。

　銃弾は音よりも遥はるかに速い。当然ながら撃たれた後に銃声は聞こえる事になる。だが通常は距離が短いので、その差は人間が認識できる程に大きくない。

　逆に言えば──射手と標的の距離が長ければ長い程に、銃弾と銃声の到とう着ちやくに生じる時間差タイムラグは大きくなる。明確に『弾着よりも後に銃声が聞こえた』場合、それは間ま違ちがいなく長距離狙撃によるものだ。

　小隊長は正しかったといえる。

　目の前の敵を殲せん滅めつしたからといって、この場が安全とは限らない。此処は戦場だ。死に神の罠わなはあちこちに潜ひそんでいる。

　トルクは訓練で教えられた通りに壁際へと走ろうとする。長距離狙撃の場合──当然ながら相手は高倍率の狙撃用遠視鏡スコープを使っている。だが倍率の高さに反比例して視界が狭せばまる為──横方向への移動を追い切れない事が多い。また距離が開けば開く程に、ちょっとした角度の差が思わぬ遮しや蔽へい物ぶつを生じさせて、狙撃を阻そ害がいする。

　だが──

「……！」

　まず感じたのは衝しよう撃げき。

　次にじわりと腹ふく腔こうに溢あふれてくる──熱さ。

　──撃たれた。

　まるで他人ひと事ごとの様にそう感じながら……トルクはゆっくりと血の泥でい濘ねいの上に倒れていく自分自身をぼんやりと認識していた。
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　──ディスパレイト。

　それは異界の生命体である。

　その存在は何千年も前から知られてはいた。時とき折おり──ある種の自然現象の結果としてこちらの世界に迷い込んできた彼等は、人じん智ちを超こえた妖よう魔ま・怪かい異いの類たぐいとして人々に認識されていたのである。

　だが環かん境きよう破は壊かいの影えい響きようなのか、あるいは他の要因が絡からんでいるのか──迷い込んでくる個体数の増加と共に目もく撃げき頻ひん度どが上がり、研究対象として学者達が興味を持つに至り、それは存在する領域を伝説や迷信の世界から、現実の世界へと移してきた。

　繰くり返すが──ディスパレイトは異界の生命体である。

　それ故に、根本的にこちら側の生物とは異質だ。異なる世界の異なる物理環境下で育った彼等は、こちらの世界にとっては文字通りに異物なのである。その周りの空間にはある種の拒きよ絶ぜつ反応が生じて、非日常的な現象が顕あらわれるのだ──例えば棘とげが刺ささった部分が腫はれ上がるのと同じ様に。

　だがこれはディスパレイト達の意図したものではない。

　ディスパレイトの存在にしばしば付ふ随ずいする超常現象は、あくまで異なる世界の欠片かけらがそこにある事で生じる軋轢コンフリクトだ。直接的にはディスパレイト達の能力ですらない。彼等の引き起こす現象は──いわば水面に石を投げ込んだ結果として生じる波は紋もんの様なものである。

　石は単に石に過ぎない。水面に投げ込まれるという現象の結果として水面を乱し、更さらには水の性質としてそこに波紋を生じるのであって……少なくとも石に波紋を生み出す能力が備わっている訳ではない。

　ディスパレイトはただそこに存在しているだけなのだ。

　異常現象は少なくとも彼等の意図によるものでも能力によるものでもない。

　また……

　現代科学では解明しきれない、歴史上の大規模な奇現象──例えば他に類るいを見ない天てん変ぺん地ち異いや、たった一晩での文明消失など──について、ディスパレイトに原因を求める学者も居るが、これには疑問の声も多く、通説には至っていない。

　ディスパレイトは確かに存在するだけで世界の物理法則すらねじ曲げる。

　だがその存在はひどく小さく──それ故に彼等が生み出す『歪ゆがみ』は永続しない。異常現象はいずれもごく一時的なもので、巨きよ大だいな世界を律する物理法則の前に飲み込まれて消しよう滅めつする。

　ディスパレイト自身、生まれ育った環境と異なるこちら側の世界では、長く生きる事はできない。彼等自身が言ってみれば異常現象の一いつ端たんなのである。当然、こちら側の世界はこれを異物として排はい除じよしようとする。

　故に可能な限りに『向こう側』の環境を再現した液体──存在の緩かん衝しよう材ざいたる『粋すい』を満たした容器の中に居て、初めてディスパレイトは長期の生存が可能となるのである。

　しかし……
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　天幕テントの中は怪け我が人にんで溢あふれていた。

　何十と並ならべられた簡易ベッドの上では、負傷兵達が呻うめき声を上げている。獣けものの唸うなりの様に意味をなさない声も在れば、繰り返し繰り返し母親や恋こい人びとの名を呼ぶ声もある。おそらくはベッドが足りないのだろう──ベッドとベッドの間、床ゆかの上に敷しかれた防水布の上にも負傷兵達は居て、やはり苦く悶もんの声を漏もらし続けていた。

　野戦病院である。

　見慣れぬ者には惨さん憺たんたる有あり様さまに見えるかもしれないが、これは未だ随ずい分ぶんとましな状じよう況きようであると言えた。未まだ負傷兵達に声を発する元気が残っているからだ。本当に悲惨な現場では、文字通り死に瀕ひんした者達が漏らす、ひどく小さくて途と切ぎれがちな息いき遣づかいの音が聞こえるだけになる。

　故に……ベッドの列の間を歩き回る軍医の表情にも、多少の余よ裕ゆうが在あった。

「──ん？」

　軍医は──丸顔の中年女性である──ふと運び込まれてきたばかりの負傷兵の前で足を止めた。ぱらぱらとカルテを見ると『貫かん通つう銃じゆ創うそう』『内臓損傷認められず』と殴なぐり書きしてある。とりあえず衛生兵による応急処置は済んでいる様で、その負傷兵は落ち着いてそこに座っていた。

　彼女が足を止めたのは改めて診しん察さつや治ち療りようの要ようを認めたからではない。

　その負傷兵が未だ十代半ばの少年であったからだ。

「軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド──」

　軍医は呟つぶやく。

　諸外国からの非ひ難なんをかわす為ために、その存在は公式文書にこそ記き載さいされていないが──軍の内部に居る者ならば、誰もがその噂うわさ位は聞いている。

　人の形をした軍用兵器。

　彼等を前にすると誰もが興味を抱いだく──それが純然たる好こう奇き心しんに因よるのか、単純な同情に因るのかは人それぞれだが。

　この軍医は前者であった様だ。

「所属は──ああ。噂うわさの〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉ね」

「はっ」

　言ってその少年兵は敬礼した。

　トルクである。

　先の戦闘で負傷──戦闘不能と判断されて後送され、他の部隊の負傷者と共に、この野戦病院まで運ばれてきたのだ。部隊長も含ふくめ、予想外の損害を出したとして〈亡霊大隊〉は前線から撤てつ退たいし、現在は東部方面軍司令部の在るモルタバ基地に移動中の筈はずだった。トルクも簡単な治療が終われば同じくモルタバ基地に移送される事になるだろう。

「東部方面軍第二師し団だん、第三特務大隊、第六小隊所属──トルク・クラウ・エネミナン伍長です」

　勿もち論ろん〈亡霊大隊〉というのは暗号名であって正式名めい称しようではない。

　存在しない筈の兵士によって構成される、存在しない筈の部隊を揶や揄ゆしてつけられたものに過ぎない。表向きは──書類上は、トルク達は彼が口にした通りの部隊に所属している事になっている。

　トルクという名前にしても同じである。

　それは姓せいであり名でもある。家族も血統も既すでに無意味な人間兵器には個体を識別できる程度の名が在れば、それで事足りる。彼が今口にした名も、後半はあくまで書類上の体てい裁さいを整える為のものでしかない。〈亡霊大隊〉の軍用基準性能調整児童達は全員が、エネミナン姓である。

「なるほど……子供の癖くせに妙みように落ち着いてると思ったら、やっぱり実験部隊の人形か……なるほどねえ」

「…………」

　トルクは無表情に軍医を見つめている。

　侮ぶ[image: 蔑]べつを侮[image: 蔑]と認識するだけの知識も感性も彼には無い。

「ちょっと診みせてくれる？」

「はっ」

　実際の指揮権こそ無いものの、軍医は階級的には少しよう尉い待たい遇ぐうである。軍務上の必要からきた要よう請せいである限り、伍長であるトルクに否ひを唱となえる権利は無い。

　だが──
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「……ふうん？」

「軍医殿」

　興味深げに近づいてくる軍医の貌かおを見み据すえながらトルクは言った。

「自分の負傷は腹部ですが」

「勿論知ってるわよ」

　言いながらも軍医の指先が触ふれるのは彼の頭部──刃は物ものじみた光こう沢たくを備える銀ぎん髪ぱつの生え際、こめかみのやや後ろの部分である。

　施せ術じゆつされたのは随すい分ぶんと昔むかしなので注意して見なければ目立たないが、そこには小さな手術痕あとが今も残っている。

「なるほど……これが。側そく頭とう葉ようの辺あたりね？」

「…………」

　トルクは無言。

　噂であれ何であれ──この軍医がどこまで軍事機密に属する〈亡霊大隊〉について知っているのか分からない。迂う闊かつな発言は後で咎とがめられる可能性が在った。ましてトルク達の〈制せい御ぎよ端たん子し〉は技術的な軍事機密の中ちゆう枢すうに属する。たとえ自軍の軍医とはいえ、詳しよう細さいな情報を喋しやべる事は許されない。

　だが軍医もそれは最初から承知の上であったらしい。

　トルクが答えない事に特に気を悪くした様子も無く、彼女は指をそのまま額ひたいから頰ほおへと滑すべらせてにやりと笑った。

「さすがは軍用基準性能を保証された規格品。口の堅かたさも規格通り？」

「…………」

「まあ私としても興味本位で軍事機密をいじる程、身の程知らずではない積もり──」

　そこまで言って。

　ふと軍医は眉まゆをひそめた。

「君。その髪。その眼──ひょっとしてダラス准じゆん佐さの血けつ縁えん者か何か？」

「はい」

　ある意味では噴ふん飯ぱんものの質問に──既すでに本来の戸こ籍せきすら抹まつ消しようされた軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドに血縁も何もあったものではない──しかしトルクは真ま面じ目めに頷うなずいた。

　軍用基準性能調整児童としては極きわめて珍めずらしい事ではあるが、これは機密事項に属する事でもない。

「ダラス准佐は兄です」

「…………」

　今度は軍医が沈ちん黙もくする番だった。

　恐おそらく彼女の中ではトルクの兄──ダラス准佐の姿が思い描えがかれている事だろう。

　ダラス准佐。

〈亡霊大隊〉指揮官。

　彼はある意味で有名人だ。

　第一世代の軍用基準性能調整児童でありながら、佐官にまで昇しよう進しんした者。しかも年ねん齢れいは未まだ二十代半ばである。他の軍用基準性能調整児童出身の軍人達が、せいぜい少しよう尉い辺りで足あし踏ぶみをしている事を思えば……彼の出世は異例中の異例だ。勿論、軍用基準性能調整児童の常として、その素性は表向き伏ふせられている訳だが……これが話題にならない筈も無い。

　だがトルクにとって、それはただそれだけの情報でしかなかった。

　元より伍長と准佐ではあまりに階級が違い過すぎる。軍という環かん境きようにおいてそれは違う生き物と言っても過言ではない。肉親の情という概がい念ねんも言葉としては知っているものの、現実の感覚としてはよく分からない。同じ両親から生まれた事は知っているが、親の顔も名もろくに覚えていないトルクにとって、兄もまた単なる他人の一人に過ぎない。

　ダラスがトルクについてどう考えているのかは分からないが──

「兄弟揃そろって軍用基準性能調整児童──ね。親の顔が見たいものだわ」

「…………」

「でも私もちらりとダラス准佐は見た事があるけれど。顔付きや髪かみの色、眼の色は似にていてもなんだか雰ふん囲い気きは違うわね」

　ダラス准佐が異例というのならばこれは当然の事ではある。

「あんたは本当に──人形っぽい。同じ親から生まれて同じ環境に居た筈なのに、こうも違いが出るものなのね」

「──ダラス准佐が言うには」

　トルクは言った。

「『一つの頭に収まっている眼球ですら左右の視力に違いが出る』そうです」

「なるほど。それも当然ね」

　やや自じ嘲ちよう含ぶくみの笑みを浮かべて軍医は頷いた。

　そこへ──

「失礼します」

　近づいてきた一人の兵士が踵かかとを打ち鳴らしながら敬礼した。

　伝令兵だ。軍医が肩かたを竦すくめて横に退しりぞく。敬礼を返すトルクに伝令兵は一枚の書類を差し出した。

「トルク伍長に転属命令です」

「転属……？」

　と問うてみてもそれに答える権限も知識も伝令兵には無い。

　トルクは折りたたまれていた書類を開き文面に視線を落とす。

　書類は確かに転属を告つげるものだった。

　部隊の再編成と自身の負傷を理由に、トルクは前線任務から外され、新たに軍事施し設せつの警備任務に回される事になったらしい。〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドには極めて珍めずらしい命令だったが──トルクはその配属先を見て合が点てんがいった。

『レガウス強制収容所』

　それは〈亡霊大隊〉設立にも絡からむ研究機関──ハインズマン機関の管かん轄かつ下に在る施設の名前だ。そして機密保持その他の理由からハインズマン機関関連施設の警備は、一いつ般ぱん兵ではなく〈亡霊大隊〉関係の兵士や専任の警備兵が充あてられている。

　疑問を差し挟はさむ余地も無い、至極妥だ当とうな命令内容ではあった。

　故ゆえに──

「了りよう解かい。転属命令を拝はい命めいします」

　さしたる感かん慨がいも無く頷くと──トルクは改めて伝令兵に敬礼した。




　　　　●




　微睡まどろみの中で何かが変化していく。

　その自覚は在った。

（…………）

　少女は、己おのれの中に生まれたその変化を受け入れた。

　元より細かい事にこだわらぬ大らかな性格ではある。それは彼女個人の性格でもあったし一族全体の性質でもあった。大おお雑ざつ把ぱであれば良いという訳でもないが──あまり細かい事にこだわっていては羊ひつじ飼かいは勤まらない。自然や動物を相手の仕事は、自分の都合を押おしつけていては上手うまくいかない。いつも多少の事にはのんびり笑って応じられる位に、大らかに構えて、相手に合わせてやらないと駄だ目めなのだ。

　ただ……

（……誰だれ……？）

　変化に伴ともない視線を感じる様になった。

　何処かで誰かがいつも少女を見つめている。奇き妙みように鋭えい敏びん化かした感覚がそれを常に意識させる。ゆっくりと彼女が変化していくのを静かに何者かが見守っているのだ。

　誰が……？

　問うても答えは得られない。

　それは──あるいは単に彼女の錯さつ覚かくであったのかもしれない。

　だが虚きよ無むの如ごとき微睡みの中で、彼女が孤こ独どくを感じずに済んだのはその視線のお陰かげなのかもしれなかった。

　だから……

（……誰……？）

　彼女は問い続ける。

　延々と続く──いつ果てるとも分からぬ眠りと目覚めの狭はざ間まにて。




　　　　●




　第一印象を問われれば……トルクはしばし考こう慮りよした後に『倉庫』と答えた事だろう。

　確かにそこは元々が倉庫として造られた建物ではあった。

　広大な──呆あきれる程に広大な床ゆか面積を誇ほこるその空間には、壁かべの様に背の高い鋼こう鉄てつ製せいの棚たなが何列も何列も設もうけられている。棚の長さも尋じん常じようでなく──延々と延びるそれは、この広大な床を端はしから端まで縦断し、徒歩の人間をあざ笑うかの様な、何処どこか迷路じみた光景を作り出しているのだった。

　民家と比くらべれば、それは異様な光景であったろう。だが、軍隊に属する施設としてはむしろ標準的とも言えた。軍隊を維い持じするのに必要なのは何も弾だん薬やくや燃料ばかりではない。一個師団一ヶ月分の糧りよう食しよくを備び蓄ちくするだけでも膨ぼう大だいな量にならざるを得ない。

　ただ……

「壮そう観かんだろう？」

　先を歩く蒼あおい軍服の男が背中越ごしにそんな言葉を投げてくる。

　確かに壮観だった。

　此こ処この棚に収められているのは弾薬でも燃料でも糧食でもない。棚にびっしりと[image: 隙]すき間まも許さぬ程に納められたのは……大きさに差はあれど全すべて同じものだった。

　中に何らかの液体を満たした硝子ガラスケース。

「はっ──」

　肯定の言葉を返してトルクは辺あたりを見回した。

　天てん井じように吊つられた照明器具は強力な光を発してはいるが、この面積全てを照らし出すには力不足と言わざるを得ない。何処か薄うす暗ぐらい雰ふん囲い気きの在るこの空間に、無数の機械の──その殆ほとんどは硝子ケースの中に酸素を供給する為ための加圧器ポンプだ──微かすかな作動音がうっすらと覆おおい被かぶさっていた。

「…………」

　トルクが見み据すえる硝子ケースの中で何かが動いた。

　ふらりと揺ゆれるそれは……瞬まばたきする事の無い眼を備え、四し肢しの代わりに薄く短い突とつ起きを備えた異い形ぎようの生物である。

　ディスパレイト。

　そう──これらは全てディスパレイトを飼し育いくする為の設備である。

　硝子ケースは『粋槽タンク』と呼ばれる飼育器具だ。そしてその名の通り、中に満たされているのは『粋すい』と呼ばれる各種物質を溶解させ、成分調整を施ほどこされた水溶液である。

　元々異世界の生物であるディスパレイトは、こちらの世界では、この特とく殊しゆな液体の中でしか長期間生存できない。そしてこの『粋』を劣れつ化かさせないようにする為に、循じゆん環かん用ようの加圧器ポンプが『粋』を動かして濾ろ過か装置に通しているのである。

「総計六百種──二万五千匹ぴきのディスパレイトが此こ処こに居る」

　鉄棚と鉄棚の間──通路は人間二人がすれ違うのがやっとという程度の幅しかない。

　この為に、此処を歩いていると奇妙な圧あつ迫ぱく感かんを感じずにはおれない。いつかこの棚と粋槽が揃そろって左右から倒たおれてきて間の人間を押し潰つぶすのではないか……そんな風にも思える。

「粋槽タンク内ない繁はん殖しよくに成功し、更さらには品種改良が進んでいる種も多い」

　蒼い軍服の男は立ち止まって言った。

　軍ぐん帽ぼうの下に見えるのは銀の髪──トルクと同じ。

　振ふり返ったその顔にも何処かトルクに似に通かよう部分が散見された。髪の色や眼の色に限らず、確かに血の繫つながりを思わせる相そう似じ点てんは、顔立ちにも幾いくつか確認できる。トルク同様に端整な顔ではある。

　ただ──一見した印象でトルクとこの人物を結びつける者はむしろ少数だろう。

　顔立ちが似てはいるが、明らかにその身に纏まとう空気が違う。

　トルクの不自然な程の落ち着きぶりや、無表情さを人形的と評するならば──この人物は逆の意味で人形的だ。

　過か剰じような程に記号的で派手な──外連味たっぷりの感情表現が、むしろ不自然さを醸かもし出して人形を思わせるのである。心など無い癖くせに、まるでそれが在るかの様に、ただ外面をなぞって踊おどるだけの人形を。

　ダラス・クラウ・エネミナン准佐。

〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉総指揮官。軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドの出でありながら、若くして佐官の地位に達した男。

　そして──トルクの実の兄でもある。それはトルクにとって遺伝子上の相似性が高いという以上の意味など持ってはいなかったが。

「品種改良──」

　トルクの言葉にダラスは頷うなずいた。

「そう。品種改良だ。ディスパレイトも生物である以上、繁殖する。それを計画的に制せい御ぎよできる様になったとするならば、次に来るのはそれだ」

　愉たのしげにダラスは言った。

「ディスパレイトの中でも小型種は比ひ較かく的世代交代が早い。特に〈グルピール〉種は半年で成せい熟じゆくして次世代を生む。しかも大量に。この生態を利用すれば、比較的短期に品種改良の為の選別淘とう汰たを重ねる事も可能だ」

「……ダラス准佐。質問してもよろしいでしょうか」

　トルクの言葉にダラスは芝し居ばいがかった仕草で肩かたを竦すくめ、首を振って見せた。

「トルク。たった二人の兄きよう弟だいだろう？　忙いそがしい仕事の合間を縫ぬって、わざわざ、傷ついた弟を出で迎むかえにきた私を──兄とは呼んでくれないのか？」

「勤務中です」
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　トルクは淡たん々たんと言った。

「組織の秩ちつ序じよを維い持じする上で、個々人の特別な関係性が表面化するのはあまり望ましくないと考えます。御ご容よう赦しやください」

「ふふ……ふ。ふふふ。ふふ………融ゆう通ずうの利きかない弟だ。まぁ、いい」

　むしろ愉しげに笑ってダラスは言った。

「で──何を聞きたい？　言ってみろ」

「転属命令の書類には自分の新しい配属先は強制収容所だと書いてありました」

　トルクは辺りを見回して続ける。

「しかしこの建物は強制収容所には見えません」

　確かにトルクが向かった先はレガウス強制収容所である。

　だがその正門で待ち構えていたダラスが、トルクをこちらに連れてきたのである。レガウス強制収容所の施設内である事は間ま違ちがい無いのだが──この無数の粋槽といい、先のダラスの台詞せりふといい、此こ処こは研究施設にしか見えない。

　第一……未いまだにトルクは一人の虜りよ囚しゆうも見ていないのだ。

「いや。確かに此処がおまえの新しい配属先だ。此処は間違いなく強制収容所の一部なのだよ。隣となりの棟とうには実際に、五百人余りの非国民が居る」

「…………」

「だが収容者は次々に増ふえる。そしてこの収容者を生かしておくのには予算を食う。反戦主義者や、不満分子など、国家に刃は向むかう人間達を生かしておくのに軍の予算が浪ろう費ひされる。実に嘆なげかわしい事だと思わんかね？」

「自分には分かりません」

「ふむ。模も範はん的てきな答えではあるな」

　にたりとダラスは笑って言った。

「此処は彼等を収容し──その上で再利用する為の場所なのだよ」

「…………？」

　意味が分からない。

　ディスパレイトの研究・飼育施設と強制収容所の人間達。

　そこにどんな『再利用』の関係が成立するというのか？

「まあいい──見れば分かる」

　踵きびすを返してトルクに背を向けると再びダラスは歩きながら言葉を続けた。

「これから向かう先は機密維持度レベルが高い。また幾いくつかの理由から〈亡霊大隊〉の人間を警備として置くのが望ましい。故に私が自らおまえを案内している訳だ」

　そう言ってダラスは鉄棚の間を歩いていく。

　やがて蒼い軍服の肩越しに一枚の扉とびらが見えた。

　灰はい色いろの壁かべに埋うめ込まれる様にして存在する大きな鉄てつ扉ぴ。見るからに重そうな──普ふ通つうの人間なら、人力で開ける事に不安を覚えてしまう様な代物である。その左右には小しよう銃じゆうを抱かかえた警備兵が彫ちよう像ぞうの如く直立不動の姿勢で立っている。彼等は〈亡霊大隊〉の兵士ではなく一般兵であるらしかった。

「御ご苦く労ろう」

　ダラスが声を掛かけると警備兵二名は軍ぐん靴かの踵かかとを打ち鳴らしつつ敬礼する。

「第三特務大隊のダラス准佐だ。同じくこちらはトルク伍長。特秘指令第六六七号に準じる第三種特秘行動中である。扉を開けろ」

「はっ──」

　警備兵達は頷うなずくと鉄扉に施ほどこされていた鍵かぎを二カ所外し、身体からだ全体で押おす様にしてこれを開く。ぎいぎいと鋼こう鉄てつの軋きしむ音と共に、ぽっかりと開いた穴あなの様な通路が、鉄扉の閉とざしていた先に現れていた。

　ダラスはすたすたと自然な歩調でその通路の中へと入り──

「トルク」

　後に続いたトルクがその中に足を踏ふみ入れるその直前で、振り返って声を掛かけてきた。

　トルクの動きが止まる。

　その様子を見て満足げに頷いてからダラスは尋たずねてきた。

「〈亡霊大隊〉においておまえの負うべき責務は何か？」

「ディスパレイトを用いて戦う事です、准佐殿どの」

「それは手足を失っても果たされるべき責務か？」

「はい、准佐殿。その為に我々〈亡霊大隊〉は存在します」

　単調な受け答えの直後──

「ふ……ふふふふ……」

　笑いながらダラスは言った。

「教科書通りか」

「…………」

　ダラスの意図が読めずに黙だまり込むトルク。

　束つかの間、兄は寡か黙もくな弟を興味深げに見つめていたが、やがて小さくかぶりを振ってから、言葉を続けた。

「まあいい。本当に融ゆう通ずうの利きかぬ弟だ──だがだからこそだ。だからこそお前が適任だと言える。よろしい。今日新たにお前に課せられる責務はこの中に在る」

　言ってダラスは再び踵を返して通路の奥おくに進んでいく。

　トルクは今のやり取りの意味も分からぬまま──主に付き従う犬の様にその後を追った。

　考えるのは兵士の役目ではない。犬の様に忠実に命令を遂すい行こうするのが兵士の責務だ。戦えと言われれば死ぬまで戦う。兵士である事以外には存在理由を求められない──求める事を許されなかった人間にとって、それはどうしようもない位に当然の事だった。

　細い通路を歩く事──しばし。

　まるで防ぼう空くう壕ごうの様にコンクリートに固められた狭きよう隘あいな通路の果ては、急に大きく開けた場所となっていた。

「…………！」

　トルクは思わず踏み込んだその瞬しゆん間かんに足を止めた。

　そこは部屋というよりも単なる『箱』だった。コンクリートが剝むき出しの、壁かべや床ゆかや天てん井じようが見えるばかりで他には何も無い。鉄の扉が左右の壁に設もうけられている以外はろくに凹おう凸とつすら無い。完全ながらんどうだ。

　天井にすら照明器具は無い。

　にもかかわらず室内の様子をトルクが見て取る事ができたのは……壁の一方からぼんやりと滲にじみ出る光が、室内を緩ゆるく満たしていたからである。黎れい明めいの空を思わせる純じゆん粋すいで深い群ぐん青じようの光だ。

　いや……

「これは──」

　光を放っているのは壁ではなかった。

「別に珍めずらしいものでもあるまい？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくトルクにダラスが笑いを含ふくんだ声で言ってくる。

「此処に来るまでに同じものを飽あきる位に見ただろう？　少々、規模サイズは大きめだがな？」

　コンクリートではない。

　硝子ガラスだ。

　床から天井までぴったりと[image: 隙]すき間まも無く塡はめ込まれたそれは……その一面で以もつて壁の代わりを為なすそれは、巨きよ大だいな粋槽タンクだった。トルクが今まで見てきたどの粋槽よりも、それは遥はるかに大きい。これもまた[image: 隙]間無く満たされた粋すいの中で、こぽこぽと音を立てて泡あわが揺ゆらめき、踊おどる様に回転しながら昇のぼっていく。

　だが……

「…………」

　何よりもトルクの眼を惹ひき付けて離はなさなかったのは──その中身だった。

　粋槽の中で緩ゆるく膝ひざを抱え、胎たい児じの様な姿勢で浮うかぶ一人の少女。

　年の頃ころはトルクと同じ位だろう。

　肌はだは抜ぬける様に白く……身に纏まとう病人着から覗のぞいた手足は少しの力で折れてしまいそうに細い。太陽の光を集めたかの如く、鮮あざやかな輝かがやきを持った金色の髪かみは水溶液の中でゆらゆらと揺れて広がり、まるで羽毛の様だった。

　少女はどうやら眠ねむっているらしい。

　伏ふせられた瞼まぶたを縁ふち取どる睫まつげは長く、愛らしい顔立ちに影かげを落として……筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい神秘性を少女に与あたえていた。

「………」

「気に入ったか？」

　愕がく然ぜんとして少女を見上げていたトルクの耳元で──ダラスが囁ささやいた。

「あ──いえ。その」

　何故か動どう揺ようして言葉が出てこない。

　別に異性が珍めずらしい訳でもない。軍隊は確かに圧あつ倒とう的てきに男の方が多い特とく殊しゆな世界だが、軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドに関しては別だ。文字通り『性能』が一定水準に達していれば、性別は関係が無い。〈亡霊大隊〉においても総隊員数の三割近く少女が含まれている。瞬しゆん発ぱつ力りよくでは殆ほとんどの場合に男の方が優れているが、耐たい久きゆう力では女の方が優秀な事例が幾つも報告されていた。

[image: ]

　では……トルクを動揺させたのは一体何なのか。

　彼自身にもよく分からない。

　ただその少女の姿はあまりに華きや奢しやで繊せん細さいで……ひどく脆ぜい弱じやくそうに見えた。ほんのわずかの均きん衡こうが崩くずれれば喪うしなわれてしまいそうな、何かがそこに在る。本来、兵士としての価値観しか持たないトルクにとって、それは軽けい[image: 蔑]べつすべき弱点でしかなかった筈はずなのだが──それでもトルクはその少女の姿に一種異様な感覚を覚えていた。

　全身の毛が逆立つ様な緊きん張ちよう感かん。

　これは警けい戒かい心しんか？

　それとも──

「…………」

　勿もち論ろんトルク自身はこの時未まだ気づいていなかった。

　彼の背中を走る感覚が一種の『感動』であり──これが彼にとって、それまで辞書的な意味でしかなかった『美しい』という概がい念ねんを、実感した初めての瞬間なのだと。

「この施設では様々な研究と──それを裏打ちする為の実験が行われている」

　今までのものと併あわせて考えれば恐おそろしい意味を含む台詞せりふを、ダラスはさらりと言った。

「その中でも彼女は別格だ。現状では研究者達の『最高傑けつ作さく』と言って良い。しかも殆ど唯ゆい一いつにして無む二にとも言うべき成果だ。彼女の存在は今後の研究にも大きな影えい響きようを及およぼす。故ゆえに常時監かん視しが望ましい」

「…………」

　正直な所……トルクはダラスの言葉の半分も理解していなかった。

　研究云うん々ぬんについては兵士たるトルクには縁えん遠どおいものであるし、何よりも少女の姿を見た瞬間の衝しよう撃げきに、彼は半なかば惚ほうけていたと言っても過言ではない。

　だが、それを知ってか知らずにかダラスは言葉を続ける。

「分かるか？　トルク──おまえに与えられる任務とは『彼女』の側そばに居る事だ」

　いつの間にか背後に回っていたダラスがトルクの両肩に手を掛けて──押す。粋槽の中の少女に眼が釘くぎ付づけになっていた彼は、躓つまずきそうになりながらも二歩三歩と硝子の壁に近づいて、粋の中にたゆたう少女を見上げた。

　ダラスが『最高傑作』と評する少女は、やはり眠ったままだ。

　未だ困こん惑わくの抜けきらぬ──極めて珍しい事だが──表情で振り返ったトルクにダラスはにやりと笑って見せた。

「そうとも。おまえが今日から警けい護ごするのは『彼女』だ」

「自分が──」

　言い知れぬ感覚がトルクの内を過ぎる。

　その時──

「失礼します」

　トルク達の背後から声が掛かった。

　振り返るトルクとダラスの視線を受けて、一人の少年兵が敬礼する。

　こちらも年の頃はトルクと同じ位だろう。

　着ているものもトルクの衣い装しようと同じく蒼あおい──〈亡霊大隊〉で標準的に使われているものと同じ軍服であり、襟えり元もとに縫ぬい込まれた部隊章エンブレムも同じく『眼がん窩かの無い骸がい骨こつ』をモチーフとした〈亡霊大隊〉のものだ。

　ただトルクはこの少年兵を見た事が無かった。

　髪は艶つややかなカラスの濡ぬれ羽ば色。肌は血管が透すけて見えそうに白く、一見すれば少女かと見まがう程の端たん麗れいな容よう貌ぼうだが──眼の下に浮かぶ隈くまのせいか、あるいはその陰いん気きな表情のせいか、何処か病的で危あぶなげな印象を引きずっている。

「ギルクリスト伍長。参上しました」

「御ご苦く労ろう」

　手首に巻いた腕時計を一瞥べつしてダラスは頷いた。

「いつもながら時間に正確だな──ギル」

「はっ。恐きよう縮しゆくです」

　少年兵──ギルクリストは頭を垂たれた。

「トルク。彼はギルクリスト伍長だ。此処では私の補佐を任まかせている者だが──今回はおまえと共に『彼女』の警護任務に就つく。とりあえず分からない事が在れば彼に聞くといい。ギル、此処に慣れるまでの間、トルクの面めん倒どうを見てやってくれ」

「はい──准佐殿」

　一いち分ぶの[image: 隙]すきも無い硬質な声である。

　ギルクリストはトルクに歩み寄ると値ね踏ぶみするかの様な眼まな差ざしを向けてきた。

「ギルクリストだ。この施設の事はどこまで？　機密事項については？」

「トルクだ。強制収容所としか聞いていなかった。ディスパレイトの飼育や品種改良、それに『彼女』の事はついさっき知ったばかりだ。それ以上の事は何も」

　トルクは正直にそう答える。

　対して──ギルクリストは眼を細めて抉えぐり込む様な視線を送ってきた。そしてひどく抑よく揚ようを欠いた小声でぼそりと呟いてくる。

「准佐殿の弟君ともあろうモノが、随ずい分ぶんと無知じゃねぇか」

「………」

　トルクは無言で応じる以外に術すべを知らない。

　ダラスの弟という事でトルクにある種の先入観を持って接してくる人間は多い。ただしその多くは〈亡霊大隊〉の外部の人間……それも一般兵達だ。規格品として人形の様に感情を殺し、個性を殺す事を求められる軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド達に、中ちゆう途と半はん端ぱな矜恃プライドや、優ゆう越えつ感かん劣れつ等とう感の類たぐいは必要無い。

　その意味では、多分に人間的な反応を示すギルクリストは特とく異いな例とも言えた。

　むしろ人格的にダラスに近いのはトルクではなくギルクリストの方だろう。あるいはダラスの補佐をしている内に、彼の性格に影えい響きようを受けたのかもしれない。

「ギル。この施設についてかいつまんで説明をしてやれ」

「はい、准佐殿──しかしどのレベルまでを？」

「おまえと共同で任務に就く人間だ。おまえが知っている全すべてを話して構わん」

「分かりました」

　背筋を伸のばし直立不動でそう言うと、ギルクリストは再びトルクを振り向いて説明を始めた。

「この施設は表向き、過か激げきな反体制的行動を理由に逮たい捕ほされた人間を収しゆう監かんする施設という事になっている。実際に過去にはそうした反戦主義者や反政府組織の構成員が治安当局に逮捕された後、此処に送り込まれていた」

「…………」

　トルクは理解を示すべく無表情に頷いて先を促うながす。

　ギルクリストはわずかに口の端はしを歪ゆがめて言葉を続けた。

「だが彼等はもう居ない。居なくなった」

　それは何故と聞く程にトルクも愚おろかではない。

　消費され尽つくしたのだろう。

　その──『実験』とやらに使われて。

「此処はディスパレイト関係の研究を実じつ践せんする為の場所だ。だが研究が進むにつれて、実験に適した人材にはある種の偏かたよりが在る事が分かってきた。その細かい内容については俺も知らない。ただ──その『適性』は多分に遺伝的なものであるとされ、その遺伝的特性を持つと認められた民族が現在は此処に集められている」

「遺伝的……特性」

「──まあ概がい略りやくとしてはそんな所か」

　腕時計を一瞥してダラスは言った。

「実験内容については、トルク、おまえが知る必要は無い」

「…………」

　トルクは無言で頷いた。

　ダラスの言う通り実験内容についてトルクが知る必要は無い。この粋槽の中の少女を監かん視ししまた警護する事が彼の任務だというのなら、今の情報でも十分に過ぎる。細かい事はまた別に説明の機会が設けられる事だろう。

「顔合わせはこの程度で良かろう。そろそろ時間だ──実験棟とうに行くぞ、ギル」

「はっ」

「トルク。おまえはとりあえず『彼女』を監視していろ。私が戻ってくるまで片時も眼を離はなすな」

「了りよう解かいしました」

　トルクの返事に頷くとダラスは踵を返し、この部屋に二つ在る扉の内、トルク達が此処に来る際に使わなかった方を開いてその向こうの通路へと消えていく。恐らくはそちらが実験棟に通じているのだろう。一瞬、振り返ってトルクの方を鋭するどい眼で一瞥してから、ギルクリストも彼の後を追った。

　金属の軋きしむ音を立てながら扉が自動的に閉しまる。

　しばしそちらを眺ながめてから──トルクは粋槽の方に視線を戻した。

　硝子の向こうには変わらず、静かに浮いている少女の姿があった。

　まるでそれが世界の境目であるかの様に──硝子によって隔へだてられた先は濃のう密みつな水溶液と蒼あおい光に満たされ、別世界であるかの様にも見える。ひょっとしたらディスパレイト達が住む異世界とはこんな様子なのかもしれない。

　ゆらりゆらりと粋の動きに従って少女は緩ゆるやかに回転する。

　トルクは魅み入いられているかの様に、その場に立ちつくしたまま視線を注いだ。

　たとえ命令されずとも彼はこの少女を見つめていた事だろう。この液体の中で眠る少女を見ていると、不思議に胸の奥がざわめく。今まで感じた事の無い──自らの持つ知識では説明不能の感覚に、トルクは己おのれの心臓の上を知らず知らずの内に押さえていた。

　そして──

　………

「…………」

　どれ位の間そうしていただろうか。

　ただ少女の姿を硝子越しに見つめているだけの時間がゆるゆると過ぎて。

　くるりとまた少女が粋の中で回る。

　一体何度目だろうか。覚えていない。

「…………」

　長い金きん髪ぱつがふわりと流れて。

　白い顔がトルクの方を向いて。

　睫まつげが緩やかに震ふるえる。

　それは──兆きざしだった。

「…………あ」

　ゆっくりと開き始める瞼を見て……トルクは吐と息いきの様な声で喘あえいだ。







　　　第二章　忘れざる歌







「──綺き麗れいね」

　彼女の第一声はそれだった。

　少女は何処どこか緩ゆるんだ眼まな差ざしで硝子ガラス越ごしにトルクを見つめている。

　まるで宝石の様な透とう明めい感かんを備そなえた緑の瞳ひとみ。不思議な存在感を秘めるその双そう眸ぼうに見み据すえられて、トルクはしばし呼吸をも忘れた。

　まさか目覚めてからの第一声がそれだとは思ってもみなかった。

　いや……それ以前に、彼女が目覚め自分に向けて話し掛けてくるという状じよう況きようなど、彼は微み塵じんも想像していなかった。

　また少女が言う『綺麗』とは一体何を指しての事なのかも分からない。

　だからトルクはただ沈ちん黙もくするしかなかった。

　元より語ご彙いの豊富な方ではないし、必要の無い言葉を重ねて無意味に会話を繫つないだ経験も無い。トルクに限らず大抵の軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドとはそういうものだ。

　ただ困こん惑わくしてトルクが沈黙していると──彼女は重力を感じさせない動きでゆらりとトルクの立つ位置にまで降りてきた。粋すいの比重がどうなっているのかは分からないが、恐おそらくは人間のそれとほぼ同じなのだろう。望めば浮うかぶ事も沈しずむ事もできるという事だ。

「……あなたは誰？」

「自分──は」

　答えて良いものかどうか分からない。だが一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよを置いてから──トルクは素直に答えた。これなら彼女に言葉を返せると思ったからだ。

「トルク……」

　言ってから慌あわててトルクは付け加えた。

「東部方面軍第二師し団だん第三特務大隊──トルク・クラウ・エネミナン伍ご長ちよう」

「ふぅん……」

　分ぶ厚あつい硝子越しに少女の声が伝わってくる。

　あるいは彼女の声を拾うための仕し掛かけが何処かに在るのかもしれないが、トルクには詳くわしい事は分からない。とにかく粋槽タンク越しにも彼女の声は過か不ぶ足そく無なく彼に伝わってくる。

「何人も軍人は見たけど。そんなに綺麗な銀ぎん髪ぱつの人はいなかったわ」

「…………」

　話がまたトルクの知らない領りよう域いきに戻もどった。

　黙だまり込んでしまうトルクをわずかに首をかしげて見つめながら少女は言葉を続けた。

「いえ……一人居たけれど。でもあの人は……凄すごく嫌いやな感じがした」

「嫌な感じ……？」

「にやにや嫌らしく笑って。やけに大おお袈げ裟さな仕草で。そのくせ何処か──虚うつろで。ぞっとしたわ。あなたはそういうのが無いから……素直にその髪が『綺麗』って思える」

「…………」

　やはりトルクとしては黙り込むしかない。

　今まで自分の髪についてそんな評価を受けた記き憶おくは無い。髪の色に綺麗とか汚きたないとかの評価基準が在あるという発想そのものがトルクには無かった。

　喜ぶべきなのだろうか。感謝の言葉を返すべきなのだろうか。

　ディスパレイトを上手うまく操あやつれた事を上官が評価してくれた時の様に。

　そんな事をトルクが考えていると──

「──でも」

　少女は何処か疲つかれた様な口調で言った。

「あなたも軍人なのね……」

「…………」

　分からない。

　どう反応して良いのかさっぱり分からない。

　正直言ってトルクは途と方ほうに暮くれていた。こんな状況の対処法など教わっていない。訓練を受けていない。だが不思議とダラスを呼びに行くという考えが思い浮かばなかったのは、この状況を好ましく思う気持ちがトルクの何処かに在ったからかもしれなかった。

「軍人では……何かいけないのか？」

「…………」

　問われて……少女はきょとんとした表情を浮かべ瞬まばたきをした。

　トルクとしてはただ苦し紛まぎれに尋たずねただけの事だ。どうも少女は軍人に対して否定的な感情を持っているらしい──その程度の事はトルクにも分かる。だが理由も知らずにこの少女から一方的に嫌けん悪おされるのは、何か理り不ふ尽じんな気がした。せめて理由を知りたいと思ったのだ。

　だが──

「私は──テレス」

　何を思ったかふと少女はそんな風に名乗ってきた。

　翡ひ翠すい色いろの瞳が静かな圧力を孕はらんでトルクを見つめている。

「あなたは──誰だれ？」

「東部方面軍第二師団第三特務大隊──」

　同じ問いに今度は間かん髪はつ入れずトルクは答える。

　だが強い口調でテレスは彼の台詞せりふを遮さえぎってきた。

「そんな事が聞きたいんじゃないの」

「…………」

　そう言われては他に答える言葉をトルクは持たない。

　奇き妙みように重い沈黙が硝子越しに横たわる。

　やがて──黙ったまま気まずくも見つめ合う時間を締しめくくったのはテレスの方だった。

「どんなに綺麗な髪をしていても」

　テレスはため息をつく様に言った。

「どんなに綺麗な顔をしていても──あなたが軍人として名乗るなら聞きたくはないわ。軍人なんてみんな、血も涙なみだもない怪かい物ぶつだもの」

「…………」

　やはり何を求められているのか分からない。

　辛かろうじて分かる言葉を自分の中でしばし斟しん酌しやくしてからトルクは口を開いた。

「あくびをすれば涙は出る。身体からだの中から血が失われれば死ぬ。それは軍人でも同じで」

「……そういう意味で言ったんじゃないわ」

　肩かたの力を落としてテレスは呟つぶやいた。

　小さく首を振ふって──テレスは両手を伸ばして膝ひざを抱かかえる。華きや奢しやな少女の身体が水溶液の中でゆらりと揺ゆれながら浮かんだ。

「同じ年とし頃ごろだから話し相手になってくれるかなって……ちょっと期待したけど」

　膝に顔を埋うずめたまま少女は呟く。

「やっぱり軍人とは話が通じないんだわ。あなたも銃じゆうを持って戦場を這はい回るのがお似に合あいよ──」

「そうでもない」

　これは即そく答とうできた。

「負傷して本来の性能が発揮できなくなった兵士は部隊の足を引っ張る。今の自分は本来の性能が発揮できず、戦場では役に立たないと判断されたので、こちらに転属となった。故ゆえに自分に戦場が相応ふさわしいとは言えない」

「…………」

　膝から顔を上げたテレスはトルクをじっと見つめる。

　気け圧おされる様にわずかに身を反そらすトルク。だがテレスは再び視線を己おのれの爪つま先さきに向けて吐はき捨てる様に言った。

「……まるで自分が道具みたいな口ぶりね」

「道具だ」

　当然の事としてトルクはそう応じる。

　道具。兵器。軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドは誰しもその自覚を持っている。それは最初にたたき込まれる基本理念であるからだ。

　しかしテレスは信じられない言葉を聞いたとでも言う様に表情を歪ゆがめた。

「そういう言い方は──やめて」

　テレスが怒おこっている意味が分からずトルクはまた口を閉とざす。

「私の母様は私を生んだ時に死んでしまったわ」

「…………」

　また繫つながりの分からない会話になっている。

　だがそれは表面的な事なのかもしれない。トルクはとりあえず辛しん抱ぼう強づよくテレスの言葉を追いかける事に努つとめた。

「お産は──命を生み出すのは、それだけで凄すごく大変な事。母親は誰しも命がけで子供に自分の血肉を与あたえてこの世に送り出す。あなたのお母さんだってそう。なのにその子供が自分の事を、モノみたいに言ったら──報むくわれないわ。あなたのお母さんは何の為ために大変な思いをしてあなたをこの世に生み出したの？」

「……それは」

　トルクは素直に認めた。

「分からない」

「分からない？」

「何を思って自分の母親が自分を生んだのかは分からない。確かめる事もできない。自分は両親の名前も知らないし──それを調べる事は禁じられている」

「ちょっと待って……」

　テレスは表情を強こわ張ばらせて言った。

「あなたは……何を言っているの？」

「だから」

　トルクは淡たん々たんと言葉を続ける。

「自分に母親の思おも惑わくを知る術すべは無い。想像する事はできるが、確かめる術は無い。確認できない想像に意味は無いし──」

「あなた……ご両親は居ないの？　名前も知らないって──」

「自分は生後すぐに軍に引き取られた。軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドは全員そうだ。戸こ籍せきはそもそも存在しないか──しても抹まつ消しよう済ずみだ。だから両親の名を調べる事はできない。ただ兄と自分を続けて軍に納品した事を思えば、母親はきっと愛国精神から──」

「納品……!?」

　テレスは眼を丸くして絶ぜつ句くする。

「信じられない……納品、納品って何!?　人間を、子供を、自分の子供を、あなたの母親は軍に──売ったっていうの？」

「ああ。対価はそれなりに支し払はらわれると聞くから『売ばい却きやくした』とも言える」

「あなた……自分の事でしょう!?」

　悲鳴じみた声でテレスは言った。

「……？」

　トルクにはテレスが何を動どう揺ようしているのかが分からない。

　どうやら話が今一つ嚙かみ合っていないのは分かるのだが。

「…………あなたはずっと……軍で育ったの？」

　短い沈黙を挟はさんでからテレスは戸と惑まどう様な口調で尋たずねてきた。

「ああ。自分達、軍用基準性能調整児童は全員、軍が育成し教育する。より均質で高水準の性能を発揮できる様に、環かん境きようを揃そろえる必要が在る」

「…………」

　テレスは何か言いたげに何度か口を開いては閉とじて──結局は何も言わずに眼を伏ふせてしまった。己の膝ひざに顔を埋めて粋すいの中に浮かぶ少女は、ひどく頼たよりなげで、小さく見えた。

　そして──

「……ごめんなさい」

　呟つぶやく様なその言葉が自分に向けられたものなのだと、一瞬トルクは分からなかった。

　だが此こ処こには他に誰もいない。困った様に左右へと視線を走らせて、テレスの言葉を受け止めるべき人間が自分だけだと確認した後──トルクは眉み間けんに縦たて皺じわを刻きざんで尋たずねた。

「何故なぜ──謝罪を？」

「無神経な事を沢たく山さん、言ってしまったから」

　テレスは膝に顔を埋めたまま言った。

「あなたの顔が仮面みたいにぴくりともしないのは、軍人がみんな冷たい人だからだと思っていたの。でも──そうじゃないのね」

「軍人といえども体温は一いつ般ぱん人じんと大差無──」

「だからそういう意味じゃないの！」

　テレスが叫さけぶ様に言う。

　その声には話があくまで嚙み合わない事への苛いら立だちと共に、ある種の憐あわれみと哀かなしみが混じっていたのだが──トルクにはやはり分からない。

　それからしばらく沈黙の時間が流れた。

　やがて──

「……分かった」

　テレスは顔を上げる。

　ゆっくりと花が開く様に──その顔に柔やわらかな微び笑しようが浮かんだ。

「あなたは私達とは違ちがう。だからこそ私の思い込みで決めつけたら駄だ目めなんだわ」

「…………」

「だから──『出会い』をやり直しましょう」

「やり直す？」

「自じ己こ紹しよう介かいをやり直しましょう。さっきの出会い方は良くなかったわ」

「良くない？」

　出会いに良いも悪いも無い──トルクはそんな風に思っていたのだが。

　だがテレスは違う考えを持っているらしい。

「何故……？」

「あなたの事を軍人っていうだけで、詳くわしい事をろくに知りもせずに、私は嫌な事や失礼な事をいっぱい言ったわ。それは良くない事だもの。後で今日の事を思い出して後こう悔かいしたくないの。もう口にしてしまった言葉を無かった事にはできないけれど──せめて自分の納なつ得とくする形であなたと向き合いたいの。だから、良かったらもう一度『出会う』のに付き合ってくれない……？」

　少し上うわ目め遣づかいにそんな事を尋ねてくるテレス。

「…………」

　正直言って彼女の言っている事はよく分からないトルクであった。

　だが彼女の望みに付き合って何か殊こと更さらに不都合が在るとも思えない。ただ言葉を重ねるだけの事だろう。それで今後の対話が円えん滑かつに進むのならばむしろ都合が良い。

「私と同じ様に自己紹介してね」

「……分かった」

　黙って頷うなずくトルクを見て微笑ほほえみ──それから胸に手を当てたテレスは、深呼吸するようにゆっくりと肩を上下させた。

「私はテレス。よろしくね、トルク」

「……私はトルク。よろしくね、テレス」

　言ってから彼女と同じ様に最後に微笑した方が良いのだろうか──とトルクは悩なやむ。だが今までに意識して浮かべた事の無い表情を取り繕つくろうのは難むずかしく、ぎこちなく頰ほおと口元を痙けい攣れんさせただけに終わった。

　テレスはそんな彼を見て苦笑する。

「あなたは怪け我がをしたからここに来たのよね」

「そうだ」

「傷……痛くはないの？」

「痛い」

　傷を負えば治るまで痛い。当たり前の事だ。

　とりあえず貫かん通つう銃じゆ創うそうで、奇き跡せき的てきに内臓も傷つけられていなかったので、普ふ通つうに歩き回ったりする分には支し障しようは無い。無論、それでも身体を貫つらぬく穴あなが開いたのは事実なので、歩く度に痛みが走るし、激はげしい運動をすれば出血するだろう。

「何故──そんな事を？」

　尋ねるとテレスは硝子の向こうで呆あきれの表情を浮かべた。

「あなたが心配だからよ。痛いんでしょう」

「この程度の痛みなら、とりあえず戦せん闘とうにならない限り支障は無い」

　それ故に自分はこの警備任務に回された──トルクはそう理解している。

　しかし……

「だからそういう意味じゃなくて」

　テレスはため息をつくかの様に肩を落とした。

「傷ついたら痛いでしょう？　痛かったら辛つらいでしょう？　寂さびしくて、心細くて、誰かに助けて欲しいと思うのが当然でしょう？」

「…………」

「だから人は『痛い』と自分以外の誰かに言うのよ？」

「…………」

　なるほど──とトルクは思う。

　確かに痛みとは個人の感覚に帰き属ぞくするものだ。基本的にそれを誰かと共有する事はできない。だから『痛い』と訴うつたえる事そのものに意味は無い。訴えたところでそれを厳げん密みつな意味で理解しきれる者は居ないからだ。

　だが『痛い』と訴える事で人は他者からの手助けを得る事ができる。

　負傷したと告つげれば、衛生兵の救護を受けられるのと同じく。他者には理解しきれないと黙っていてはそれは得られない。自分はいつまでも痛みを抱かかえたままで、誰の助力も期待できない。

　その場合の不都合を『寂しい』とか『心細い』と評するのは分かる気がした。

「──トルク」

　テレスの細い指がこつこつと硝子を叩たたいた。

「ここに手を置いて」

　二人を隔へだてている冷たい硝子にトルクは手のひらを押しつける。

　するとテレスも向こう側から同じ様に手を押しつけてきた。

　不思議な気持ちでトルクが硝子を挟はさんで重なり合う手を見つめていると──眼を閉じたテレスが花弁の様な唇くちびるで何事かを囁ささやいてきた。

「あなたの痛みが日にち没ぼつへ還かえりますように……」

「……日没？」

　また意味が分からない。

　怪け訝げんの表情を浮かべるトルクにテレスは根気良く説明してくれた。

「これはお呪まじない。私の村に代々伝わる、痛みを和やわらげる為ためのお呪いよ。私はお医者ではないから、身体の痛みを取ってあげる事はできないし、お呪いで痛みが消えてしまう事なんて無いけれど」

　それでも──とテレスは言う。

「怪我をした子供達は、このお呪いで泣きやむ事も多いの。どうしてだと思う？」

　トルクはただ『分からない』と答えるしかない。

　するとテレスは得意げな笑みを浮かべて言ってきた。

「それは、このお呪いが、『あなたの痛みを私は心配していますよ』っていう気持ちを表してるからだと思うの。自分は一人でこの痛みに耐たえなくてもいいんだなって分かるから、子供は泣きやむのよ」

「…………」

　それは苦痛に対する根本的な解決にはなっていないのではないか──と言おうとして。

　トルクはその言葉を発する事無く胸の内に飲み込んだ。

　何故かは分からない。

　代わりに彼は思い浮かんだ感想を口にした。

「君は──変わっているな」

「あなた程じゃないと思うわ」

　テレスはそう言って微笑んだ。




　　　　●




　そうして──少年と少女は出会った。

　この事が互たがいにどういう意味を持ち、後にどの様な変化を自分達にもたらすのか、彼等は未まだ夢む想そうすらしていなかった。端はたから見ればそれは警備兵と虜りよ囚しゆうが少し身の上話をした程度の事でしかなく、周囲との関係性において言えば、二人の立場には微み塵じんの変化も無かったのだから……当然の事ではあった。

　しかし……




　　　　●




　机の上に置かれているのはそれぞれ数枚の書類と写真だった。

　写真に写っているのは金髪と翠眼の少女──テレス。

　そして書類の上には彼女の名と共に『〈女王レジヤイナ〉』という単語が頻ひん出しゆつしている。これを囲んで顔を付き合わせているのはいずれも白衣を着た男達であった。

「さて──実験体二四四四号だが」

「今警備に当たっているのは〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の兵士だ。二名」

「比ひ較かく的てきディスパレイト制せい御ぎよ能のう力りよくに秀ひいでた兵士だそうだね」

「片方は──ダラス准じゆん佐さの弟の」

「トルク伍長か」

「そう。ギルクリスト程ではない様だが──」

「ディスパレイトの同時制御数では〈亡霊大隊〉でも一、二を争うらしいな」

「優秀な〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉の様だね」

「まあ何にしても──しばらくは様子見だな」

「〈騎士キヤバレロ〉とは違うからな。より慎しん重ちように観察すべきだろう」

　白衣の男達は互いに顔を見合わせて頷いた。




　　　　●




　ハインズマン機関。

　アルメダ連れん邦ぽう国こくにおいてそれは一種の忌いみ名である。

　公式な書類上にはアルメダ陸軍の軍事技術研究所として登録されている。そしてその事に間ま違ちがいは無い。だがそれが全てでもない。実際──ハインズマン機関について調べようとしても公式書類の上で分かるのは、創立者であるジェルス・エン・ハインズマン准じゆん将しようの名とその設立年月日位のものである。

　本部所在地。予算規模。構成人員。関連施し設せつ。

　詳しよう細さい情じよう報ほうについては、いずれも書類の該がい当とう欄らんに『機密』の文字が記されているだけだ。

　存在は知られている。

　だが何処で誰が何をしているのかは──全すべて闇やみの中。

　ハインズマン機関というのはそういう組織である。自分達がハインズマン機関で働いているという事を自覚しない構成員達すら、居るのではないかと軍内部では囁ささやかれている。

　だからこそ何か軍の内部で黒い噂うわさが流れれば……そこには常にハインズマン機関の名が添そえられている。逆に言えば何か都合の悪い事は、全てハインズマン機関という名のゴミ箱へ捨てて『機密』という名の蓋ふたをしてしまえば良い──そんな風潮さえアルメダ陸軍の内部には在った。

　だが……

「──なるほど」

　黒い軍礼服を[image: 隙]すき無なく着こなした初老の男性は言った。

　彼の前には表紙に『特秘指令第六六七号計画・第三七次中間報告』という表題の他に『極秘コンフイデンシヤル』の文字が赤く記された書類が一ひと束たば置かれている。極きわめて物々しい印象の代物だが──その隣となりに置かれているのは血の様に紅あかい葡萄酒ワインが注がれた細いグラスだった。

「とりあえずは順調──という処ところか」

「はい」

　初老の男性に対して応じるのは青い軍礼服を着た銀髪の男である。

〈亡霊大隊〉指揮官──ダラス。

「ふふん。噂通りそこそこに有能だという事か」

「恐おそれ入ります」

「ブレナンド中佐の後を貴様が引き継つぐと決まった時にはどうなる事かと思ったが──」

　彼と初老の男性が居るのは豪ごう奢しやな応接間であった。

　分ぶ厚あつい絨じゆう毯たん。煌きらめくシャンデリア。革張りのソファ。大型の暖炉マントルピース。

　ここまではある意味で平へい凡ぼんとも言える。室内風景を構成する諸もろ々もろの品は、いずれも高価な代物である事は目め利ききが見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんながら──程度の差はあれど、それらそのものは何処の応接間にも在る品でしかない。言ってみればそれらは応接間の風景を構成する上で必ひつ須すの要素であって、この場の特とく徴ちようにはなり得ない。

　この部屋の特徴はむしろ壁かべに在った。

　正確にはそこに飾かざられている諸もろ々もろのものに。

　本来……絵画や剝はく製せいを飾るべきそこには、幾いくつもの勲くん章しようや、明らかに戦場で撮とったと思おぼしき大判写真が額がくに入れられて飾られていた。更さらに暖だん炉ろの上の壁には銃じゆう剣けん付きの軍用小銃が──やや型式は古いものだが──数すう挺ちよう。

　明らかに此処は軍人の所有する応接間だった。

　しかも……

「ディスパレイトに関してはむしろ私の方が専門家です」

　己の額を指先で叩たたいて見せながらダラスは言った。

「事実……ディスパレイトの品種改良実験の速度は私が就しゆう任にんしてから五倍になりました」

「その分、強ごう引いんなやり方のせいで失敗作も数多く出ていると聞くが？」

「最終的な成果以外の数字にさしたる意味は無いでしょう」

　ダラスは肩かたを竦すくめて見せた。

「戦争は勝ったか負けたかだ。過程にさしたる意味など無い──違いますか？」

　言いながらダラスはちらりと壁に飾られた写真に眼を向ける。

　その写真の中では──数名の軍人が敵てき兵へいらしい死体の山の上で肩を組んで笑っていた。その内の一人は、ダラスの前に座っている初老の男の面おも影かげが色いろ濃こい。そして写真の中のその男は楽しげに敵兵の首を、髪の毛を摑つかんで片手にぶら下げている。

　尋じん常じような神経の人間ならば眉まゆを顰ひそめずにはおれぬ写真だ。

　勿もち論ろん、戦場では誰もが正気ではいられない。人間の精神は容易たやすく環かん境きように染そまる。その意味ではどんな人間であれ、同様の行こう為いに走る可能性は在る。

　だが。

　その様子を写した写真を、誇ほこらしげに額へと入れて応接間に飾る──それだけでこの初老の心の中がどういう色をしているのかが、大まかにだが分かる。

「勿もち論ろんその通り。その通りだとも」

　満足げに老兵は笑った。

「背中から刺さして殺そうが、砲ほう撃げきで正面から吹ふっ飛ばそうが、結果は同じだ。それが兵隊だろうが民間人だろうが、敵性であるならば、やはりどちらの死体にも差は無い。正しき戦争？　善き殺人？　くだらん。まったくもってくだらん」

「同感です」

　ダラスは頷うなずいて見せた。

「何にせよ──〈騎士キヤバレロ〉計画の方はそろそろ仕上げに入ります。近日中に成果をお見せする事もできるでしょう」

「〈騎士〉だけ居ても我々の描えがいた理想には遠い」

　初老の男は葡萄酒のグラスに手を伸ばしつつ言った。

「勿論です」

「〈女王レジヤイナ〉の方はどうなっている？」

　紅い液体を嚥えん下かしながら初老の男は尋たずねる。

　その様子は──まるで血を啜すすっている様にも見えた。

「こちらは──量産が利ききませんので」

　とダラス。

「そもそも適性者の条件がより厳きびしいのであったな」

「はい。現在──一名だけ実験体が問題無く生き延びておりますが。この実験体から詳細な記録が得られれば、突とつ破ぱ口こうも見えるのではないかと」

「よろしい。近々視察に行こう」

「お待ちしております」

　深々と──何処か芝しば居い掛がかった仕草でダラスは一礼した。




　　　　●




「え……？　じゃあトルクとあの銀髪の軍人って本当の兄きよう弟だいなの？」

　水溶液の中で眼を瞬まばたかせてテレスは言った。

　似にていると──同じ銀髪であると指摘したのは彼女自身だ。だがまさか本当にトルクとダラスが血の繫つながった兄弟だとは思ってもみなかったらしい。

「──ああ」

　トルクは頷いた。

「似ていない兄弟とは言われるけれど」

　テレスとの出会いから一週間。

　トルクとギルクリストは交代でテレスの相手をしていた。

　彼等の任務はテレスの警けい護ごだ。ただしあくまでそれは名目上の事で──任務の目的は実験体たる彼女の状態を観察する事にある様だった。二十四時間を三等分し、トルク、ギルクリスト、そして研究員の三交代制でテレスの状態を記録する。もっとも研究員達の時間は主に積極的な各種検査に回される様だったが。

　トルクとしては観察をするなら実験の全容を把は握あくした専門家がするべきではないかと疑問を持たないでもなかったが……軍人である彼には正当事由も無く任務を拒きよ絶ぜつする権利は無い。ただその疑問は当然生じると思ったのだろう──研究者達はダラスと共に簡単な説明をしてくれた。

　テレスの実験は既すでに後半に──彼女に対して施ほどこされた『処置』が最終的にどの様な結果に至るのかを観察する段階ステージに達している。故に先入観無く、事実を事実として記録する人間が必要なのだという。

　研究者はどうしても自分の研究の結実を望む。故に何の意味も無い事実を結びつけて、自分の希望混じりの結論を導みちびき出してしまう事も少なくないのだそうだ。

　その意味でトルクはこの実験に何の思い入れも無い。

　彼は観察者としては適てき任にんなのだという。

　また……現在このレガウス収容所では他にも幾いくつかの実験を並へい列れつで行っており、テレスだけに研究者を何人も張り付かせている余よ裕ゆうは無いのだそうだ。

　勿論、トルクやギルクリストに研究員の様な専門知識は無い。故ゆえに観察といってもトルクとギルクリストに求められる作業は、彼女の様子を──会話は録音装そう置ちに任せて──逐ちく一いち記録する事だけだった。

　そういう訳で二人の少年兵は命令に従い、ノートを持ち込み、意味があるのか無いのかさえ彼等自身には判然としない記録をとり続ける事になった訳だが……

「本当に似てないわね」

　とテレスは笑う。

「ダラス准佐が変わってるんだ」

　トルクは言う。

　軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドの中では明らかにダラス准佐は異例の存在だ。

　むしろ基本形スタンダードはトルクである。

「そうなの？　でももう一人の……ええと……ギルクリストもそうなのよね？」

「そうだね」

「彼もトルクとは随ずい分ぶん雰ふん囲い気き違うけれど」

「彼も……どちらかといえば少数派かな」

　トルクは言った。

　交代制でテレスの部屋に詰つめている以上、テレスはギルクリストともトルクと同じだけの時間を過ごしている事になる。だがテレスにとってトルクとギルクリストでは随分と印象に差が在る様だった。

　どうもテレスの話によると、ギルクリストは部屋の中でテレスと向かい合っていてもろくに会話が成り立たないらしい。彼から話し掛けてくる事はほぼ皆かい無む──テレスから話し掛けても無視される事の方が多いのだという。

　これは少々意外だった。

　彼からすればギルクリストはむしろ饒じよう舌ぜつな印象すら在ったからだ。もっともこれはあくまでトルクから見ての事であって──世間一般の人間からすれば、やはりギルクリストは寡か黙もくな部類に入るのだろうが。

　それともギルクリストが饒舌なのはトルクに対してだけなのか。

　彼にあまり良く思われていないらしい、という自覚は在るのだが……

「軍人にもいろいろ居るのね」

　テレスはそう言って苦笑する。

　そんな彼女を見つめつつ──

「そうだね」

　ほんのわずかだが驚おどろきを以てトルクは頷いた。

　確かに『軍人』という言葉で一ひと括くくりにしてしまうと色々な誤解が生じる。

　あくまで一つの言葉は一つの総合的な概がい念ねんを示しているだけで、常に例外は生じ得るものだ。そんな事は少し考えれば分かる事ではあった。軍人でも確かに色々な者が居る。ならばそれ以外の概念でも同じではないのか。

　例えば『敵』。

　例えば『死』。

　例えば『命』。

　例えば──……

　今までトルクは、多くの物事を概括的な単語で括って理解した積もりになっていた。確かに概括的な単語でまとめてしまえば理解はし易やすい。いちいち膨ぼう大だいな可能性を前にして途と方ほうに暮くれなくてもすむ。『これはこういうものだ』と一いつ括かつして考えてしまえば、あとは何も考えずに対応する事が出来る。

　だがよく考えれば、それは事実から眼を背そむける結果になっていたのではないか……？

　だからこんな単純な事にさえ今まで気づく事ができなかった。

「──トルク。トルク。どうしたの？」

　いつの間にか考え込んでしまっていたらしい。

　テレスに呼びかけられてようやく彼は我に返った。

「何か私──気に障さわる事を言った？」

「いや。そんな事はない」

　そう。本当にそんな事は無い。

　むしろ──テレスとの会話は非常に興味深い。

　曖あい昧まいな物言いが多くて戸と惑まどう事も多いが、その戸惑いですらもが新しん鮮せんな驚きを幾いくつもトルクに提供してくれる。もう少しトルクが叙じよ情じよ的うてきな感性を育てていたならば、単純にその感覚を『楽しい』と表したかもしれない。だが彼は、自分にそんな曖昧な単語で示される感覚が備そなわっている事さえ、知らなかったのだ。

　だから──

「大だい丈じよう夫ぶだ。君に対して不快感を覚えた訳ではない」

　そんな持って回った言い方しか彼はできないのだった。
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「見ろよ──お貴族様がお帰りになるぜ」

　不ふ機き嫌げんそうな声でギルクリストが言う。

　ただし彼の機嫌が悪いのはいつもの事なので、それは程度問題でしかない。ダラスと会話している時以外は──少なくともトルクが知る限りギルクリストという少年兵は常時そんな調子だった。軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドとしては極きわめて珍めずらしい部類に入る。

　それはさておき。

「…………」

　ギルクリストの隣となりに並ならんで二階の窓から外へと眼を向けたトルクは──施設正門の付近に数名の男達の姿を見た。

　いずれも襟えりに付いた階級章は佐官のものだ。そして黒い軍礼服と軍ぐん帽ぼうは連邦国大統領直属の親衛隊にのみ許された衣い装しようである。

　確かにトルク達の様な末まつ端たんに属ぞくする兵士からすれば、彼等は貴族と言えた。単に生活水準が高いという意味だけではなく──まず泥どろにまみれる事が無いという意味で。

　親衛隊の男達が乗り込むのは黒塗りの高級乗用車リムジンである。

　これも彼等独特ではあった。軍人の移動と言えば、無骨な軍用車両が──不整地走行を前提とした四輪駆動車ジープや半軌道走行車ハーフトラツクが基本だが、彼等は何処へでも優ゆう雅がな高級乗用車で乗り付ける。道路事情の整備された都市部以外に出かける事が殆ほとんど無いからだろう。

「視察は終わったみたいだな」

　彼等の乗った高級乗用車が門をくぐり、高い灰はい色いろの塀へいの向こう側に消えてゆくのを見送ってから──トルクは呟つぶやく様に言った。

「奴やつらが来る度に施設の連中がぴりぴりしやがる。うざったくてしょうがねえ」

「緊張するのは当然だろう」

　前述の通り──親衛隊は大統領の直属だ。

　つまりはこの国の最高権力者に最も近い場所に居る。それはつまり大統領にも強い影えい響きよう力りよくを持っているという意味である。

　事実、彼等の権限は大きく、時には大統領の代行として采さい配はいを振ふるう事さえ在った。末まつ端たんの兵士や研究者など、気分一つで最前線に飛ばしたり軍刑務所に放り込む事だってできる。組織とは一見無意味にも思える手続きの積み重ねによって、その公明さを維い持じされるものだが──今のこの国ではそれがきちんと機能しているとは考えにくい。

「そろそろ行くぜ──トルク」

　振り返ってギルクリストがそう言ってくる。

　元々今は──研究員達がテレスの脈みやく拍はくや血圧を測はかっている時間を利用して、ギルクリストに施設内を案内してもらう予定だったのだ。だが突とつ然ぜんやってきた親衛隊の視察のせいでトルク達はこの休きゆう憩けい室しつで待機を余よ儀ぎなくされていた訳である。

「この施設は広いんだ。もたもたしてたら時間内に回り切れねぇ」

「ああ……」

　頷いてギルクリストの後を追うトルク。

　その瞬間に──ふと腹の傷がずきりと痛んだ。

　それ自体は珍しい事ではない。腹部は人体の中心だ。姿勢を変えたり動き始めたりすると必ず一定の力がそこに掛かり──痛みが走る。上半身をひねったせいか、今度の痛みは特に重く、ついトルクは踏ふん張り切れずに足をもつれさせた。

　よろめいたトルクは咄とつ嗟さに手を伸のばして何かに摑つかまろうとする。

　それは殆ほとんど無意識の動作だ。

　そしてたまたま近くに在ったのはギルクリストの肩だった。

　だが──

「──ッ！」

　トルクがギルクリストの肩に手を掛けた直後。

　表情を不快げに歪ゆがめたギルクリストは、己おのれの肩に摑まるトルクの手を叩いて払った。

　それは汚よごれを払はらうかの如ごとき容よう赦しや無ない手つきであったが……一瞬の間に姿勢を立て直していたトルクは、辛かろうじて転てん倒とうを免まぬがれてその場に踏み留とどまった。

　ギルクリストはまるで射い殺ころそうとするかの如き眼でトルクを睨にらむ。

「触さわんじゃねえよ」

　吐はき捨てる様な口調だった。
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「ダラス准佐の弟だからって、誰もがおまえに優しくしてくれると思ったら大間違いだ」

「…………分かった」

　頷くトルク。

　実際には、ダラス准佐の実の弟という立場がトルクにとって有利に働いた事など殆ほとんど無いのだが、それをギルクリストに言っても詮せん無ない事だろう。〈亡霊大隊〉内部では珍しい事だが……全体的に見れば、こうした思い込みを抱かかえて接してくる者は数多く、トルクとしては相手の誤解を解とく事を諦あきらめて久しい。

　トルクは無言でギルクリストの背中を追って歩く。

　彼が怪我人だという事はギルクリストも知っている筈はずだが、歩調を緩ゆるめる事も無くこの黒髪の少年兵は、すたすたと施設の中を進んでいった。

　レガウス強制収容所。

　此処は既に強制収容所とは名ばかりの非公開実験施設となっている。

　元々は確かに強制収容所として機能していたのだが、後にハインズマン機関が主導する非公開実験にこの施設の収容者を使い始めてから、その実態は次第に軍事機密研究機関のそれへと置き換かえられていった様だった。それでも施設の名が変わっていないのは、それが非公開実験──世論や他国の倫りん理り的てきな追及をかわす為だ。

　何にしても……元々は単なる収容所としての施設しか存在しなかったこのレガウス収容所の敷しき地ち内には、次々と新しい施設が増築される事となった。その結果として収容所内の構造は複雑に入り組まざるを得ないのだ。

「この前にも言ったが」

　長い通路を歩きながらギルクリストが言った。

「この施設はディスパレイトを軍事利用する研究を行う為に作られた。強制収容所なんてのは表向きで、結局は研究所となんら変わらねぇ」

　中庭に面している窓の外をギルクリストは指さす。

　そこに見えるのは建物と建物の『[image: 隙]すき間ま』だった。

　周囲にはコンクリートの地じ肌はだを剝むき出しにした直方体──建物が幾つも並んでいる。そしてそれらの間にぽっかりと四角く開いた空間ができあがっているのだ。

　ギルクリストはそこを指して『中庭』と表した。

　だがその言葉からもたらされる印象と目の前の実情は、あまりにかけ離はなれている。

　植しよく栽さいも何もない中庭は、踏み固められた土が一面に広がって黄土色をしていた。そして何の為のものなのか──百平方メートルはあろうかという中庭を真っ二つに分断する形で金かな網あみの仕切りが張られている。

　あるいは怪け訝げんの表情が顔に出ていたのかもしれない。

　皮肉げな笑みを浮かべながらギルクリストが追加的に説明をしてきた。

「ああ……あれは実験体の重要度によって解放される場所が決まってんだよ」

「……？」

「病気の奴やつを実験に使ってもしょうがねえだろ。だから適度に外に連れ出して運動もさせなきゃならない。だが異なる実験の被ひ験けん体たいが混じっちまったら、ややこしくなる。正確な記録データを採とる為には、きちんとした隔かく離りが必要なんだとさ」

　言ってギルクリストは更に先を急ぐ。

　そして──

　半時間後には、かなり大おお雑ざつ把ぱではあるが彼はトルクを連れて強制収容所の施設を回り、一通りの説明を終えていた。

　強制収容所を形成している建物は全部で二十八棟とう。

　うち十五棟は収容者を入れておく為の収しゆう監かん棟で、その隣には倉庫棟と研究棟がそれぞれ三棟と五棟並んでいる。トルクが初日にダラスに連れられて入ったのは──テレスが居るのも、この研究棟の一つである。そして研究棟の向こうには、実験棟と呼ばれる一際大きな建物が三つと、兵へい舎しや棟が一つ並んでいた。

　これらの建物がいびつな円を描く様にして敷地内に存在する。

　円の内側がつまり先程の『中庭』という事になる。

　更に──

「コンクリート製の、高さ七メートルの塀へいでこの強制収容所はぐるりと囲まれてる。更にこの塀の向こうには逃とう亡ぼう防止の為に有ゆう刺し鉄線が張り巡めぐらされてる。こいつには六千ボルトの電流が流れてるからな──近づいても触さわるなよ。とっとと機能停止してぇってんだったら止めねぇけどな」

「遠えん慮りよする」

　トルクは淡たん々たんとした口調で言った。

「自己破は壊かいの願望は無い」

「ディスパレイトの飼育研究施設は飛ばすぞ」

　ギルクリストが言っているのは先日トルクが見た鉄てつ棚だなの列の事だ。

　あの倉庫の様な建物の中で、大量のディスパレイトが飼育され、繁はん殖しよくさせられ、そして品種改良されている。テレスの居る特別室はその端はしに隣りん接せつする形で設もうけられている為、通り過ぎるだけだが、むしろトルク達には兵舎棟の次に馴な染じみの場所とも言えた。

「で──こっからが実験棟な訳だが」

　一際大きな建物の前に来てギルクリストは足を止めた。

「三つある実験棟の内……この第三実験棟はちと特別だ」

「……？」

「まあ自分テメエの眼で確認しな」

　奇妙に勿もつ体たいをつけた言い方だった。

　ギルクリストは再び歩き出し、第三実験棟の中に入っていく。

　人が三人並んで歩くのがやっとだろう幅はばの、長い廊ろう下か。四方をコンクリートで覆おおわれた道は光量が少なく、周りの壁かべが迫せまってきそうな息苦しさに満ちている。

　異様な空間だった。

　ここには窓一つ無い。

　扉とびらもその多くが気密性の高い二重構造になっている。

　まるで──音や光が外に漏もれる事を徹てつ底てい的てきに嫌きらうかの如く。

「ここは……？」

「素す敵てきな場所だろう？」

　若じやつ干かんの戸と惑まどいを示すトルクに対し、嘲あざ笑わらう様に言ってギルクリストは構わず進んでいく。

　やがて──二人は廊下の突き当たりに至った。

　見張りの兵士が二人立っている。彼等の間の見るからに頑がん丈じようそうな鉄製の扉がトルク達を待ち構えていた。

　自分達が特秘指令第六六七号を受けて行動している事を告げ、略式の敬礼を済すませたギルクリストとトルクは扉を開けてくぐる。

　途と端たん──

「ひぎいいいいいいいあああああああああああああああああああああッ!!」

　絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　さすがに驚いてトルクは足を止める。

　そこは広場になっていた。

　大まかには直径五十メートル余りの円形。天てん井じようも高く五メートルは在るだろう。その気になれば格かく闘とう訓練や射しや撃げき訓練もできそうな空間の広さであった。

　そしてその真ん中に声の主は吊つるされていた。

　一人の中年男性が縛しばられた上、太い鎖くさりで天井からぶら下げられているのだ。絶叫している事からも分かる通り、その男は明らかに恐きよう慌こう状じよう態たいに在り、辛うじて自由になる首を振りながら延えん々えんと喚わめき散らしていた。

「死にたくない死にたくない嫌だ止めてくれその化け物をこっちに向けるな許して向けないで死にたくないゆるしてくれおねがいだタノムイヤダオレハマダ──」

　男の口から漏もれるのは……もう言葉というより単純な音になりつつあった。

　既すでにその訴うつたえに意味など無い。何度となく繰くり返され繰り返され、本来の意味が喪うしなわれてもなお唱え続けられる呪じゆ文もんの様なものだった。男も自分の懇こん願がんが聞き入れられないのはきっと分かっているのだろう。目の前の事実を否定する為だけに紡つむぎ出されるそれは、もう慟どう哭こくや嗚お咽えつと何ら変わりない。

　そして壁かべ際ぎわには五人の兵士が立っている。

　彼等の肩にはトルクも見慣れた『眼がん窩か無なき骸がい骨こつ』の紋もん章しよう──〈亡霊大隊〉の部隊章が縫ぬい付けられていた。彼等の肩かた口ぐちに一匹ぴきずつふわふわと浮いているディスパレイトの姿もそれを裏打ちする。

「──おお。来たか」

　兵士達の前に立っていた男が振り返る。

　銀髪の佐官──ダラスである。

　彼はトルクとギルクリストの姿を認めて笑みを浮かべた。

「トルク。ギルクリスト」

「はっ──」

ギルクリストが素早く敬礼で応じる。

　トルクは──異常な状じよう況きように戸惑い、わずかながら敬礼が遅おくれた

　だがダラスは特に気にした様子も無く、白い手て袋ぶくろに包まれた手をひらひらと振って口の端はしを更につり上げて見せた。

「此処は、この施設において営々と行われてきた努力の、結実する処だ」

　ダラスは歌う様に言った。

「よく見ておけ──トルク」

「……？」

「此処は──」

　続く説明は傍かたわらのギルクリストから来た。

「ディスパレイトの性能を見るための部屋だ」

「…………」

「表向きは強制収容所だからな、外で大っぴらにディスパレイトの力を使うわけにはいかない。それぞれの個体にどんな能力があるのか、どれだけの威い力りよくがあるのか、新型の制せい御ぎよ端たん子しを埋うめ込んだ実験体は、手足を使わずどこまで異生物に命令が出来るのか……研究者達が実戦的な検証実験を行う為の場所だ──見ろ」

　指さされた方向へとトルクの視線は向かう。

　そこには分ぶ厚あつい硝子ガラスで仕切られた空間があり──十脚きやく余りの椅い子すが並べられていた。

「強化硝子で保護された見物席だ。あそこは研究棟に繫つながっていて、研究者や施設を視察に来たお偉えら方がたが出入りする。完成した『兵器』の簡単なお披露目デモンストレーシヨンも此処で行われる。まあ──『こういう事』に使われる方が圧倒的に多いけどな」

　ギルクリストが中央で吊つるされている男に向けて顎あごをしゃくる。

　よく見れば──天井付近には泣き叫ぶ男とは別に、数名の男達が鎖くさりで吊り下げられていた。恐らく何処かで機械を操作すれば、彼等も先の男と同様の高さにまで降ろされる仕掛けになっているのだろう。

「これは……」

　トルクが『こういう事』の意味を悟さとるよりも早く、兵士の一人が手にした書類を朗ろう々ろうと読み上げた。

「処理番号０３５２。陸軍法規第十七条二項違い反はん。収容者の脱だつ走そうを手引きした罪によりニール・ホルク・デレメス兵長を施設内処分とする」

「……なんだって？」

　思わずトルクは声を漏もらしていた。

　通常ならば軍規に違反した者は先ず軍法会議に掛けられる。少なくともこんな場所で天井からぶら下げられる事は無い。

「デレメス兵長」

　天井から吊り下げられた男を振り返りダラスは明るい声で言った。

　トルク達から見ると後ろ姿しか見えないが──その顔に笑顔が浮かんでいるであろう事は声の調子から容よう易いに想像できた。

「残念だよ。実に残念だ。君の大だい胆たんで勇気ある行動は尊敬に値する」

　ダラスは芝居がかった仕草で両手を広げる。

「だがこの施設に君の様な人道主義者は無用だ。安易な倫りん理り道どう徳とくを信しん奉ぽうするのならば、そもそも君は軍に入るべきではなかったな」

　言ってダラスはぱちんと指を鳴らした。

　途と端たん──

　空中に浮いていたディスパレイト達が動きを揃そろえて一いつ斉せいに舞まう。

〈亡霊大隊〉の隊員達が何かを命じたのだろう。

　次の瞬間、デレメスと呼ばれた男はねじれた。

　デレメスの回りの風景が一瞬、筒つつ状じようの歪ゆがみを見せた事を思えば──何か相そう互ご反転する渦うず状じようの力がデレメスの身体に加えられたのだろう。回転方向が反対の渦に上半身と下半身をそれぞれ突っ込まれたかの様に。

　べきりべきりと骨の砕くだける音と共にこれまで以上の激はげしさで絶ぜつ叫きようが迸ほとばしる。

　死の痙けい攣れんさえ許されぬままにデレメスの身体は絞しぼられる雑ぞう巾きんの如く螺ら旋せん状じようにねじれていく。あり得ない程に回転した肩が、首が、腰が、膝ひざが、更さらに容よう赦しや無なく回転を強しいられ、限界を超えた皮ひ膚ふが裂さけ、全身から──傷口は勿もち論ろん、眼や口や鼻や耳や、そして恐おそらくは肛こう門もんからも──大量の血を噴ふき出しながら哀あわれな兵士は絶命した。

「ひいいいいいいいいいいいッ!?」

　天井付近に吊るされている男達が悲鳴を上げる。

　だが勿論──デレメスの処刑は一連の作業の始まりに過ぎなかった。

「処理番号０３５３。陸軍法規第六条違反。脱走を計はかった罪によりデビット・ピッケ・クライトン二等兵を施設内処分とする。処理番号０３５４。第八二号実験に対して異を唱となえ、施設内の風紀を乱した。危険分子と見なし研究者ムーア・ケルディンを施設内処分とする。処理番号０３５５──」

　次々と事務的に読み上げられる罪状。

　天井から吊されていた男達が一人ずつきりきりと鎖くさりの音と共に中程まで降ろされてくる。

　彼等に向けてダラスは、ぱん──と一度鋭するどく手を鳴らしてから、楽団の指揮者の如き外け連れん味みたっぷりの動きで両手を振った。

「腰こし抜ぬけに用はない。ディスパレイトを前にして寝ね言ごとをほざく博はく愛あい主しゆ義ぎ者しやは、その後ご生しよう大事に抱かかえた愛故ゆえに消え去るがいい。君たちは罪人ではない。敗北者だ。早々にこの世から撤てつ退たいしたまえ──」

　高々と掲かかげられた指先が振り下ろされる。

「全員──死し刑けいッ！」

　絶叫と。怒号と。そして肉が裂さけ骨が砕くだけ血が噴ふく音がコンクリートに囲まれた空間の中を幾いく重えにも跳はね回った。恐らく尋じん常じような神経の人間がこの場に居合わせたなら、生しよう涯がい耳にこびりついて消えぬその響ひびきに悩なやまされた事だろう。

　大量の血がコンクリートの床ゆかに落ちて跳ねる。

　やがて──

「おい──トルク」

　呆ぼう然ぜんとその光景を見ていたトルクは、ギルクリストの声で我に返った。

　眼を瞬まばたかせて見れば──既すでに殺された者達は床に降ろされ、ディスパレイトを操っていた兵士達が屍しぶ袋くろに彼等の遺体を納めている処だった。

　既すでにダラスの姿は無い。

　用が済んだので恐らく早々に立ち去ってしまったのだろう。あるいはトルクやギルクリストに一声掛けたのかもしれないが……まるでトルクは気づいていなかった。

「ぼーっとしてんじゃねえよ。死体なんか別に珍めずらしかねえだろが」

　それはその通りだ。

　この間の戦場でも死体は数え切れない位に見た。いや──それ以前にも、実戦さながらの訓練で死んでいった兵士は何人も居た。トルクの日常において人の死は特に珍しいものでも異質なものでもない。

　だが……

「とっとと次へ行くぞ。予定が狂くるうと苛いら々いらするんだよ、俺おれは」

「今のは……何だ？」

「見て分からねえのかよ？」

　苛いら立だった様子でギルクリストは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「少しは自分の頭で考えろ。この施設は非公式だって耳が腐くさるほど聞かせてんだろうが。ここで起こる事は闇やみから闇だ。お前も見ただろう──視察に来た奴やつらを。大統領直属の親衛隊の連中も承知の上なんだよ。これは」

「いや……そうじゃない」

　トルクを首を振った。

「自分が言っているのは……どうしてこんな……」

「こんな……なんだ？」

「…………」

　トルクは言葉に詰つまった。

　自分の感想を示す適切な単語が見つからない。

　理り不ふ尽じん？　非常識？

　近いがどちらも違う気がする。

　今いま更さら……人間が死ぬ事に感かん慨がいを覚える様なトルクではない。

　それはむしろトルク達の仕事だ。

　戦場で敵を殺す事。そして国家の為に死ぬ事。

　それに疑問を覚える様では兵士など勤つとまらない。だからこそ軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドは徹てつ底ていしてその事を先まず叩たたき込まれる。死とはごく有り触れたものであり当然のものであると。それは半ば本能と化してトルク達の中に在る。

　しかし……

（……ああ）

　ようやくトルクは思い至って胸の内で頷うなずいた。

『残ざん酷こく』──そう。残酷だ。

　目の前の処刑をトルクは残酷だと感じたのである。

（今まで考えてもみなかった……）

　死の種類など。

　死は死であってそれ以外の何物でもない。

　それは絶対的に不ふ可か逆ぎやくな現象である以上、そこに意味が在ろうと無かろうと事実は何も変わらない。喜ぼうと悲しもうと死の事実そのものに変化は無い。ただ厳げん然ぜんたる事実としてのみそれは存在する。だから常に死は如何いかなる場合にも等価であり──ただ単に存在の断だん絶ぜつ、それ以上でもそれ以下でも無い。

　トルクはそう考えていた。

　それはつまり死の裏返しである生にとっても同じだと言える。

　生きている事は現象でしかない。

　だからそれに意味など無い──

（…………本当に？）

「おい──おい！」

　ギルクリストに肩を小こ突づかれてトルクはようやく我に返った。

「惚ぼけるのも大たい概がいにしやがれ。置いてくぞ」

「あ……ああ。すまない」

　苛いら立だたしげに歩き始めたギルクリストの後を追いトルクも歩き出す。

　恐らく他者から見ればそれはいつものトルクであったろう。

　端たん整せいだが無表情な銀髪の少年兵士。

　兵器として生み出され調整された人間。

　だが……

（……本当に？）

　何かがトルクの中で変わり始めていた。




　　　　●




　施設の中を一通り見て回った後──トルクはテレスの部屋に戻った。

「…………」

　トルクは無言で硝子ガラスの向こうの少女を見つめる。

　テレスはやはり自身が泡あわの様にぷかりぷかりと粋槽タンクの中で浮ふ遊ゆうしている。その眼は緩ゆるく閉とじられているが、中の粋すいが循じゆん環かんしているせいか、髪や四し肢しが緩やかに動いているので、眠っているのかどうか今ひとつ判別しにくい。

　トルクはしばし少女の姿を凝ぎよう視しした。

　あの『残ざん酷こく』という言葉。

　いかにもテレスが言いそうな言葉だと──トルクは思った。

　トルクから見れば、テレスは曖あい昧まいで根こん拠きよも定かでない様な叙じよ情じよう的てき表現をよく使う。今まで思ってもみなかった考えが自分の中に芽生えたのだとしたら、それはこのテレスとの会話の影響ではないのか──そんな風にトルクは考えたのだ。

「……テレス」

　しばらく彼女の姿を見つめていて気づいた事が在る。

　彼女の左腕、肘ひじ関かん節せつの内側に……その白い肌にはあまりにも不ふ似に合あいな、どす黒い青あお痣あざが在る。小さいがそれは他に染しみ一つ無い腕の上ではよく目立った。恐らくは注射の痕あとなのだろう。

　そう。彼女も人体実験を受けてきた結果として此処に居るのだ。

　勿論最初から分かっていた事ではあるが……その事実に対して今までトルクは特に感かん慨がいを持っていなかった。残酷だとか。悲ひ惨さんだとか。そういった感想そのものが今までのトルクには辞書上の単語でしかなかった。現実に残酷で悲惨な事象を見せられても……それと認識できなかったのだ。

　だが──

（……あれは……）

　トルクの脳裏を処刑された男達の絶叫が過よぎる。

　辛つらいから人は泣き叫ぶ。

　確かそんな様な事をテレスは言っていた。

「……テレス。寝ているのか？」

　起こそうと思った訳ではない。

　寝ているのなら起きるまで待てばいい。単に彼女の意識の有無を確かめる為の……眠りを乱さぬ様に、ごくごく小さく抑おさえられた声での問い掛けだった。

　答えは無い。

　やはり寝ているのか。トルクはとりあえず記録だけは採ろうと、ノートを手にし、時間を確認すべく腕時計に視線を落とす。

　その時──

「………私は起きている。だけど眠っている」

　不思議な響きを帯びた声だった。

　はっとしてトルクはテレスの方を振り返る。

　粋の中でゆらりゆらりと回転しながら──金髪の少女はうっすらと瞼まぶたを開き、何処どこか焦しよう点てんの曖あい昧まいな眼まな差ざしをトルクへと向けていた。

「テレス……？」

「あなたの問いに答えるならば……」

　ひどく淡たん々たんとして抑よく揚ようを欠いた口調でテレスは言った。

「……『私』は常に起きた状態にある……」

　強い違い和わ感かんを覚えてトルクは眉まゆ根ねを寄せた。

　微睡まどろむかの様に、半なかば瞼の奥に隠れたテレスの瞳ひとみには……何処か不可思議な印象の光が宿っている。いっそ得体が知れないと言っても良いだろう。

　確かにそれはテレスの眼だ。色も形も変わっていない。

　なのにトルクには今の彼女が別人の様にしか見えない。無論、テレスの全すべてを把は握あくできている程に、二人の付き合いは長いものでも深いものでもないのだが──

「どうしたんだ……テレス？」

　何か形の定まらぬ嫌いやな感覚がトルクの胸に広がっていく。

「何だか……君と話している気がしない」

「…………私はあなたと喋しやべっている。だけど、正しくは喋っていない」

　意味が通じているようで通じていない。

　だがそれは最初のテレスとトルクの会話に在った様な齟そ齬ごとはまた別のものだ。あの時は単にテレスとトルクの双そう方ほうに知識が不足していた。だからこその誤解だった。

　今は──違う。

　そもそも根本的に会話がすれ違っている。

　まるで立っている場所そのものが違うかの様に。

　まるで存在そのものが異なる何かと喋っているかの様に。

　まるで──

（これは……？）

　この異質感には何処かで覚えが在った。

　だがそれが何かをトルクが思い至る前に、少女はその瞼を完全に閉じてしまう。

　それからはただ、生命無き屍しかばねの様にその華きや奢しやな肢し体たいはくるりくるりと粋の流れに翻ほん弄ろうされて回転するばかりだ。

　今度こそ眠ったのだろうか。

　トルクは下から彼女の顔を覗のぞき込む。

「テレス？　眠ったのか？」

「………」

「テレス……？」

　何度か小さな声で呼びかける。

　不意に──

「…………」

　はっ──とテレスが驚おどろいたかの様に眼を見開いた。

　硬こう直ちよくするかの様に手足を一いつ杯ぱいに伸ばし、少女は粋の中で揺ゆれて……数秒。

　そしてようやく彼女は、改めて自分の居る場所を確認しようとするかの様に、辺りを見回した。ふわりふわりと金髪が粋の中で舞い、翡ひ翠すい色いろの眼が怯おびえた様にあちらこちらへと視線を投げて──そしてトルクの処でようやく止まった。

「トルク……いつからそこにいたの？」

　テレスは驚きの表情を浮かべてそう問うてきた。

「さっきからずっと居たよ。君は返事をしたじゃないか」

「そう……なの？」

　テレスは困こん惑わくした様に何度も瞬まばたきをしてから──するりと粋槽タンクの底へと降りてトルクの前に跪ひざまずく。彼女に合わせてトルクもその場へと腰を下ろした。

「……なんだか……頭が……」

　硝子の壁に寄りかかる様にしてテレスは手をついた。

「テレス……？」

「……痛くて……ううん……重い……のかな……ごめんね。大丈夫。たいした事じゃないわ。気にしないで」

　そう言って彼女は笑顔を取り繕つくろう。

　青白い光のせいで彼女の顔色までは分からないが、今の彼女はひどく弱々しく儚はかなげな印象だった。まるで泡あわの様にそのまま弾はじけて水の中に消えてしまいそうな──

「……テレス」

　トルクは思案する。

　こういう場合にはどうすれば良いのだろうか？

　テレスはたいした事ではないと言っているが──ダラスや研究者達を呼んできた方が良いのかもしれない。医学にも研究についても全くの素人しろうとであるトルクが判断してしまうのは危険だろう。それはテレス本人も同じ事だ。

　だが──

「…………」

　テレスの腕についた痛々しい青あお痣あざを思えば躊ちゆう躇ちよを覚えてしまうトルクだった。

　彼女は硝子に手をついて寄りかかる様な姿勢で動かない。

　やはり辛いのだろう。

　ふと──トルクは思いついて硝子越しに彼女の手に自分のそれを重ねた。

「……あなたの」

　思い出しながらその言葉を口にする。

「痛みが日にち没ぼつへ還かえりますように……」

「……！」

　テレスは驚いた様に顔を上げ──眼を丸くしてトルクを凝ぎよう視ししてきた。

「どうして……？」

「え？」

「どうしてそのお呪まじないを？」

「それは──だって」

　トルクは困こん惑わくして言葉に詰まる。

　テレスが何を問うているのかが今ひとつ分からなかったからだ。

「その──君が。痛いって」

　だから自分がしてもらった様にしようと思った。

　それは痛みそのものには何の解決にもならないけれども。

　でも──

「──テレス？」

　驚いた様に尋たずねるトルク。

　硝子の向こうでテレスが顔をくしゃくしゃに歪ゆがめたからだった。

　一瞬、思った以上に痛みが深刻なのかとトルクは懸け念ねんしたが──それはどうやら間違いだった様だ。テレスは笑っていた。笑いながら何かを堪こらえる様に震えていた。

「テレス──どうしたテレス？」

「…………」

　少女は水溶液の中で何度も目元を押さえた。

　恐らく何か反射的な行動だったのだろう。彼女は自分の手を見つめて『水の中なのに。馬ば鹿かみたい』と呟くと──とうとう何かを堪えきれない様子で、両手で顔を覆おおってしまった。

「…………」

　トルクはどうして良いのか分からず、ただ彼女の様子を見守るだけだ。

　やがて──

「………ありがとう」

　震ふるえる声で彼女が告げてきた意味がトルクには分からなかった。

　それが自分に向けた礼の言葉だと分かっても、トルクはただきょとんとした表情でテレスを見つめる事しかできなかった。

　本当に分からないのだ。

　だから──

「何故なぜ？」

　ただ彼はそう問うしかない。

　テレスは両手で顔を覆ったまま何度か首を振って──

「嬉うれしかったから」

　ただそう答えた。




　　　　●




「やはりあのトルク伍長と居る時の方が反応が顕けん著ちよですな」

「ディスパレイト制せい御ぎよ端たん子しがやはり何らかの影えい響きようを与あたえているという事か」

「しかしギルクリスト伍長の時にはあまり反応が無い」

「ギルクリスト伍長もやや特とく殊しゆですからな」

「何にしても今のところ〈女王レジヤイナ〉計画における唯ゆい一いつの成功例だ」

「いや──未まだ成功とは言い難い」

「確かに。報告書を見る限り別人格らしきものが顕あらわれてはきている様だが」

「それはあくまで副次的な要素に過ぎない」

「肉体的には安定してきている様です。そろそろ次の段階に移しても良いでしょう」

「了りよう解かいした。准佐に許可申請を」




　　　　●




　テレスが目覚めてから二十日余りが経過していた。

　基本的にトルクとギルクリストの任務状況に変化は無く──時折テレスが寝ね惚ぼけておかしな言動をする事はあったが──単調な時間が延々と過ぎていった。

　もっともトルクはそれを退屈だとは思わなかった。

　テレスとの会話はやはり新しん鮮せんな驚きを幾つもトルクに与えてくれる。

　そう──トルクはテレスとの会話を楽しんでいた。

　だからこそついトルクは忘れがちになっていたのだ。

　自分と彼女の関係が一体どういうものであるのかを。

「…………」

　自分の片手にはめた手て錠じようをトルクは見下ろした。

　手錠というからにはもう一つ──手にはめるべき部分が鎖で繫がれた先に存在する。

　それはテレスの右の手首に巻き付いていた。

　それは命令であり、規則であり、ダラスを含め施設の上層部が出した条件だった。トルクは手錠の一方がしっかりテレスを拘こう束そくしている事を確認してから言った。

「行こうか」

「うん」

　頷うなずいたテレスが長い長いコンクリートの廊下を歩き出す。

　手首の手錠と共に彼女の両足にも掛けられた足あし枷かせの鎖がじゃらじゃらと無ぶ遠えん慮りよな音を立てて廊下に鳴り響いた。歩くのには特に問題は無いが──走ろうとすると途と端たんに足を取られる長さだった。

　彼女の左右にはトルクとギルクリストが随ずい伴はんしている。

　テレスは両手に手錠をかけられていた。左の手首にはまっているそれはやはり鎖を介かいしてギルクリストの右手にはまっている。

　一人の少女を繫ぎ止めておくという意味では過か剰じような程の処置ではあった。

「…………」

　歩きながらトルクはちらりとテレスの様子を窺うかがう。

　今……二人の間に立ちはだかっていたあの分厚い硝子ガラスは存在しない。

　テレスの体調が安定している事から、研究者達は彼女を粋槽タンクの外に出しても大だい丈じよう夫ぶだと判断したのだ。

　その事を告げられたテレスはひどく喜んだ。粋すいは厳密な成分調整が為されていて彼女はその水溶液の中でも溺おぼれたりはしないが──肺が粋から直接に酸さん素そを取り込んでくれるらしい──それでも空気中に出て深呼吸する感かん触しよくを彼女は懐なつかしんだ。

　そして何よりトルクと直接触ふれる事ができるという事を彼女は喜んだ。

　どれだけ近くに寄っても二人の間には冷れい厳げんと硝子の壁が存在した。

　声は聞こえるし姿も見えるが、決して互いに触れる事はできない。

　トルクとテレスはずっとそんな状態だったのだ。

　だからテレスは本当に粋槽の外に出られる事を喜んだ。喜んでくれた。

　だが──

　じゃらりじゃらりと鎖が鳴る。

　それはトルクとテレスの関係を嫌でも再認識させる。

　テレスは捕ほ虜りよで。実験体で。

　トルクは兵士で。監かん視し者しやで。

　改めてその事実を思い知らされて──トルクは胸の奥が嫌な感じにざわめくのを感じていた。その感覚が何なのかは、未だに彼はよく分かっていなかったのだが。

「手錠は嫌いなんだよ……」

　眉み間けんに皺しわを寄せてぶつぶつと文句を呟つぶやくのはギルクリストである。

「冷たいし硬かたいし……」

「仕方ないだろう」

　トルクは言った。

「命令で規則だ」

　トルク達の上官が決めたテレスの逃とう亡ぼうを防止する為の処置なのだ。

「くそ……塀へいの外に出るわけでもねーんだから、散歩の見張りくらい一人で十分じゃねぇかよ……」

　吐はき捨てる様に言ってギルクリストは呻うめく。

　彼に比べると──その手錠で拘束されているテレスの不満はむしろ小さい様に見えた。

　トルクはテレスがこの扱あつかいを不快に感じていないかと不安に思ったのだが、彼女はむしろ楽しげですらあった。手錠や足枷で二重三重に拘束されている事よりも、粋槽の外に出て自分の口で息をして、自分の足で歩ける事への嬉うれしさが勝っているらしかった。

「三十分だけ付き合って」

　それが彼女に許された『散歩』の時間である。

　それを過ぎれば彼女はあの部屋に戻らねばならない。粋槽から出る事はできても彼女が囚とらわれの身である事には変わりなく──ただ太陽の下を歩く事すらままならないのだ。

「私にとっては貴重な時間なの」

　延々と延びる廊下の果て、鋼こう鉄てつの扉とびらを真まっ直すぐ見み据すえながらテレスは言った。

　冷静に見えるが……テレスは胸を高鳴らせているのだろう。金色の髪から見える彼女の耳が少し赤くなっているのにトルクは気づいていた。

「………」

　短く舌打ちの音を漏もらしてギルクリストは黙だまり込む。

　しばし無言で廊下を歩き──扉の前に到とう達たつして三人は足を止めた。

　トルクとギルクリストが鉄製の重々しい扉を押し開けると、その向こうには二人の兵士が小銃を片手に立っていた。

　彼等は〈亡霊大隊〉の兵士ではない。このレガウス強制収容所に所属する警備兵だ。機密保持の為に転属も無い特とく殊しゆな立場だが──それでも彼等はその出自や能力は一いつ般ぱんの兵士に近い。

　彼等の眼にはさぞかしトルク達は奇き異いな存在と映った事だろう。

　一人の少女の左右に──まるで騎士の如く付き従う二人の少年。

　だが彼等を繫ぐのは鋼鉄の縛いましめなのである。

「……今からきっかり三十分だ」

　値ね踏ぶみする様に三人の少年少女を見据えながら、警備兵がそう告げてくる。

　トルク達は頷いて歩き出し──延々とディスパレイトの粋槽タンクを積んだ鉄棚の間を抜けていく。時折、白衣を着た研究員達がディスパレイトの世話をしつつこちらに好こう奇きの視線を投げてくるのが分かった。

　そして──

（…………？）

　何か奇妙な感覚が在る。

　粋槽の間を抜けていくと……何かがいつもと違うのだ。

「──おい」

　ギルクリストがトルクに向けて囁ささやく様な声で言った。

「気づいてるか？」

「ああ。何だ──これは？」

　空気が違う？

　いや──もっとそれは明確な何かだ。

　何気無く傍かたわらの粋槽に眼を向けて……そこでようやくトルクはこの自分達を取り巻く異常な雰ふん囲い気きの正体に気づいた。

　ディスパレイトだ。

　粋槽の中の異生物達が揃そろってこちらを見ている。

　本来なら、粋槽の中でそれぞれ勝手に動き回っているだけのディスパレイト達が、揃いも揃ってこちらを見ているのだ。どの粋槽でも。どの粋槽でも。延々と並んだ無数の粋槽の中のディスパレイト達──全すべてが。

　瞬まばたきする事の無いまん丸の眼球。

　無数のそれらが硝子越しに視線を投げてくる。

「こいつら……」

　見ている。

　見つめている。

　トルク達を──いや違う。

　テレスをだ！

「なんなんだ……こいつら」

「分からない──」

　偶ぐう然ぜんの一致とも思えない。

　しかし不気味ではあるが──だからといって明確な脅きよう威いが何か在る訳でもない。だからトルクもギルクリストも引き返そうとは言わなかった。テレス自身は気づいているのかいないのか、無言で真っ直ぐ出口に向かって歩いていく。

　そして──

「…………」

　研究棟の出口。

　やはり左右に一名ずつ待機していた警護の兵士達が扉を開く。

　その途と端たん──

「──！」

　光が──溢あふれた。

　眼を細めてテレスは一瞬その場に立ちつくした。

　トルクにとって何でもない昼下がりの陽光でも、長らく粋槽に閉とじこめられていたテレスにはやや強きよう烈れつに過ぎたらしい。彼女は小さく呻うめいて眼を閉じ一度、顔を背そむけたが──徐じよ々じよに目が慣れてきたのか、短く感極まった様なため息を漏らして顔を正面に向けた。

「──素す敵てき」

　テレスは呟いた。

「ただの風と光が……こんなにも愛いとしいものだったなんて」

　四方を建物で囲まれた、そこは中庭だった。しかし庭と言っても植しよく栽さいの類たぐいは一切無く、乾かわいた硬かたい土が一面に広がっているだけの空間だ。以前トルクがギルクリストに案内されて収容所を見て回った際にも見た場所である。確か収容者の──厳密に言えば実験体なのだが──運動不足を解消し、閉じこめられている彼らに溜たまるストレスを発散させる事が目的で設けられた場所だと聞いた。

　躊躇ためらうような足取りでゆっくりと歩き出すテレス。

　できるだけ彼女の動きを阻そ害がいしない様にと──鎖が許すぎりぎりの距離を保ってその後をついて行くトルクとギルクリスト。やはりその姿は他者の眼から見れば異様に見えた事だろう。

　だが──不意に。

「──テレス!?」

　何処からか驚きの声が投げ掛けられた。

「そこに居るのは……テレスじゃないのか!?」

　弾はじかれたかの様な動きでテレスが振り返る。

　彼女が明るさに眼を細めつつも視線を向けた先には──中庭を二つに分断する金かな網あみがあった。確かギルクリストが『収容者が混ざらない様にと設けられた』と言っていた仕切りの金網だ。

　その向こうに大勢の人間の姿が在った。

　収容者達だ。

　全体的に年ねん齢れい層そうは高く、四十代後半から六十代くらいの老人ばかりだ。その中でも白い口くち髭ひげを生やした老人が手を振っている。先程テレスに呼び掛けた人物だろう。

　テレスが思わず走り出しかけて──つんのめる。

　鎖が彼女の動きを邪じや魔ましていた。

「…………トルク。ギルクリスト」

　すがる様な眼で見つめられて──トルクとギルクリストは顔を見合わせた。

　一瞬、ギルクリストは反対するかとも思ったが──意外にも彼はため息をついて頷うなずくとテレスが向かおうとした方向へと歩き出した。

　ぱっと顔を輝かせて二人に『ありがとう』と言うと、テレスはトルクとギルクリストをむしろ引きずる様にして──それでもひどくもたもたとした動きではあったが──金網の処へと近づいていく。

　ようやく辿たどり着いた金網に指をかけて彼女は嬉しそうに叫んだ。

「クリードおじさん！」

「おお……テレス。無事だったか」

　白い口髭の老人は眼を細めてそう言った。

　他の者達も喜びの声を上げながらテレスの側そばに集まってくる。

「おじさん、無事だったのね。ペスおばさんは？」

「ああ、女房は別の建物の方に連れていかれちまった。若い衆しゆうも別べつ棟むねに閉じこめられたまんまだし、息むす子ことも離れちまって……わしらは労働しなきゃ飯がもらえん」

　ため息混じりにそう言って──横目でクリード老人はトルク達を睨にらんだ。

　彼等にとってトルクやギルクリストは非道を行い、横暴を通す『敵』なのだろう。トルク個人は彼等と初対面で、何の関係も思おも惑わくも無いのだが──軍に属している以上、彼等にとって差は在るまい。

「クリードおじさん……」

　金網越しに指を伸ばしながらテレスは言った。

「顔がやつれてる。それに、指がとても冷たい……」

「水みてぇなスープとパンの欠片かけらしか食ってないからなぁ。そのくせ、軍人どもはこき使いやがる。わしらはこれから、自分らの入ってる棟の大おお掃そう除じだ」

　クリード老人は疲つかれた顔でゆるゆると笑った。

「暴動でも起こしてやろうかって計画もあったが……わしらがしっかり働きゃ若い衆も一いつ緒しよにいつかは出してもらえるって話だからな。銃やら化け物デイスパレイトやら相手に犠ぎ牲せい者しや出すよか、ずっといい。せいぜい老体にムチ打つよ」

　それはクリード老人にしてみれば他た愛あい無ない会話であったのだろう。

　だが──

「…………」

　ぎくりとした様に──テレスの身体が小さく震ふるえた。

　ただしそれに気づいたのはトルクだけの様だった。

　老人は朗ほがらかに笑いながら会話を続けている。

　彼等の会話を耳にしながら──ふとトルクは眉を顰ひそめた。

（──働けば解放？　老人だけならともかく、若者まで？）

　おかしい。

　此処は収容所の名を借りた人体実験施設だ。

　そして彼等はダラス准佐や研究者達にとって実験動物でしかない。

　実験に使うのは若くて体力の在る者の方が都合が良い──その程度の理屈はトルクにも分かる。

　訝いぶかっているトルクの耳元でギルクリストが囁ささやいた。

「年齢層からして、あいつら実験に使えないって判断された奴らだな……ここが実験施設だってまだ気づいてねぇんだ。いいように利用されてるって、テレスは気づいてるみてーなのに、あいつらはどーして判わかんねぇかね？」

「………利用？」

　聞き返すと──ギルクリストは不ふ機き嫌げんそうな表情で鼻を鳴らした。

「人がいりゃ、垢あかやら糞ふん尿にようやらで施設が汚よごれて不衛生……流行はやり病やまいなんかが出て実験体が倒れちゃ元も子もねーから掃除しなきゃならねぇ。だが、兵士は見張りの仕事があるから持ち場を離れられねぇ。かといって、極ごく秘ひの人体実験をしてる施設に清せい掃そう業者を呼ぶ訳にもいかねぇ。そうなりゃ……実験に使えねぇ奴らを使うのが、余計な費用も掛からず一番いいだろう？」

「それってつまり……」

　彼等は騙だまされているのだ。

　自分達の仲間が実験の材料にされているとも知らず、解放という餌えさを目の前にぶら下げられて働かされている。そもそも彼等には、ここがどういう場所かさえはっきりと知らされていないだろう。だから働き次第で仲間も自由にしてもらえると聞かされて、素直に従っているのだ。

　しかし──

「なぜ彼等は、そんな噓うそを……？」

　素直に信じるには少々都合が良過ぎる。

　明らかに不自然だ。

　そもそもちょっとやそっと働いた位で解放する様なら──こんな厳げん重じゆうな逃走防止策の講じられた施設に、彼等を収容する筈はずも無い。

「訓練された兵隊が武ぶ装そうして目ぇ光らせてんだぜ？」

　ギルクリストはつまらなさそうな口調で言った。

「自動小しよう銃じゆう、機関銃、ディスパレイト……防ぼう弾だんチョッキすらねぇ非武装の囚しゆう人じんじゃ、数が多くたって勝てないってな誰にでも分かる。連中も頭のどっかで理解してんだろ。絶望的な状況だってのは」

「だったら尚なお更さら──」

「だからだよ」

　ギルクリストは皮肉げな口調で言った。

「どうせ働かざるを得ないなら──夢ゆめでも信じていたいってのが人情だろ」

「…………」

　不意に──人ひと垣がきの向こうで怒ど声せいが上がる。

「そこッ！　金網には近づくなと言っただろう！」

　見れば見張りの兵士達数名が短機関銃を掲かかげて怒ど鳴なっていた。

「金網越しに収容者同士が会話するのも禁じられているッ！　懲ちよう罰ばつ房ぼうに入りたいか!?」

「…………」

　顔を見合わせる老人達。

　牧羊犬に追い立てられる羊の様に、彼等は渋しぶ々しぶといった様子で動き始める。

「じゃあなテレス」

「元気でな」

　……そんな言葉を残して老人達は遠ざかっていく。

　そんな彼等の姿をテレスは金網越しにずっと見つめている。

　トルクの立ち位置からは彼女の表情は見えない。だがその後ろ姿が何か違う。何が違うのかと問われてもトルクには答えられないのだが。

　何か言いようの無い不安の様なものを覚えてトルクはテレスに歩み寄った。

　すると──

「クリードおじさんはね」

　振り返らぬままに彼女はふとそんな事を言ってくる。

「クレシエットっていう弦げん楽がつ器きの名手なの………」

「………？」

　怪け訝げんの表情を浮かべて立ち止まるトルクに構わず──懐なつかしそうな声でテレスは続けた。

「ペスおばさんはお裁さい縫ほうが上手じようずで、私にヴェールを縫ぬってくれたわ。あの二人の息子さんはマルコ……マルコシアっていって……ヤギに悪戯いたずらした時に、角をひっかけられてできた傷が今でも顔に残っているの」

「テレス……？」

「こんな事になっていなければ………もうすぐ訪おとずれるアルゲリアの花が落ちる月に、あの人たちは収しゆう穫かく祭さいで乳酒を飲んで歌っていた筈だった。クリードおじさんのクレシエット演えん奏そうが焚たき火の側で鳴り響いて、マルコが荒こう野やの女神の獣じゆう使し──リュマのかぶり物を被かぶって踊おどっている筈だったのよ。私はペスおばさんが縫ったヴェールを被って、豊ほう穣じように感謝を捧ささげる歌を歌う事が決まっていて……それで」

　言葉を詰つまらせてテレスはうな垂だれた。

　何も言えずに、ただ彼女の背中を見守るトルク。ギルクリストはまるで興味がなさそうな様子であくびをかみ殺している。

　やがて──

「祭りは無くなってしまったけれど……！　私は……！」

　顔を上げたテレスは遠ざかっていく老人たちの背中に向けて声を張り上げた。

「私は歌を忘れない！」

　老人達の何人かが驚いた様に振り返る。

　そしてテレスは。

「──…………」

　深呼吸をして。

　背筋を伸ばして。

　大きく両手を広げて。

　空を仰あおぐ様に顎あごを上げて。

　そして──

「──…………」

　彼女は歌い出した。

　この見渡す限り、灰はい色いろの建物と乾いた土しかない強制収容所に、不思議な緩かん急きゆうのついた歌が朗ろう々ろうと流れる。

　その細い身体の何処からそんな声が出ているのか──

「テレス……」

　テレスの歌声がこの収容所全体に響いている様にすら感じてトルクは眼を見開いた。

[image: ]

　金網の向こうで老人達全すべてが歩みを止めて──振り返っていた。

　彼等の顔には一様に驚きが在った。

　そして──

「…………」

　次第にその驚きが溶とけて別の表情に変わっていく。

　テレスの歌声に導かれる様にして、緩ゆるやかに形なすその表情は──

「止まるなッ！　動け！　歩け！」

「逆らう者は食事抜きだ！」

　動きの止まった彼等を促うながすべく、兵士達が怒声を上げ短機関銃を振り回す。

　老人達は顔を見合わせて頷くと──再びテレスに背を向けて歩き出した。

　だが。

「…………！」

　トルクは息を吞のんだ。

　歩きながら老人達が歌い始めたのだ。

　一人……また一人……彼等はテレスの歌に合わせて声を上げた。

　同じ旋律メロデイ。同じ歌詞リリツクス。同じ韻律リズム。同じ拍子テンポ。

　歌い手は止めどなく増えていく。

　気がつけば──中庭には幾いく重えにも重ねられた分厚い歌が悠ゆう々ゆうと響き渡っていた。

　老人達の姿が建物の中に消えても、歌声は小さくなるどころか、ますます大きくなっていく。そんな中で怯おびえる様に右往左往する兵士達の姿が、ひどく滑こつ稽けいだった。

「まさか……」

　ギルクリストが愕がく然ぜんと呟いた。

「みんな歌ってんのか？　この施設にいるバレンバ高原遊牧民バレンヴイアンの連中全員が……!?」

　そう。

　今や歌声はレガウス強制収容所全体から聞こえていた。

　テレスの歌声を中心として老人達の声が重なり──更にそれらは風に乗り、収しゆう監かん棟とうや実験棟に閉じこめられている同族たちの処まで届いたのだろう。彼等は即座にその歌声に応じて自らも声を重ねていったのだ。

　鉄格子の塡はめ込まれた窓から。

　固く閉ざされた筈の鉄扉の[image: 隙]すき間まから。

　この強制収容所のそこかしこから歌が溢れ出している。

　囚とらわれの身の民族が声を合わせて紡つむぐ歌が。

　…………




　我らは大地をくしけずり　足を踏みならして踊りを踊る

　我らの踊りは　天にましますヒュストリンクの　あの猛たけ々だけしい背の棘とげを震ふるわせて

　輝く夜の白玉を　恵めぐみに変えて落とすでしょう




　我らの宴うたげに女神を呼ぼう

　彼女は地の神　荒あれ野の母

　真っ赤なヴェールを頭にかぶり　リュマを従えいずるだろう




　彼女の眠りは実りの眠り　恵みを受けてふくらむ夢

　彼女の眠りが地で実を結び　まるまる太って満ちるころ

　荒れた我が手が掘り起こす

　なんと甘かん美びな夢なのか　なんと豊かな夢なのか

　女神の目覚めに歌を捧ささげ　母の夢に乾かん杯ぱいしよう




　…………

　中庭に面する兵へい舎しやから慌あわただしく兵士達が走り出てきた。

　大合唱を止めさせようとしているのだろう。口を大きく開けて怒号を上げているのは判わかるのだが──歌にかき消されて細かい台詞せりふが聞こえない。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくすトルクは──

（……あれ？）

　ふと脳のう裏りを過よぎる奇き妙みような記き憶おくを意識する。

　それは彼の知らない光景だった。

　経験した筈の無い場面の記憶がそこに在った。

　そこは夜の荒野だ。

　砂と岩ばかりで周りにはろくに緑も無い。

　そんな中でテレスや先のクリード老人や……独特の民族衣い装しように身を包んだバレンバ高原遊牧民達が、焚たき火を囲んで楽器を搔かき鳴らし、歌を歌っている。

　老人が居て。若者が居て。

　男が居て。女が居て。

　近くには数頭の牧羊犬も寝そべっていて。

（これは……）

　テレスの歌がトルクの脳裏に編あみ上げた幻げん影えい。

　だがそれは何故かひどくトルクの胸の奥をざわめかせる光景だった。

　これが『郷きよう愁しゆう』という感情なのだと彼が知るのはずっと後の事である。

　だが──

（ああ……そうか）

　不意にトルクは気づいた。

（楽器。ヴェール。リュマのかぶり物。祝いの乳酒……どれも自分が生きてきた施設や戦場にはないものだ。自分の知らない世界がそこに在る。自分の知らない世界で生まれて育ってきた彼女が居る──）

　それはどんな世界なのだろうか。

　それはどんな生活なのだろうか。

　歌から抽ちゆう出しゆつされる幻げん像ぞうはあまりに断片的に過ぎて──想像が及およばない。わずかな一場面だけがトルクに許された『追憶』の全てだった。

「君は──」

　無心に歌い続けるテレスの背中を見つめながらトルクは小さく独どく白はくした。

「一体どんな日々を暮くらしてきたんだ……？」

　知りたい。

　もっと知りたい──彼女の事を。

　トルクは痛つう切せつにそう望んだ。







　　　第三章　裏切と絶望と







　気がつけば全身が汗あせに濡ぬれていた。

「…………」

　ベッドの上で身を起こし、トルクは軽く頭を振ふってまとわりつく眠ねむ気けを払はらった。

　体調に異常は感じない。室温も特に高い訳ではない。

　なのにべったりと服が身体からだに張り付く程に、トルクは大量の汗をかいていた。

　ふと首筋に手をやれば──やたらに動どう悸きも激はげしい。

　眠っていた筈はずなのに、まるで全力疾しつ走そうした直後の様な感じではあった。

「なんだ……？」

　何か──夢ゆめを見ていた様に思う。

　だがどんな夢なのか覚えていない。何かぼんやりと淡あわい影かげの様な印象は残っているのだが……いざ思い出そうとすると、どうにも記き憶おくに焦しよう点てんが合わない。

　そもそも以前はろくに夢など見なかった。

　だが最近はよく見る。見るような気がする。目覚めた途と端たんにそれは記憶の網あみからすり抜ぬけていってしまうので、本当に夢を見ていたかどうかすら、トルクには分からないのだが。

　しかし……

「まずいな……」

　薄うす闇やみの中でぽつりとトルクは呟つぶやく。

　軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドとして不ふ眠みん耐たい久きゆう訓くん練れんは受けている。だがそれとてあくまで作戦行動中という限られた時間の範はん囲い内で──だ。毎日満足に睡すい眠みんを摂とる事ができなければ、鍛きたえていようがいまいが間ま違ちがいなく体調を崩くずす。

　場合によっては精神安あん定てい剤ざいが必要かもしれない。

　そんなものを自分が服用するなどとは今まで考えた事も無かったのだが。

「…………」

　勿もち論ろんトルクは気づいていなかった。

　自分が──自分の意識が少しずつ変化しているという事を。

　長い長い過か酷こくな訓練の中でがっちりと塡はめられていた軍用基準性能調整児童としてのタガが少しずつ緩ゆるんできているのだという事を。




　　　　●




　──十二年前。

　まだ年ねん齢れいが二桁けたに届いたばかりの頃ころだった。

　自じ慢まんだった銀ぎん髪ぱつをそり落とされ、頭ず蓋がい骨こつに穴あなを開けられ、〈制せい御ぎよ端たん子し〉と呼ばれる異物を脳にねじ込まれた。幼おさないながらにも人としての尊そん厳げんを根こそぎ奪うばわれる立場に自分はいるのだと──ダラスは薄うす々うす感づいていた。

　ダラスはそうした扱あつかわれ方をするのに慣れていた。

　彼は、我が子の事などろくに顧かえりみない親の下に生まれた。

　そもそも父親は誰だれだか分からない。

　母親は──素面しらふの時の方が少ない酒さけ浸びたりだった。

　自分の属する家庭環かん境きようが、他のそれとは著いちじるしく違うという事は──他の子供達との交流を通して徐じよ々じよに理解していった。彼らが言うには親という存在は、子供を守り、食事を与あたえ、服を着せて、暖あたたかな寝ね床どこを提供してくれる、そんな夢の様な人々であるらしかった。

　そんな親が実在するという話は幼いダラスを愕がく然ぜんとさせた。

　ダラスにとって親とは『脅きよう威い』の同義語だった。

　殴なぐる。蹴ける。罵ののしる。食事を与えず泥どろ水みずを啜すすらせる。ことある毎に髪かみを摑つかんで引きずり回し、壁かべに頭を叩たたきつけながら、生まれてきた事を謝しや罪ざいさせようとする。

　生んだ張本人が、生まれた事を懺ざん悔げさせようとするのだから、今思えばそれはひどく滑こつ稽けいな行こう為いだった。

　それでも幼い時分、その矛む盾じゆんすら理解できなかったダラスは本気で思ったものだった。

　殴ってください。

　どうぞ殴ってください。

　僕は我が慢まんします。

　だから許してください。

　僕は血を流します。沢たく山さん沢山痛い思いもします。

　だから生まれてきた事を許してください。

　僕が痛みに悲鳴を上げる事が貴方あなたの微笑ほほえみを誘さそうなら、きっとこうして這はい蹲つくばって許しを請こう為ために、僕は貴方の処ところに生まれてきたのでしょう──

　…………

　今にして思えば無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　だがそうやって自分に言い聞かせる事しか幼いダラスにはできなかった。

　そうする事でしか自分の存在を肯定できなかったのだ。

　そう──ダラスはいつも自分の存在を肯こう定ていする手段を考えていた。

　人間は生物として、とてもいびつだ。

　ただ生きている──その事だけでは満足できない。

　だから衣食住が満たされていても、なお人間は更さらなる何かを求める。求めてしまう。考えても詮せん無ない事を、思想とか教義とか理想とか名付けて延々と考え続ける。答えなど出る筈が無いと分かっている筈なのに、考えずにはおれない。

　人間は意味と理由を呼吸する。

　それは知ち恵えを得た生き物の宿命とも言える。

　だから……

　親に殴られ。泥水を啜り。

　生存本能の命じるままに命を繫つなぎながら──どうしてだろうといつも考えていた。

　自分は何の為に生まれたのか。自分は何の為に生きているのか。

　本当にこの親の暴力の受け皿としてのみ自分はこの世に生を受けたのだろうか。

　自分の存在理由はそこにしか無いのだろうか。

　考えて。考えて。考え続けて。

　ある日──答えは唐とう突とつに彼の前に生まれた。

　トルク。

　自分と同じ存在。

　あの親から生み出された弟。

　最初は親に命じられて仕方なく面めん倒どうを見ていた。何をどうして良いのか分からずに困り果てて──その様子をさぼっていると思われて殴られた事も何度も在る。親はやはりトルクに愛情など感じていなかった。ただ一度生まれてしまった子供は、死ねば保護責任者の罪が問われる。だから死なない程度にダラスはトルクの面倒を見ねばならなかった。彼もまた愛情をトルクに感じてなどいなかった。そもそも愛情というものの実例を彼は生まれてから一度も見た事など無かった。

　だが──ある時。

　よちよち歩きを始めた弟がダラスを見て言った。

「……にぃちゃ……」

　ただ一言。

　たった一言。

　だが……それはかつてない程の衝しよう撃げきをダラスに与えた。

　そこには全ぜん幅ぷくの信しん頼らいが在あった。全く疑う事無くダラスを信じ切っている幼い弟。ダラスに存在の全すべてをゆだね切った幼い命。それ故に弟から注そそがれる無む垢くな信頼の眼まな差ざしは、ダラスに初めて『愛いとしい』という感情を教えてくれた。

　だからダラスは必死にトルクを育てた。

　彼自身、親の庇ひ護ごが必要である筈の幼さであったにもかかわらず、同じ様に母親に折せつ檻かんされる弟を庇かばい、限られた食事の中から、できるだけ多くをトルクに分け与え、寒い時には一枚の毛布にくるまり、互たがいの体温で暖あたため合って眠った。

　トルクは未まだ幼すぎて誰かの助けが無ければ生きていけない。

　だからこそダラスは必要とされていた。

　この無垢な命にこの上も無く必要とされていたのだ。

　ダラスにとってトルクを育てる事が存在理由となるのに、さしたる時間は必要無かった。

　だが……

　ようやくダラスの得た小さな小さな満足感は長くは続かなかった。

　母親が二人を売ったのだ。

　幼い兄きよう弟だいは鞄かばん一いつ杯ぱいに詰つめられたお金と交こう換かんされてしまったのだ。

　軍服をかっちりと着こんだ大人達に車に乗せられ、ダラスは新しい『家』へ連れて行かれた。ハインズマン機関の研究所。人じん倫りんにもとる研究を専門に行う非公開組織。そこで待ち受けていたのは『実験』と呼ばれる訳の分からない暴力の数々だった。

　それは母の暴力より数段、凶きよう悪あくだった。

　訓練の名目で、虐ぎやく待たいとしか言い様の無い暴力が休む間もなく加えられた。倒たおれるまで延えん々えんと走らされた。同じ様な境きよう遇ぐうの子供達と延々殴り合わされた。嫌いやがれば食事を抜かれ、それでも従わなければ血の小便が出るまで蹴けられた。

　子供が大人に──ましてや軍人に抗あらがう事などできる筈も無い。

　また……白衣を着た研究者達が、別の方法で子供達を苛さいなんだ。

　頭に穴を開けられ、異物を挿そう入にゆうされた。頻ひん繁ぱんに正体の分からない注射を打たれ、幻げん覚かくや頭痛に悩なやまされる日々が続いた。

　一いつ緒しよに売られてきた弟のトルクも例外ではなかった。

　より幼かったトルクは、しばらく普ふ通つうに育てられていた様だが──結局はダラスが辿たどったのと同じ道を進ませられる事になった。理り不ふ尽じんな虐待から弟を守ろうとダラスは何度も暴れたが──それはただ彼の傷を増ふやすだけで何ら状じよう況きようを変えられなかった。

　殴られ。蹴られ。

　全身を腫はれ上がらせながら懲ちよう罰ばつ房ぼうの片かた隅すみにゴミの様に転がされながらダラスは慟どう哭こくした。

　ようやく得たと思った自分の存在理由。

　それを実証する全すべてが喪うしなわれてしまった。大人達の気き紛まぐれと都合によってあっさりと奪うばい去られてしまった。

　自分はまた無意味な存在に堕おちてしまったのだ。

　だからダラスは新たに自分を肯定する方法を探さなければならなくなった。

　それから……自分と同じように頭に穴を開けられた同年代の少年たちの中で、ダラスは注意深く周囲を観察した。

　彼らの数は毎日の様に増減を繰くり返す。それは白衣の大人達がふるう『実験』と呼ばれる暴力の結果だ。隣となりで眠っていた少女がある日突とつ然ぜん冷たくなっていた事もあった。泣き叫さけんでばかりだった少年はある日兵士達に連れて行かれて──戻もどっては来なかった。

　理性的にふるわれる暴力は、それ故にこそ全く容よう赦しやが無かった。

　それは少年少女達を選別し、支配し、変質させていく。

　そうした暴力のふるわれる先として自分は生まれたのだとダラスは再び考え始めた。

　そして──そんな時。

　ダラスは出会ったのだ。

　あれに。

　鋼こう鉄てつの板に[image: 隙]すき間ま無く囲まれた頑がん丈じようきわまりない密室の中。

　羽や翼つばさの類たぐいもなく……まして糸で吊つられているわけでもなく、宙に留とどまり続けている異い形ぎようの生物。瞼まぶたのない硝子ガラス玉だまのような眼をしたそれは、ダラスを睥へい睨げいする様に浮ういていた。

　──ディスパレイト。

　室内に設置されている拡声器を通して、大人の誰だれかがダラスに言った。

「そのディスパレイトを操あやつるのだ」

　最初は何を言われているのか分からなかった。

　それどころではなかったからだ。本当にもうそれどころではなかった。

　密室の中は血と肉と骨とで凄せい惨さんな斑まだら模も様ように彩いろどられていた。恐おそらくはダラスの前にここに連れてこられた子供のものなのだろう。それはもう、どうやって人体を構成していたのか想像すらできない程、完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいされていた。

「制限時間は一時間。その間、我々は一切の手出しをしない。生きるも死ぬも、お前次第だ。なってみせろ、ディスパレイトを支配する者に──〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉に」

　少しでもディスパレイトに対して知識の在る者ならば無茶だと断だんじただろう。

　ディスパレイトは確かに悪意在る怪かい物ぶつではない。

　だがその存在はあまりに異質であり、同時に危険だ。世界の物理法則を歪ゆがませる異世界の断片。粋すいという緩かん衝しよう剤ざいの中に漬つけ込まれている間こそ、未だ安全だが──一いつ旦たん、空気中に出てしまえばその行動がどんな超ちよう常じよう現象を引き起こすか分からない。

　勿もち論ろん……

　ディスパレイト同士にある種の精神感応の様な現象が確認されている為、何らかの方法で彼等の為なす『精神の網あみ』の中に介かい入にゆうすれば、ディスパレイトを操れない事も無いだろう。更に彼等の生態や習性をよく知れば、もっと確実性と安全性は高まる。

　だがそんなものは何も知らない子供に望むべくもない。

　そもそも当時のダラスは自分の額ひたいに埋うめ込まれているのが、その為ための道具であるという事すら知らされてはいなかったのだ。

（……ああ。僕は……）

　床ゆか一面に広がっている血とその上に堆たい積せきしている誰かの内臓を見て──ダラスは霧きりの様な絶望感が自分を包み込んでいくのを感じていた。

（……生まれた時からこうなる運命だったんだ。何もかもあらかじめ決まっていたんだ。この世には抗あらがうことさえ許さない強大な力というものがある。それは大人だったり、あの化ばけ物だったり様々だ。僕らはきっと、それを証明するための生いけ贄にえとして生まれたんだ……）

　それはもうダラスにとって変えようの無い──絶対的な真実だった。

　ぼんやりと立ちつくし殺されるのを待っていたダラスをどう思ったのか……やや苛いら立だちを含ふくんだ声で大人たちが命令してきた。

「自分の手足を動かすような感覚だと思え。私の命令を、そのまま意識に変へん換かんするのだ」

　逆らう理由が思い当たらなかったダラスは黙だまって頷うなずいた。

　この頃ころにはもう考える事にさえ疲れていたのかもしれない。

　恐らくは──それが幸いしたのだろう。

「その〈ガランティル〉は一定の速度と半径で回転する事によって、局所的に『重力』に関する物理法則を壊こわし、自分を中心に半径一メートルの範はん囲いで特異な重力場を作る。巻き込まれれば足あし下もとの死体の仲間入りだ。お前には〈ガランティル〉を操るか、死ぬかの二つの選せん択たく肢ししかない。さあ──死にたくなければ〈ガランティル〉に回転するよう命令しろ。踊おどらせるようにな」

　犬に命じるかの如ごとく、容よう赦しや無く、強い口調でその大人は言った。

「…………はい」

　下された命令をそのまま遂すい行こうするべくダラスは指をくるりと回しながら無気力に呟つぶやいた。

　この指を動かす様なものだと思えばいい。

　指とあの化け物は連動して動くと思えばいい。

　どうでもいい。間違っていたら間違っていた時だ。

　別に何も変わらない。

　自分が生いけ贄にえである事実に変わりは無い──

「踊れ……〈ガランティル〉」

　無心に発した一言。

　意味も理由も無い譫うわ言ごとの様な呟き。

　それは──しかし次の瞬間に劇げき的てきな効果を発はつ揮きした。

「──!?」

　ディスパレイトが舞まい踊る様にして回転する。

　その回転に従って風景が歪ゆがんだ。空気が震ふるえて音が曲がった。

　獣けものの咆ほう吼こうにも似た異い音おんが何処どこからともなく溢あふれ出し──




　──ォオオオオォオオオオオオオオオオオッッ……ッッッ!!




　ディスパレイトを中心とした半径一メートル。

　その真下の床ゆかに転ころがっていたものが──血に濡ぬれた臓器や肉にく片へんが、ばぢゅんと何処か滑こつ稽けいな音を立てて潰つぶれた。それは確かにダラスと同じ人間であったものの筈なのに、あまりにも呆あつ気けなく簡単にぺしゃんこになった。

　ある種の衝しよう撃げきがダラスの脳にはびこっていた価値観を微み塵じんに粉ふん砕さいした。

　ちっぽけな『絶対』をいとも簡単に覆くつがえす──圧あつ倒とう的てきな力。

　途と方ほうもない暴力。

　ずっと一方的にダラスの上にのしかかっていたもの。

　それは今──ダラス自身の行こう為いを引き金に発生していた。

「はは………」

　何処かで誰かが笑っていた。

「ははハは……はハ……ははハハは……」

　何処かいびつな哄こう笑しようが鋼鉄の箱の中に響き渡る。

　誰が笑っているのだろう。

　ぼんやりとそう考えて──そしてようやくダラスは気づいた。

「ははは……はははははは、ふふはっははハハハッハハはハッハハッハはははハハハッハハハハハハ──ッ!!」

　笑っていたのは自分自身だった。

　濃のう密みつな血の臭においが渦うず巻まく密室でダラスは笑った。

　笑って笑って笑って笑って笑って笑って笑って笑って更さらに笑った。

　笑い続けた。

　それは──初めてダラスが心からあげた喜びの笑い声。

　彼の哄笑に合わせる様にして、異形の生物がくるくると空中を舞っていた。
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　過去の記き憶おくからゆっくりと意識を浮ふ上じようさせる。

「…………」

　ダラスは眼を開いた。

　どうやら待ちくたびれて座ったまま眠っていたらしい。彼は革張りの椅い子すの上で身じろぎして座り直し──瞼まぶたを指の腹でゆっくりと揉もんだ。

「研究や実験を見ていると昔むかしを思い出すな」

　しみじみとした口調でダラスは言った。

「今にして思えば、あれが私の産うぶ声ごえだったのかもしれん………ところでギル」

　彼は床に膝ひざをついて激はげしく震ふるえているギルクリストの背中に声を掛けた。

「ギルクリスト伍長。誰が止めて良いと言った？」

　びくりと少年兵の肩が跳はねる。

　ゆらりとダラスを振り返るギルクリストの顔には濃のう厚こうな疲ひ労ろうの色が張はり付いていた。

「うう、うううぅうぅ……ぅうううぅ………」

　青い双そう眸ぼうの中に懇こん願がんの色を見つけたダラスはきゅっと口の端はしを吊り上げた。

「ふふん……ふふふふ……辛つらいか、ギル？　おまえは他の〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の人形と違ってすぐに内心が顔に出るからな。分かり易やすい。とても分かり易い。無理をしなくても良いぞ？　限界ならば素直にそう言えば良い」

「…………」

「おまえが無理に頑がん張ばる必要は無いぞ」

　ダラスは囁ささやく様に言った。

「おまえの代わりは沢山いるからな……？」

「俺は……！」

　汗で顔をぐっしょりと濡らしたギルクリストは激しく左右に首を振った。

　彼は怯おびえていた。まるで己おのれに向かって振り下ろされる凶きよう器きの先せん端たんを見つめているかの如ごとくに──怯えきった表情を浮かべていた。

「やります……！　続けます……！」

　悲鳴じみた声でギルクリストは言った。

「俺は貴方あなたの道具です……貴方の武器です……！　貴方が命じてくれるなら俺は……死をも恐おそれません！」

「殊しゆ勝しような心掛けだ」

「けれど──」

　だらだらと顔全体で汗を垂たらしながら──あるいはその中には涙も混じっていたかもしれない──ギルクリストは叫ぶ様に言った。

「貴方に見捨てられるのは……嫌いやだ……！」

「…………」

「やります、やらせてください！　命令してください……この俺にぃ……！　この俺に貴方の道具でいさせてくださいぃぃ……！」

「ふむ……」

　ダラスはひどく冷めた眼で懇こん願がんするギルクリストを見つめる。

　そこに居るのはかつてのダラスの模も倣ほう品ひんだった。

　与あたえられる意味と理由だけを糧かてに生きる犬だった。

　分かっている。訴うつたえなど聞かなくてもよく分かる。

　ギルクリストは彼自身が言う様に、ダラスが死ねと言うのならば喜んで死ぬだろう。彼は死を恐れない。彼の恐きよう怖ふはそこには無い。

　それは意味の在る死だから。少なくともギルクリストはそう思っているから。

　しかし……自身を無意味だと断じられ無用として捨てられるのには耐たえられない。存在そのものを無む駄だだと決めつけられるのには耐えられない。

　そしてそれを判断する権限はダラスにしかない。ギルクリスト自身には無いのだ。

　だからギルクリストは恐れる。

　ダラスに見限られる事を何よりも恐れる。

「判わかっているとも、ギル」

　震えるギルクリストに向けてダラスは優しい笑顔を形作って見せる。

「私は有能な部下は、見捨てないよ。さあ、続けるんだ」

「はい……ダラス准佐」

　肩で息をしながら立ち上がったギルは……荒あらい息の合間から呻うめくように言った。

「……〈ロンメル〉……〈パレングラム〉……〈ルグラス〉……！」

　応じたのは三種の異形──総計十五匹ひきのディスパレイト。

　天てん井じよう付近で好き勝手に浮遊していた異生物達はするりと統率のとれた動きでギルクリストの周りに侍はべった。

　それは〈亡霊大隊〉の隊員の眼から見ても異様な光景だった。

　十五匹。明らかに一個人が操あやつれる限界を超こえている。

〈亡霊大隊〉の中でも二桁けたのディスパレイトを操れる者は、トルクを含めて三名いるかいないか──といった程度である。彼等にしてからが同時にとなると最高記録は十二匹であって、十五匹というのはとても無理だ。たかが三匹の差の様にも見えるが、そもそも他の兵士達の平へい均きんがせいぜい二から三匹──それも同種個体に限る事を思えば、明らかにギルクリストの能力は異常だった。

　もっともこれはギルクリストにとっても楽な作業ではないのだろう。

　彼の白い額には血管が浮かんでいるし、全身は汗まみれだ。立ち上がってはみたものの、いつまた膝をついても──いや、その場に倒れてもおかしくない程に彼は衰すい弱じやくしている。

「──さあ。撃うて」

　ダラスは命じる。

　同時にギルクリストは指を鳴らし──これは彼がディスパレイトを操って何かをさせる時の癖くせの様なものだ──十五体のディスパレイトはそれぞれに行動を開始した。

　空中で異界の生物達が舞い踊る。

　次の瞬間、発生した三種類の現象──衝撃波と、火か炎えんと、そして稲いな妻ずまは、一いつ斉せいにギルクリストとダラスの凝ぎよう視しする方向へと迸ほとばしった。

　即すなわち……壁かべ際ぎわに並ならべられた五つの檻おりに向けて。

「………[image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　声にならない──破は裂れつ音おんの様な悲鳴が実験棟とうのコンクリート壁へきを叩たたく。

　鋼鉄製の檻の中に閉とじこめられているのは、いずれも病人衣を着せられた十代から二十代の若者達だった。ただし彼等の着ているそれは既すでに、何度となく行われた攻こう撃げきを受けて、ぼろぼろになってはいたが。

　哀あわれな若者達は致ち命めい的てきな殺さつ傷しよう力りよくを二重三重に受けて跳はねた。

　血をしぶかせ、叫びを上げて、鋼鉄の籠かごの中でばたばたと無意味に踊り回った。

　だが──

「──ふむ」

　ダラスは満足げに頷うなずいた。

「何度目だったかな──ギル？」

「……六度目……です」

　答えるギルクリストの声が震えているのは……単に疲ひ労ろうの為ばかりではないのだろう。

　彼とダラスの見み据すえる先で病人衣の若者達が蠢うごめいていた。

　彼等は──死んでいなかった。

　全身に受けた傷がじゅくじゅくと湿しめった音をたてて再生を始める。

　焼け焦こげた皮ひ膚ふがひび割れて落ちると、そこには既に新たな皮膚が形成されつつあった。爆はぜ割れた傷も、その下から盛もり上がる肉が裂さけ目を埋うめてしまう。さすがに腕一本丸ごととなると無理が在る様だったが──腕の落ちた者は代わりに傷口の断面が急速に皮膚として再生しつつあった──明らかに致命傷と思おぼしき深い傷さえも、彼等は自ら治ち癒ゆしつつあった。

　異常だ。あり得ない。

　少なくとも普ふ通つうの人間にこんな治癒力は無い。

　常識の持ち主ならば戦せん慄りつせざるを得ない光景なのだが──

「素す晴ばらしい!!」

　ぱん。ぱん。ぱん。ぱん。

　ダラスは愉たのしげに手て袋ぶくろに包まれた両手を打ち鳴らしていた。

「何度見ても心躍おどる光景だ。ふふふ。ふふ。ふ。わくわくするな──ギル。根本的に戦場は変わる。〈亡霊大隊〉の〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉も十分に革かく新しん的てきだが──彼等はそれ以上だ！　従来の戦術や戦略など、彼等が投入されれば即そく座ざに過去の遺物と化すだろう……！」

　それはつまり。

　檻の中に居る者達と同様の存在を──致命的な攻撃を受けても死なずに治ち癒ゆ再さい生せいし戦い続ける兵士を投入するという意味か。

「愉ゆ快かいだ──実に愉快だ！」

　ぱん。ぱん。ぱん。ぱん──

　手を叩きながらダラスは愉ゆ悦えつの表情で言った。
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「──嬉うれしそうだね」

　それは何気ない言葉ではあった。

　少なくとも発したトルクとしてはさしたる意味を込めたものではなかった。

「トルク……」

　テレスは何度か眼を瞬まばたかせた。

　それが彼女の驚おどろきの徴しるしなのだと今のトルクは理解している。

「変わったね」

「変わった……？」

　トルクが首を傾かしげると、遊牧民の少女は何が可笑おかしいのか……くすくすと笑った。

「だって、少し前までトルクってそういう事に無む頓とん着ちやくだったわ。私が笑っても怒おこっても、ぜんぜん何がなんだか判わかっていない感じがしたもの」

「それは……硝子ガラス越ごしだったからじゃないかな」

「違う。それ全然違うわ」

　言ってテレスは唇くちびるを尖とがらせた。

　この仕草が彼女の内面の如何いかなる動きを示すのかは未まだ分からない。

　とはいえ──確かにテレスの護衛に着任したばかりの時より、彼女の言動で首を捻ひねる数が減った。戦場で受けた怪け我ががほとんど塞ふさがるだけの日数が経たった今では、在る程度、彼女の表情を分ぶん析せきできるまでになっている。

「じゃあようやく君に慣なれてきたってことではないかな」

　トルクとテレスは例の部屋で座すわって向き合っていた。

　壁の硝子の向こうには、相変わらず大量の粋すいが満たされている。とりあえず粋の外へ出る事を許されているテレスだが、急きゆう激げきに環かん境きようを変えきってしまうのは良くないとかで、夜に寝ねる時はまたあの粋槽タンクの中に入る様にと研究員達に命じられていた。

「………それ、どういう意味なのかしら？」

　眼を細めてテレスが睨にらんでくる。

　だが前後の繫つながりや口調から、これは本気で立腹している状態ではないとトルクは判断。大だい丈じよう夫ぶ。だから素直に思った通りの事を口にする。

「君の奇き妙みような言動に少しずつ理解が及およんできたという処だろうか」

「……奇妙って。私からすればトルクの方がずっとずっと変わり者なんだけど？」

「そうかな」

「そうよ」

　言ってテレスは笑う。

「じゃあね──トルク。私が嬉しそうなのはどうしてだと思う？」

「…………」

　しばし考えてトルクは言った。

「もうすぐ散歩の時間だからか？」

「当たり。それが一日の内で一番楽しい時間だから。初めてみんなが応こたえてくれた時、あれだけ軍人が騒さわいだから……もう歌わせてもらえないのだろうと思っていたわ」

　何処か遠くを見る様な眼まな差ざしでテレスは言う。

「やっぱり、軍人っていうだけで悪い人だって決めつけたら駄だ目めなのね」

「それは…………」

　トルクは言葉に詰つまった。

　確かに軍はテレスが散歩する際に歌を歌う事を──そして彼女の歌に合わせて他の収容者達が歌う事を禁じてはいない。

　これには少々トルクも驚いた。

　そしてテレスはその理由を純粋に軍の好意だと信じているらしい。

　だが──

「トルク？」

　首を傾げてテレスがトルクの顔を覗のぞき込んでくる。

「どうかした？」

「いや……」

　トルクはとりあえず首を振ってみせる。

　彼の脳のう裏りには──つい数分前、テレスを散歩させる際に使う手て錠じようを取りに行った際の会話がゆるゆると回っていた。
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　テレスの手錠はいつも研究員から手て渡わたされる。

　今日もテレスの散歩時間に合わせてトルクは研究棟の中の一室──研究員達が詰めている部屋へとやってきて手錠を求めた。

　その際──

「今日はギルクリスト伍長は、いないんだね」

　ペンの頭でこめかみを搔かきながら白衣の研究員は何気なくそう言ってきた。

　部屋の入り口で直立不動の姿勢を保ったままトルクは答える。

「はい。今日は体調不良だそうです」

　少なくともギルクリストはそう言っていた。

「ふぅん……またか」

　研究員はあまり興味の無さそうな様子でそう言った。

『またか』

　その一言に少しトルクは引っかかった。

　それはつまりギルクリストが比ひ較かく的てき頻ひん繁ぱんに体調不良を訴うつたえているという事だ。

　確かにギルクリストは強きよう健けんそうに見えないが、かといって脆ぜい弱じやくとも考えにくい。そんな者は、そもそも軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドとして採用される事無く『不適格』として間引かれる筈なのだ。

　となると……ギルクリストが体調を崩くずす様になったのは、採用以後という事になる。

　そしてその後も軍用基準性能調整児童として此処に居るという事は──

（つまり……）

　不吉な想像がトルクの脳のう裏りを過よぎる。

　以前はこんな事を考えもしなかった。与えられた命令を過不足無く遂すい行こうする事だけといつも考えていた。それで十じゆう分ぶんだったし──それ以上思考する事の必要性も無ければ欲求も生じてはいなかった。以前のトルクならばそもそも研究員の一言に引っかかる事も無かっただろう。

「どうすんの、散歩」

　だがトルクの思考は研究員達の言葉によって中断された。

　それは彼に向けたものではなく、彼等同士の間でのものではあった様だが──

「監かん視しってトルク伍長だけでいいのかな？」

「部下を使えば──って居ないんだっけか」

　手にレポート用紙の束たばを持った三人組の研究員は顔を見合わせる。

　実質的に最下層の兵士であるトルク達が、揃そろって『伍長』の階級を与えられているのは、その方が特とく殊しゆ任務や機密任務を遂すい行こうする上で融ゆう通ずうが利きくからだ。一等兵や二等兵では現場での裁さい量りよう権けんが皆かい無むに近い。

　また軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド、特に〈亡霊大隊〉の〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉達は、総合的に見れば一個人で一いつ般ぱん歩兵一個分隊並なみの戦せん闘とう能力を保持している。その意味でも彼等は伍長の階級を与えられているのだ。一等兵や二等兵にあたる部分はディスパレイト達が担当しているとも言える。

　それはさておき──

「大丈夫です」

　すかさずトルクは言った。

「テレスは落ち着いています。自分が見る限り逃とう亡ぼうの可能性は低いと思われます」

「ああ、それなら……まあいいか」

　眼鏡めがねのブリッジを指で押し上げながら研究員の一人が言う。

　彼はふと何か思いついた表情で同どう僚りよう達を振り返った。

「そういや散歩といえば──」

「ああ。あの大合唱」

「いやぁ、ぞくぞくしたよね！」

　研究員達は笑顔でそんな事を言う。

　トルクは少し意外な気がした。

　研究員達にはあのテレス達の歌は不評ではないかと考えていたからだ。少なくとも収容者達が勝手な行動を採とるのは、保安上あまり望ましい事とは言えまい。

　だが──トルクは次の瞬間、自分が勘かん違ちがいをしている事を知った。

「僕等の研究における一つの形ってやつ？」

「特別な実験体に反応して一いつ斉せいに歌い出す、その他の実験体。なんだか映画みたいだったよねえ」

「あれから毎回記録採ったけど、絶対歌うんだよね」

「一種の共鳴なのかね、あれは」

　嬉き々きとして語る研究員達の言葉にトルクは……何か深い虚きよ脱だつ感かんを覚えた。

　彼等は善意や好意からテレス達の歌を許可していた訳ではないのだ。無論、そんなものをこの収容所の兵士や研究員に期待できないのはトルクとて漠ばく然ぜんと理解していた。だが単に実害が無いから放っておく──その程度の事だとトルクは考えていたのだ。

　だが事実は違っていた。

　まったくもって違っていた。

（……あれが実験の成果？）

　トルクにはそうは思えなかった。

　あの大合唱。

　その現場にいたトルクは、全すべてを見ている。聴きいている。

　あれが何だったのかを彼は知っている。

（あれは、テレスと彼女の同どう胞ほう達が一いつ緒しよに歌うことを楽しんでいるだけだ……なのに……どうしてあれが研究の成果だと……？）

　待て待て──と研究員の一人が手を振った。

「しかしその説じゃ老人達が歌った事の説明にならない。若い連中はともかく、年寄り連中の体内にはディスパレイトは居ない訳だから」

「確かにね」

「もう少しデータを採りたい処だったけど──」

「しょうがないね。准佐の判断だし──」

（『年寄り連中の体内にはディスパレイトは居ない訳だから』──？）

　それは一体どういう意味か。

　逆に言えば若い者達の体内にはディスパレイトが居るという事か。

　ディスパレイトが体内に……？

「…………」

　無論──トルクにその言葉の意味を問い質ただす権限は無い。

　うっすらと困こん惑わくの表情を浮かべて立ち尽くすトルク。

　もう用は済んだとでも言うかの様に、研究員達は書類を睨にらみながら羽虫でも追い払う様な仕草で手を振った。

「それじゃあ、まあ、行ってきてよ。散歩はストレス発散に必要だしね」
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　散歩はいつも同じ場所で行われる。

　この単調な繰くり返しが本当に研究員の言う様なストレス発散になるのかどうか──トルクには分からない。彼女が歩く事を許された中庭は、やはりいつ来てもひどく無む味み乾かん燥そうとした場所で──トルクの眼から見てさえ面おも白しろみのある場所とは思えなかった。

　だがテレスにとって、此処に来る事はやはり大切な意味を持っているのだろう。

　墓ぼ碑ひの如き灰はい色いろの建物に囲まれて。

　蜘く蛛もの巣すの如き冷たい金かな網あみに仕切られて。

　しかしそんな場所でもテレスは気持ちよさそうに眼を閉とじ胸に手を当てて深呼吸する。

　そして花弁の様な唇くちびるが……歌を紡つむぎ出した。

「…………」

　トルクは静かに──己おのれの呼吸の音さえ抑おさえて彼女の歌に聴き入る。

　それは遊牧民独特の感性で練り上げられた祭り歌だ。

　素そ朴ぼくで。力強く。そして何処か懐なつかしい。

　テレスの可か憐れんな歌声は何処までも透明で……その旋せん律りつを無心に聴いていると、そのまま意識が空に溶とけていきそうな感覚すら在る。

　歌うのは未だ十代半ばの少女の声。歌われるのは遥はるかな時代を超えて連れん綿めんと受け継つがれてきた民族の歌。新旧の入り交じる不可思議な──旧ふるくて新しい響きがゆるゆるとトルクの身を包み込んでゆく。

　だが──

「…………」

　じっとテレスの歌に耳を傾かたむけていたトルクは──不意に違い和わ感かんを覚えた。

　テレスも同じく気づいたらしい。

　伸のびやかに青空へと広がっていた歌声は徐じよ々じよに萎しぼんでいき……やがて力無く途と切ぎれた。

　後に残るのは静せい寂じやくのみ。

　追つい随ずいする筈はずの歌が聞こえない。

　テレスの歌を芯しんとして、彼女を包み込むかの様に、今日も収容所全体から響ひびき渡わたる筈の歌声が──無い。

「…………どうして……」

　テレスは怯おびえた様に呟つぶやいた。

　だが応こたえる声はやはり無い。疑問に答える声も無い。

　テレスはひどく気落ちした様子で項うな垂だれていたが──

「…………」

　やがて彼女は再び顔を上げて歌い出した。

　先程よりもずっと高く。ずっと力強く。まるで訴うつたえ掛かける様に。

　それが彼女の全身全ぜん霊れいを込めた歌唱であるとトルクにも分かった。全身の生命力を歌声に換かえて絞しぼり出そうとするかの様な──痛々しい程の歌い方だった。

　恐らく喉のどにかかる負担も相当なものだろう。だが構わずテレスは更に声を上げる。細い身体からだを折って、金網に額ひたいを付けて、祈いのるかの様な姿勢で彼女は絶ぜつ叫きようにも似た歌を紡つむぎ続けた。

　ここに居ます。

　私はここに居ます。

　あなたはそこに居ますか……？

　私の歌はあなたに届いていますか……？

　それは悲痛な問い掛けだった。

　耳にすれば応じずにはおれない……そんな歌だった。その資格が自分に在るのならばトルクは同じく渾こん身しんの力で歌っていただろう。だが彼女が喚よんでいるのは自分ではない。彼女に今応えてやれるのは自分ではない。

　だからトルクはただ切実に願った。

　──誰か。

　誰でもいい。

　一人でもいい。

　誰か──歌ってくれ。

　彼女に応えてやってくれ。

「…………」

　だが。

　返ってくるのはただ残ざん酷こくな静寂ばかりだった。

　やがてテレスは肩を震わせて──金網に指を掛けたままぶら下がる様にしてその場に膝ひざをついてしまう。ぜいぜいと苦しそうに喘あえぐ彼女を気き遣づかってトルクもその場に膝をつくと──翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみが不安をたたえて彼を見つめてきた。

「……どうして……？」

　彼女の言わんとする処は無論トルクにも分かった。

　昨日までは確かに彼女に応える声が在った。彼女の歌を引き金として、この殺さつ風ぷう景けいな強制収容所の中に遊牧民達の歌が溢あふれた。研究員達も言った様に──必ず。

　それは互たがいの存在を確認して呼び合う声でもあったのだ。

「……みんなの声が……聞こえない……」

　静まりかえった強制収容所の風景は、トルクの眼にすら、いつもよりもひどく冷たいものに映った。当然に在るべき筈の温度を失った……そう、まるで死体の様に。

「トルク……」

　袖そでを摑つかまれてトルクはテレスへと視線を戻す。

「あの柵さくの向こうにある建物にみんなが居る筈なのに……なんだか変なの、うまく言葉では言えないけど──ねえ、トルク。みんなが心配なの、何があったのかあなたは知らない……？」

「いや……自分も、聞けるつもりで君を見ていたから……」

　何か引っかかりを覚えてトルクは一度、口を閉とざした。だが何か判わからず首を捻ひねる。

　今までは反応が在った以上──聞こえていないという事はあるまい。まさか全員が急に防音設備の整った部屋に移された訳でもなかろう。

　また先の研究員達の台詞せりふからも分かる様に、遊牧民達の合唱は禁じられていない。だから妨ぼう害がいされているという訳でもなかろう。

　では──

（残りの可能性は……）

「急に誰も応えてくれなくなるなんて……おかしいわ」

「それは……そうだけど……」

「聞こえなかったのかも……私、もう一度歌ってみる」

　両手に力を込めて立とうとするテレスを──しかしトルクは肩に手を置いて制した。

「待って。あれだけ声を出してたんだから、聞こえていないっていうのはないと思う。そんなに全力で何度も歌っていたら喉のどが潰つぶれてしまう」

「でも……」

「明日、歌えなくなったら困るだろう？」

　言って──トルクは気づいた。

　自分がテレスの歌を……いやあの収容者達が声を合わせて歌うあの歌を聴く事を、楽しみにしていたのだという事を。自分の胸に横たわる奇妙な虚きよ脱だつ感かんが、あの歌を聴けなかった事に対する失望なのだと彼は気づいた。

　あの歌を聴きたい。あの歌を浴あびたい。あの歌に抱かれたい。

　純粋にそう思ったからこそ彼は『次』を──『明日』を望んだのだ。今は駄だ目めでも次ならばと思ったのだ。それは何の根こん拠きよも無いもので……情報分ぶん析せきの結果得られる予測や予想の類たぐいとは違う。

　それは間違いなく……彼の中に生まれた欲求が導き出した『希望のぞみ』だった。

　機械の様に生き、機械の様に死ぬ筈の彼が、持ち得ない筈のものだった。

「トルク──お願いがあるの」

　すがる様な眼でテレスは言った。

「みんながどうして応えてくれないのか……調べてきて……」

「……それは」

　トルクは躊ちゆう躇ちよした。

　兵士が個人の判断で勝手に囚しゆう人じんや捕ほ虜りよの頼たのみを聞くことは軍規で禁じられている。実験体なら尚なお更さらだ。上官に申しん請せいして判断を仰あおぐ事は可能だが、ダラスが聞き入れてくれるかどうかは疑問だった。

　なのに……駄目だと分かっているのに、その一方でテレスの望みを叶かなえる方法を考えている自分が居る。どうすれば原因を探る事ができるだろうと……幾いくつもの可能性を検討し最さい善ぜん策さくを模も索さくしている。

「トルク……！」

　テレスが懇こん願がんの表情で彼の名を呼ぶ。

　だがトルクは小さく首を振って言った。

「……君のお願いを聞く権けん限げんは、自分には無いんだ」

「…………」

　失望の色が彼女の白い貌かおに広がっていく。

　テレスの指が金網から滑すべり落ちる様に離はなれた。

「だから」

　トルクは言った。

「勝手に調べる」

「──え？」

「自分は自分の任務としてどうして誰も応えなかったかを調べてみる。それなら禁じられていない。自らが任にん務む遂すい行こう上で必要と判断した情報を入手する権限が自分にはある」

「トルク──」

　そこまで言ってテレスははっとした表情を浮かべる。

　自分とトルクの置かれている立場と──そして自分がトルクに求めていた事がいかに無茶なものなのかに気づいたのだろう。

「……ごめんなさい私……あの……」

　力無く首を振るテレス。

『無理に自分の頼みを聞いてくれなくて良い』という意味なのか。それとも『そんな積もりじゃなかった』という意味なのか。さすがに察しの悪いトルクには分からない。

　ただ……むしろその事がトルクに決意を固めさせた。

「調べてくる」

　念を押す様にトルクは言った。
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　収しゆう監かん棟とうに入るのは意外と簡単だった。

「アホか──お前は」

　そう言いながらトルクの半歩前を歩くのはギルクリストである。

　兵へい舎しやで休んでいた処をトルクに起こされて──彼は極きわめて不ふ機き嫌げんだった。まあトルクが知る限り、彼はいつも不機嫌ではあるのだが。

　ちなみにテレスは今……研究員達の検査を受けている最中だ。

「お前がこの施し設せつに着任して何日たったと思ってんだ。なんで今更、収監棟が見学してぇなんて言い出す？　任務遂すい行こう上の疑問解消だかなんだか知らねぇが、くだらねぇ事に俺を巻き込むな」

「すまない」

　トルクは素直に謝しや罪ざいした。

「でもダラス准じゆん佐さからは、分からない事があったら君に聞けと言われているし」

「…………」

　ダラス准佐の名を出されると彼も弱いらしい。

　短く舌打ちしてギルクリストは黙だまり込んだ。

　元々……トルクは一人で収監棟に入る積もりだった。

　だが既にこの強制収容所での勤務が長いギルクリストはともかく、トルクは初日から殆ほとんどテレスの部屋と中庭と兵舎の三カ所を行き来しているだけなので、施設の他の場所に行くのには不ふ慣なれなのだ。

　そういう訳で、迷わぬ様に、効率良く回れる様にと、事細かに施設内の事を聞いていると──ギルクリストは苛いら立だたしそうにベッドから身を起こして『面めん倒どうくせえ。ついてこい』と言って歩き出してしまった。

　案外……面倒見が良い性格なのかもしれない。

　そんな事を考えつつもトルクはギルクリストの後をついて収監棟に入る。

　付属の施設には──兵士達の詰つめ所や囚人食用の調理場などに用は無い。ギルクリストにそう告げて、遊牧民達が閉じこめられている監かん房ぼう区く画かくへと真まっ直すぐに向かう。

　だが──

「無人……？」

　狭せまく薄うす暗ぐらい廊下を歩きながら──トルクは思わずそう呟つぶやいた。

　監房の中は空からだった。

　どれもこれも全すべて。

　確かにそこは昨日まで使われていたのだろう。それを証明する様に──まるでついさっきまでそこに大勢の人が居たかの様に、毛布が幾いくつも幾つも無む造ぞう作さに放り出されている。

　だがそれだけだ。

　監房の鉄てつ格ごう子しの扉とびらは全て開け放たれていた。

　全員──出て行ったのだ。いや。自らの意志で出て行ける筈も無いから、連れ出されたのだろう。だが一体何処に連れて行かれたのか……？

　トルクは辺あたりを見回し──廊下の突き当たりに在る小さな窓の下で、デッキブラシを使い床を磨みがいている兵士を見つけた。

「おい。ちょっと訊たずねたい事がある」

　言ってトルクは兵士に近づいた。

　一等兵の階級章を付けたその兵士は、怪け訝げんそうに顔を上げてトルクとその横に立つギルクリストを見たが──二人の軍服に付いた階級章と部隊章を見てすぐに表情を改めた。

「はっ。なんでしょうか」

　背筋を伸ばして敬礼する兵士。

「どうして収容者の姿がないんだ？」

「第四区画へ移動させた後だからであります」

　年齢はトルクの方が恐おそらく幾いくつも下なのだが──軍隊において階級は絶対だ。兵士は直立不動の姿勢で答えてきた。

「第四区画………？」

　ふと──トルクの脳裏で何かが嚙かみ合った。

　研究員達の会話だ。

『もう少しデータを採りたい処だったけど──』

『しょうがないね。准佐の判断だし──』

　あの時は先の台詞せりふに気をとられて聞き流していた。

　だが今にして思えば研究員達は、あの遊牧民達の大合唱を過去形で語っていた。まるで終わった事の様に──もう二度と無い事の様に。恐らく彼等はもう収監棟に誰もいない事を──テレスの歌に誰も応こたえない事を知っていたのだ。

「ギルクリスト──」

　トルクはギルクリストの方を振り返る。

　鉄格子にもたれかかって退屈そうに腕組みしていたギルクリストは、やはり面めん倒どう臭くさそうに片かた眉まゆを上げて言った。

「なんだ。そっちも見てぇのか？」

「……ああ」

　少し考えてからトルクは頷うなずく。

「……こっちだ」

　また舌打ちをこぼして歩き出すギルクリストと──その後ろをついていくトルク。

　第四区画と呼ばれる場所にはすぐに着いた。

　それは収監棟と収監棟の間に建たてられた建物だった。

　塀へいに寄り添うようにしてひっそりと建っているその建物の外観は、工場にも似ていた。

　三角形を真っ二つにした様な片流れの屋根にはいくつも煙えん突とつがあり、灰はい色いろのブロックを積み上げて[image: 隙]すき間まを漆しつ喰くいで塗ぬり固めた壁かべは煤すす汚よごれの様な染しみで黒ずんでいる。

「…………」

　何故なぜかは分からない。

　だがその建物へと近づくにつれて、トルクは胸の内で心臓が激しく脈打ち始めるのを自覚した。焦しよう燥そう感かんにも似ているが違う。それはもっと重く暗いものだった。

「お前の『捜さがしもの』はあれか？」

　胸の内を見み透すかしたようなギルクリストの物言いに──トルクは思わず足を止める。

　鉄製の扉の前に立ったギルクリストは、肩かた越ごしにトルクを振り返って目をすがめていた。

「気づかれてないとでも思ってたのかよ」

「………」

「いきなり収容棟を見学したいと言い出したかと思や、次は第四区画。収容者の後を追っかけてるみてぇな行動じゃねーか」

　細めた眼の奥からギルクリストは抉えぐる様な視線を送ってくる。

　テレスの望みを叶かなえる為に行動しているという事まで見抜かれてしまえば、トルクは間違い無く軍規違い反はんに問われて懲ちよう罰ばつ房ぼう行いきだ。それ自体はトルクにしてみればさして苦でもないが──もっと過か酷こくな環境下で彼等、軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド達は育ってきた──テレスの望みを叶えてやれない事や、彼女としばらく会えなくなる事は辛つらい。

　トルクは口の上手うまい方ではない。

　誤ご魔ま化かしのために言葉を重ねる位なら、黙だまっていた方が未だ安全だろう。彼はただ沈黙を維い持じしてギルクリストの鋭するどい視線に耐たえ続けた。

「……ちっ」

　舌打ちしてギルクリストは視線を逸そらし、鉄てつ扉ぴのハンドルに手を掛けた。

「なんで目的をはっきり言わないのか知らねえが、最初から言えばこんな面倒な回り道せずに済んだんだ」

「……すまない」

「ほらよ。お前の見たかったのはコレだろう？」

　勢い良く扉が開放される。

　途と端たん──

「ッ……!?」

　吹き付けてきた熱風に思わずトルクは腕を上げて顔を庇かばっていた。

　だが……それでは足りなかった。息も止めるべきだったろう。無論それは最悪の現実と直面する瞬間を、ほんのわずか先延ばしにする程度の事でしかなかったろうが。

「……これは……!?」

　それは戦場で嗅かいだ覚えの在る臭においだった。

　トルクは未だそれほど実戦経験を積んでいる訳ではないが、それは比較的彼にとって馴な染じみのものだった。大抵の戦場にそれは在った。鉄と。血と。炎と。純然たるそれらの臭いが混じり合った果てにいつもそれは在った。

　肉の──人間の焼ける臭しゆう気きだ。

「…………！」

　腕を降ろして建物の内部を見回したトルクは愕がく然ぜんとした。

　広い広い空間がそこには在った。建物の中を仕切る内壁は一枚も無い。天てん井じようを支ささえる為に最低限必要と思われる柱が数本立っているだけだ。

　そしてその奥──突き当たりの壁には巨大な鋼こう鉄てつの塊かたまりが在った。

　ごつごつとした筐きよう体たいの真ん中には両開きの鉄扉が付いている。更に何本かのパイプが血管の様に筐体の表面をはい回り──その中の一際太いものは天井へと延びていた。恐らくは屋根越しに煙突へと繫つながっているのだろう。

　そう。それは焼しよう却きやく炉ろだ。それも極めて大型の。

「まさか……」

　今まさに焼却炉は稼か働どう中ちゆうだった。

　焼いているのだ。

　何を？

　それは勿もち論ろん──

「何驚いてやがる？」

　怪け訝げんそうにギルクリストは言った。

　彼の肩越しに小さな『山』が見えた。

　大量の何かが積み重ねられて盛もり上がりを成している。最初──それは何か別のものに見えた。生きて動いている時のそれと、今動きを止めて無造作に積まれているそれとでは、あまりに印象が違い過ぎたからだ。

　何十という──いや恐らくは百を超こえる程の。

　それは。

「ここは……ここは」

「死んだ実験体やらディスパレイトやら……それに用の無くなった収容者を処分する為の処理場だよ。知ってて見たかったんじゃねぇのか？」

　なおも顔へ吹き付けてくる熱風は──胸が悪くなるような粘ねばり気を帯びていた。

　燃やされた脂し肪ぼうが空気中に拡かく散さんしているのだ。唇くちびるの辺りがべとべとしてくる。戦場ではそんなもの気にした事さえ無かったのに……今のトルクにとって、それは耐たえ難がたい程の悪お寒かんを伴ともなう感覚だった。

「あの中に収監棟の……」

「そうだよ」

　事も無げにギルクリストは言った。

「ここじゃ『第四区画行き』ってのは焼しよう却きやく処しよ分ぶんを意味するんだよ」

「強制労働させているんじゃなかったのか……？」

「ダラス准佐が言ってたぜ」

　鼻を鳴らしてギルクリストは言った。

「『災わざわいの種は芽め吹ぶく前に取り除のぞくのが肝かん要よう』──例の『歌』のせいで妙みようにこいつら結けつ束そくを固めてた様だしな。暴動でも起こされたら面倒だろ。実験に使えそうな連中以外はガスで殺して焼却処分だ」

　歌。実験。

　不意に研究員の言葉がトルクの脳のう裏りを過よぎった。

「実験体の中に……ディスパレイト……」

「なんだ、そこまで知ってたのかよ。そうだよ。年齢がいきすぎたヤツや病弱体質のヤツはディスパレイトを寄き生せいさせても最初の拒きよ否ひ反応を乗り切れねえから、実験に使わねえんだとよ。軍が品種改良した寄生型ディスパレイトは数が少ねぇからな……ま、体質の問題で若い健康体も結構、実験中に死んだみてーだぜ」

　何処か嘲あざける様な口調でギルクリストは言う。

　彼はトルクを振り返り──そして眉まゆをひそめた。

「なんだよ。これが見たかったんじゃなかったのか？」

「…………」

　トルクは首を振った。

　何度も何度も首を振った。

　幸か不幸かそんな気力は全く無かったが──もし言葉を発する余よ裕ゆうが在ったならばトルクは大声で喚わめき散らしていただろう。

（──違う！　こんなものが見たかった訳じゃない……！）

　巨大な焼却炉は尚も轟ごう々ごうと唸うなり……その腹に飲み込んだ遊牧民達の遺体を延々と灰はいに変え続けていた。




　　　　●




　空に──爪つめ痕あとの様な月が白しら々じらと輝いていた。

　廃はい墟きよと化した街の片かた隅すみにトルクは〈亡霊大隊〉の同どう僚りよう達と共に居た。砲ほう撃げきでできた舗ほ装そうの裂さけ目を掘り広げて作った塹ざん壕ごうの中だ。彼等は地の裂さけ目に座り込んで、敵てきの攻こう撃げきから身を隠かくしていた。

　辺あたりには血と鉄と炎ほのおの臭においが充じゆう満まんしているが、軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド達はそんなものに怯ひるんだりはしない。そんなものは訓練中にもさんざん嗅かいできたからだ。

（…………）

　ふとトルクは気づく。

　違う。これは現実ではない。これは夢ゆめだ。

　いつも見ている夢の──その続きだ。

　描えがき出されるその風景はあまりに精せい緻ちに過すぎて──それと気づくのに時間が掛かってしまった。光も。音も。臭いさえもがそこには在った。必要以上の精密さで──偏へん執しつ的てきな程の細かさでそれは再現されている。

（これは……）

　どうしてこんな夢を見るのだろう？

　それともこれは夢ではないのだろうか？

　トルクは考える。

　──ザ。ザザ。ザ。

　傍かたわらの通信機が雑音を漏もらす。

　トルクにはそれは単なる無意味な音の繫つながりに過ぎなかったが──どうやら傍かたわらの同僚にはそうは聞こえなかったらしい。

「偵てい察さつ隊たいから連れん絡らく──来たぞ」

　その兵士はそう言って身を起こし塹ざん壕ごうの中からほんのわずかに身を乗り出す。

　他の兵士達も──トルクも含ふくめ──彼に倣ならい身を起こす。

　真まっ直すぐに延びた街路の先に動くものが見えた。

　無数の人ひと影かげ。

　このとっくに放ほう棄きされた街を敵軍が横切って移動しているのだ。

「ディスパレイト戦──用意」

　分隊長役の兵士が抑おさえた声でそう告げる。

　塹壕の中で〈亡霊大隊〉特有の──熱の無い殺気が膨ふくれあがる。

　トルク達は背負っていたバックパックの金具を外はずした。このバックパックの中にはディスパレイトと並ぶ特異生物──これをディスパレイトの一種に含める学者も居るが──が入っている。

　界ペネ貫トレ花イター。

　それは空間と空間を貫つらぬいて生える植物に似にた何かだった。二つの空間に跨またがって存在する事でその温度差を──熱量差を取り込んで自身を維い持じする。別の学者は生物に近きん似じの形をした自然現象だとも言うが、詳くわしい事は分かっていない。

　ただこの花の様な何かは、空間と空間を貫いて存在する。

　そして〈異生物使いデイスパレイト・ハンドラー〉ならば、これを使って別の場所に居るディスパレイト達を『召しよう喚かん』する事ができるのだ。本来ならば維持するのに粋槽タンクなどという大掛かりな設備──加圧器ポンプや電熱器ヒーター、温度調整装置サーモスタツトを動かす為の電源供給も含めて──が必要となるディスパレイトを、兵器化しようなどという発想は、この界貫花の存在が無ければ成立し得なかったものだ。

　そもそもこちら側の世界にディスパレイトが迷い込む様になったのも、この『花の様に見える何か』が二つの世界を繫いでしまった結果である。

　それはさておき……




　──ぱぽぅ……




　短い鳴き声と共に、トルク達の背中から揃そろって血の様な深しん紅くが溢あふれ出す。

　ディスパレイトである。

　界貫花の内部に形成された超ちよう空間回かい廊ろうを通って、彼等が召喚されたのだ。異形の生物達は〈亡霊大隊〉の兵士達の頭上で緩ゆるやかに舞まう。空中を浮ふ遊ゆうする紅くれない色いろの彼等の姿は──まるで風に吹ふかれて舞まい上がる無数の花弁の様だった。

　無論……敵軍もすぐにディスパレイトの存在に気づくだろう。

　故に間かん髪はつ入れずトルク達はディスパレイトに命じた。

『踊おどれ──〈アルメデウス〉』

　ディスパレイト達の動きが瞬しゆん時じに激はげしさを帯びる。

　螺ら旋せんを描えがいて踊るディスパレイト達──その軌き跡せきに沿ってぐにゃりと空間が歪ゆがんだ。

〈アルメデウス〉達の舞ぶ踊ようは空間転移の効果を発揮する。

　転移させるものは別に何でも良い。

　予め定めておいた場所に在るものが空中に転移して降り注そそぐのだ。

　石いし礫つぶてでも。銃じゆう剣けんでも。

　あるいは──

「ぎゃあああああああああああああああああああああああッ!?」

　──濃のう硫りゆ酸うさんでも。

　白はく煙えんが大量に吹き上がり、強酸によって肉の焦こげる音が噴ふき上がる。銃じゆう弾だんや刃は物ものはヘルメットや防弾装そう備びに防ふせがれる可能性が在るが、頭上から大量に落下する濃硫酸入りの瓶びんは装そう甲こうの類たぐいでは防ぎ様が無い。薄うすく割われ易やすい容器は建物の壁かべに、地面に、そして敵軍兵士達の身体からだに当たって割れ飛び、無数の破片と濃硫酸を撒まき散らした。

　敵軍の兵士達は悲鳴を上げながら地面を転げ回る。

　だが──

　程なくして、苦く悶もんする腕や足が地を叩たたく音は止み、弱々しい苦く鳴めいだけが亡ぼう霊れいの啼なき声の如く地面を這はった。全員即そく死しとまではいかなくとも、戦せん闘とう能のう力りよくを残している者は恐らく皆かい無むだろう。

　トルク達は頷うなずき合う。

　双そう眼がん鏡きようを握にぎって敵兵の様子を確認していた一人が合図を出すと、〈亡霊大隊〉の少年兵達はディスパレイトを界貫花ペネトレイターの中に──その向こうにある粋槽タンクに戻し、揃そろって塹ざん壕ごうから飛び出した。

　手には全員が銃剣付きの小銃を構えている。

　彼等の主武装はディスパレイトではあるが、勿もち論ろん、一いつ般ぱん兵へいと同様の武装も扱あつかえる。小銃や銃剣の方が手っ取り早い場合も少なくないのだ──特に戦闘能力を失った敵兵にとどめを指す場合などは。

　トルク達は軍ぐん靴かの足音を響ひびかせて地に転がる敵兵に向けて殺さつ到とうする。

　銃を使うまでも無いと判断した相手は、そのまま鉄板入りの靴くつ底ぞこで踏ふみ殺してしまえば良い。まるで雑草の生えた野を歩くが如く、トルク達は負傷者で敷しき詰つめられた道を冷れい淡たんに進んでいった。

　──ぐしゅ。

　湿しめった音と共に、靴底の下で肉が潰つぶれ骨が砕くだける感かん触しよくが伝わってくる。

　だがトルクは眉まゆ一つ動かさずに敵兵を踏んで前進していった。

　この辺りまでは今までに何度も見た夢だ。

　目覚めれば忘れてしまうが──繰くり返し見ているから分かる。いつもこの辺りでトルクは全身を汗に濡ぬらして起きるのだ。現実に戻った彼はこの夢から解放される。

　だが……今日は続きが在った。

「──？」

　不意に。

　誰かに足首を摑つかまれてがくん、とトルクはつんのめる様にして立ち止まった。

　反射的に手にした小銃の銃口を向けたトルクは……そこで息を詰まらせて目を見開いた。

　見知った顔がそこには在った。

　いつだったか、テレスと親しげに話をしていた白い口くち髭ひげの老人だった。

　名は確か──

「クリード……さん……？」

　こんな処にクリード老人が居る筈はずが無い。

　これは記き憶おくの混こん濁だくが引き起こす夢だ。それは間ま違ちがいが無い。

　だが──

「……………」

　着ている民族衣い装しようを血でまだらに染そめた老人は、殺意に満ちたもの凄すごい形ぎよう相そうでトルクを睨にらんでいた。その顔面の半なかばは硫酸によって焼け爛ただれ、見るも無む惨ざんな状態になっているが、老人は残った左目に怨えん嗟さを滾たぎらせている。その右腕もやはり焼け爛れ、更に瓶びんの破片が突つき刺ささっているが──がっちりと細い指がトルクの軍ぐん靴かに食い込んでいた。

「──ッあ」

　瞬間的にトルクの脳のう裏りを恐きよう怖ふが駆かけ抜ける。

　それは久しく──本当に久しく忘れていた原初的な感覚だった。

　後あと退ずさろうとしてよろめいたトルクは、姿勢を崩くずし、その場に尻しり餅もちをついた。

　同僚兵士に救きゆう援えんを乞こおうと慌あわてて周りを見回すと……いつの間にか部隊の姿はなく、廃はい墟きよの道の真ん中で、トルク一人が大量の骸むくろの中に取り残されていた。

　嫌いやな汗あせが次々と吹き出だしてトルクの全身を濡ぬらしていく──

「何が、なに……何が、何が……どうして、あなたがここに？」

　分かっている。これは夢だ。

　だからクリード老人が出てくるのだ。

　どうしてなどと問う事に意味など無いのだ。

　これは夢なのだから。

　でも──

「あなたはもう居ない筈だ──あそこで焼かれて無くなったんだ、こんな場所に居る筈が、居る筈が無いんだ、あなたは、あなたは」

　夢に道理を説く程に無意味な事は無い。

　どこかでそんな事は分かっている筈なのに、トルクは悲鳴じみた調子で口から言葉が漏もれるのを止められなかった。

　ふと──老人の手の力が緩ゆるむ。

　殆ほとんど反射的な動作でトルクは老人を蹴けり離はなして立ち上がった。

　彼は改めて辺りを見回し──

「──！」

　足あし下もとに累るい々るいと広がっている骸むくろの群れを見て息を吞のんだ。

　武装した敵兵の骸など一つもなかった。そこに在ったのは、いずれも非武装の老人達の遺体だった。どれもこれも──誰も彼もに僅わずかだが見覚えがある。彼等はあの最初の大合唱の時にトルクが見た老人達だった。

　しかも──

「──!?」

　大量に折り重なる骸。

　その中に──月光を跳はね返す様にして輝くものをトルクは見た。

　眼にも鮮あざやかな金きん髪ぱつ。

『実はね、私は純粋なバレンバ高原遊牧民バレンヴイアンじゃないの』

　以前──はにかむ様な表情でテレスが言っていた台詞せりふをトルクは思い出す。

　彼女は自分の金髪を一房手にとって言った。

『父さんは別の土地の人なの。だから私のこの髪は父さん譲ゆずり』

「まさかっ……！」

　嫌な予感が具体的な形を採とる前に、トルクはそちらへと駆かけ寄っていた。

（まさか。まさかまさかまさかまさかまさかまさかまさか──！）

　何度も何度も死体に躓つまずき、転てん倒とうしそうになりながらもトルクはその鮮やかな金髪の傍そばへと辿たどり着く。

　そして──

「…………！」

　俯うつむけに倒たおれているのはやはり小こ柄がらな少女だった。もう死んでいるのだろう、その華きや奢しやな身体はぐったりと四し肢しを投げ出し、ぴくりとも動かない。

　トルクは酸が己おのれの手に付くのも構わず少女を抱だき起こす。

　奇き跡せき的に彼女の顔は焼け爛れていなかったが──代わりに瓶びんの破片がその喉のどに深々と突き刺さっている。やはり絶命しているのだろう、少女の身体は見た目よりも遥はるかに重く、そして何よりも急速に冷たくなりつつあった。

「あ、ああ……あああ、ぁあああ………」

　がたがたとトルクは震ふるえ出した。

「テレス……テレスッ……！」

　少女の亡なき骸がらを抱きかかえてトルクは慟どう哭こくする。

　これ以上の悪あく夢むは無い。

　彼は自分の手でテレスを殺してしまったのだ。

　だが……

「テレス……自分は……自分はッ……！」

　悪夢はその程度では終わらなかった。

　突とつ如じよ──

「──!?」

　みちみちみちみちみちみち。

　何か布を引き裂さく様な音がする。

　それはテレスの遺い骸がいの胸元から聞こえていた。

　そして──

「──ッ!!」

　テレスの胸が弾はじけた。

　大量の血と肉片がトルクの顔に浴あびせかけられる。

　内側から突き破られたのだろう。あまりの事にただ呆ぼう然ぜんとするだけの少年兵の顔に──少女の肋ろつ骨こつを押おし退のけて伸びてきた二本の手が掛けられた。

「ひッ───」

　声にならない悲鳴を上げて逃のがれようとするトルク。

　だが身体が動かない。二本の手が左右から、がっちりとトルクの頭に指を食い込ませ彼を摑つかまえていたからだ。

「ふ。ふふ。ふふふ。ふはは。ふは。ふはははははは。ははははははははは！」

　哄こう笑しようが迸ほとばしる。

　めりめりと更にテレスの肉を裂さきながらその奥から顔を覗のぞかせたのは──ダラスだった。

　トルクの実の兄はひどく芝しば居いがかった大おお仰ぎような笑みを浮かべながら、高々と笑った。

「トルク。何を驚いている？　何を恐れている？　ここは笑う処だ。笑え。お前は立りつ派ぱに己の本分を果たした。喜べ。お前は蹂じゆう躙りんする側に回った。この世には暴力をふるう者とふるわれる者、蹂躙する者とされる者しかいない。お前は前者になれた。おめでとう──トルク、そうとも、お前は私の自じ慢まんの弟だ！」

「ち──違……」

　喘あえぎながらようやくトルクは絞しぼり出す様な声を出した。

「違っ、ダラス、准佐……自分は………っ」

「トールーク……」

　ダラス准佐は哀かなしげに──それすら何処か芝居じみていたが──首を振った。

「本当に融ゆう通ずうの利きかない弟だ──二人っきりの時くらい、兄さんと呼んでくれても良いだろう？」
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「…………ッ!!」

　もしも声が出ていれば──トルクは同じ兵舎で眠る全員を叩き起こす事になっていただろう。だが幸いにも、既に恐きよう怖ふで呼吸の乱れきっていた彼の口からは、ただ、かひ、かひ、という息も絶たえ絶だえの喘あえぎ声しか出てはいなかった。

　トルクは弾はじかれた様にベッドの上で身を起こす。

「はぁっ……はぁっ……はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

　トルクは荒あらい息を落ち着けて額の汗をぬぐった。

　薄うす暗ぐらい部屋をトルクは慌あわてて辺りを見回す。

　よく見慣れた──この強制収容所に配属されてから割り当てられた部屋だった。

　部屋の隅すみに位置する三段ベッドの一番下にトルクは居た。

　消しよう灯とうして部屋は真っ暗だ。その暗さに目が慣れてうっすらと室内の輪りん郭かくが見える。

　部屋を見渡すと、三段ベッドにそれぞれ潜もぐり込んで少年兵士達が眠っていた。

　いずれも〈亡霊大隊〉の兵士達だ。

「…………」

　まるで人形が──いや死体が眠っているかの様だった。

　誰も彼もが一様に同じ姿勢で同じ無表情のままに眠っている。

　彼等はきっと夢も見ないのだろう──かつてのトルクと同様に。

「……自分は…………」

　一体どうなってしまったのか。

　さっきまで自分が寝ていたベッドの二段目を一いち瞥べつすると、壁に向かって身体を丸めているギルクリストがかすかに寝息を立てている。ギルクリストとトルクが同じ時間に同じ部屋で眠る事は珍めずらしいが──今日は長めの実験をするという事で、トルクもギルクリストも揃そろって休養する事を命じられた。

　軍隊においては休養も義務だ──兵士としての性能を維い持じする為の。軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドなら尚更の事ではあった。だから他の〈亡霊大隊〉の少年兵士達は静かにただ眠っている。命じられた様に命じられた方法で同じ様に眠りに落ちる。

　それは夢を見る為ではない。

　人形は夢など見ない。見る必要が無い。

　なのに──

「…………夢……夢だ……あれは……夢だ……」

　何度も自分にそう言い聞かせて呼吸と鼓こ動どうを落ち着かせる。

　そういえば今日は──精神安あん定てい剤ざいを飲むのを忘れていた。ここ数日はきちんと休養する為にと、収容所の兵站部に申しん請せいして処しよ方ほうしてもらっていたのだ。『眠れないから』と精神安定剤を求める軍用基準性能調整児童を見て、兵站部の人間は、あり得ないものを目まの当たりにしたかの様に驚いていた。

「…………」

　到とう底てい寝直す気分になどなれない。

　トルクはベッドから降りて部屋を出た。

　──静かだ。

　常じよう夜や灯とうが幾いくつか点ともっている以外には、光の無い兵舎の廊ろう下か。勿論、夜や勤きんの兵士達は居るだろうが──まるで世界全てが寝静まっているかの様に、物音が絶たえている。

　トルクは汗でびっしょりと濡ぬれた身体を引きずる様にして廊下の奥の洗面所に行くと、蛇じや口ぐちをひねって水を出し──掌てのひらに受けたそれで顔を洗った。

　蛇口の上の壁に貼はられた鏡を見る。

　そこには……一晩で何十年分も老ふけたかの様に、酷ひどく憔しよう悴すいした顔が在った。まるでそれは見知らぬ他人の顔の様で、トルクの眼には、己おのれの顔ながらひどく哀あわれで惨みじめなものに映っていた。

（なぜ……）

　いつもはここまで酷くないのに。

　いつもは目覚めてしまえば忘れてしまう程度のものなのに。

　どうして──

（あんな夢を……？）

　自らに問うてからトルクは顔を引きつらせて──笑った。

　何故？

　決まっている。

　昼間あんなものを見たからだ。

　収容者達の遺体をまるでゴミの様に焼き続ける巨大な焼却炉。

　居なくなった遊牧民達の──末まつ路ろ。

「…………テレス…………」

　壁へもたれ掛かる様に──鏡へと額を付けて呻うめくトルク。

「……自分は……明日……彼女にどんな顔をして会えばいい……？」

　慟どう哭こくの如き問い掛けに答える声は無論なく──トルクはその場に力無く座り込んだ。
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　翌朝──トルクはギルクリストと交代する為に研究棟に向かった。

　テレスの散歩は専もつぱらトルクの仕事になっている。歌を歌う以外は彼女も暴れたり逃げようとしたりする様子が無いのでダラス達が『散歩の際の監視役は一人でいい』と判断した様だった。

　本来ならばそれは楽しい時間である筈だった。

　テレスが散歩の時間を心待ちにしているのは間ま違ちがいが無かったし、彼女が喜ぶ顔を見るのはトルクにとっても嬉うれしかった。

　だが──

　足が重い。テレスの監かん視しと警けい護びの任を与えられて以来──こんなにも彼女の処に行くのが辛つらいのは初めてだった。だがトルクは兵士だ。特に軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドは与えられた任務に背を向ける訳にはいかない。任務をこなす道具──それが彼等に与えられた唯ゆい一いつにして無む二にの存在理由であるからだ。

　だが……

「おはよう──トルク」

　例の部屋でギルクリストと向かい合っていたテレスは、トルクの姿を認めると表情を輝かせてそう挨あい拶さつしてきた。

　普段ならトルクは反射的に同じ挨拶を返す。

　だが今日ばかりは反射的にテレスから顔を逸そらして──辛かろうじて絞しぼり出した声で『おはよう』とだけ告げた。

　明らかにトルクの様子が尋じん常じようでないとテレスも気づいたのだろう。

「どうかしたの？」

　そんな風に彼女は聞いてくる。

　見ればギルクリストも訝いぶかしげな表情を浮かべてトルクの方を見ている。

「いや……何でもない。何でもないんだ」

　首を振ってトルクは言う。

　ギルクリストはそれでも不ふ審しんげな眼まな差ざしをトルクに向けていたが、殊こと更さらに問い質ただす積もりも無いのか──記録用のノートと筆記具を手渡すとそのまま黙だまって部屋を出ていった。

「…………」

　トルクは椅い子すに座すわってテレスといつもの様に向かい合う。

　だが──やはり彼女の顔を真まっ直すぐ見る事ができない。

「トルク……？」

「大丈夫だ。本当に何でもない」

　トルクはそう言った。

　無意味な台詞せりふだと分かっていても、そう言うしかなかった。

　テレスは少し不安げにトルクを、見つめてはいたが、それでもなお尋たずねてくる様な事は無く……代わりに彼女はギルクリストの出ていった扉とびらの方へちらりと視線を向けてから、少し声を低くして言った。

「あの……それで、トルク」

「…………」

「………昨日お願いしたこと……なんだけど……」

　当然──彼女はそう尋ねてくる。

「……あ……ああ…………」

　トルクはただ歯切れの悪い曖あい昧まいな声を漏もらす。

　言えない。

　本当の事など──言える筈はずが無い。

　だがテレスはむしろ微かすかな希望を表情に載のせて尋ねてくる。

「どうだった？　何か──分かった？」

「…………」

「……みんな、どうだった？」

　切実な願いを込めた問い。

　何の悪意も害がい意いも無いその声に、トルクはどうしようもなく追い詰められていた。

　答えを引き延ばす事はできるだろう。とりあえずは『調べている暇ひまが無かった』とでも言えばいい。囚とらわれの身のテレスにその噓うそを見抜く術すべは在るまい。

　だが……

「……ねえ……どうだったの……？」

　トルクの沈ちん黙もくをどう受け止めたのか──テレスの口調が翳かげりを帯おびる。

　辛い。苦しい。テレスが哀しむのを見ては居られない。

　真実を告げる訳にはいかない。それはもっと彼女を哀しませる。だがこのまま黙っていても間違いなく彼女は真実に思い至るだろう。

　ならばトルクの採り得る選せん択たく肢しは一つしかない。

「………元気……だったよ」

　ただ彼女の悲しむ顔を見たくなかった。

　だからトルクは安い噓うそをついた。

　一度噓を吐ついた口は……不思議な事に、そのまま滑なめらかに続きを吐き続けた。

「みんな元気だった。昨日は収容者に課せられている強制労働で出で払はらっていて。これからもちょくちょく出るらしいから、たぶん散歩の時間には……」

　表情を抑おさえ込んでトルクは言った。

　自分は……自分の顔はいつからこんなにもお喋しやべりになってしまったのだろうか。気を緩ゆるめると、勝手に胸の内をそのまま反映した歪ゆがみが──表情が浮かんでしまう。以前はむしろどうやって表情を浮かべるのか分からなかった位なのに。

「そう……」

　黙って聞いていたテレスは一度目を伏ふせて──

「ありがとう。トルク」

　それから顔を上げて彼女は言った。

　テレスは──静かに微笑ほほえんでいた。

「元気だって判ってほっとしたわ。一いつ緒しよに歌えなくても………生きていてくれれば、それでいいの。我わが儘ままを聞いてくれてありがとう、トルク」

　少し寂さびしそうだったが──そこには安あん堵どの色も確かに在った。

　彼女の微笑みから目を反そらして、胸の内でトルクは自分に言い聞かせる。

（………これで、いいんだ。これから軍の施設で過ごす月日の中で、彼らが何処かで生きていると信じていれば、それを心のよりどころにする事ができる。これで……いいんだ）

　そう。真実を告げるよりは遥はるかにマシだ。

　だが──

「──なるほどな。そういう事かい」

　割り込んできた声にぎくりとトルクは身を竦すくませた。

　振り返れば──いつの間にか半ば開かれた扉の向こうにギルクリストの姿が見えた。

「ギルクリスト──」

「今までろくに興味も無さそうだった癖くせに、いきなり収監棟の方を見たいなんて言い出すから何かと想ったが──おい、トルク。こいつは立派な軍ぐん規き違い反はんだぜ？」

「…………」

「おい。何とか言えよ。トルク」

「…………」

　言葉が出てこない。

　唇を嚙かんで黙だまり込むトルクをギルクリストはしばし見つめていたが、やがて苛いら立だちを込めた声で叩き付ける様に言ってきた。

「お前がやったのは捕ほ虜りよとの内通だぞ。恥はじを知れ！　それがアルメダ連邦陸軍兵士の──いやダラス准佐の弟のする事か!?」

　ダラス准佐。

　その名と共に悪あく夢むの一場面が蘇よみがえる。

　同じ銀ぎん髪ぱつ。同じ色の瞳ひとみ。自分と似に通かよった面おも差ざし。夢の中でテレスの胸を突き破って現れたダラスの姿が自分と重なる。

　強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんを覚えると同時に、トルクは発ほつ作さ的てきに叫んでいた。

「ダラス准佐の事は関係ないだろっ!?」

「トルク……ギルクリスト……」

　テレスがおろおろとした様子で二人を見比べる。

　細かい軍規など彼女には分からないだろうが、話の流れを聞いていれば、自分の頼たのんだ事でトルクが責められているのだという事は分かる筈だ。

「──お前は馬ば鹿かだ。救いがたい馬鹿だ」

　ギルクリストはトルクを睨にらみ付けながら言った。

「裏切り者にすらなりきれてねぇ」

「…………」

「軍規に背そむいて捕虜と内通して──挙げ句にその捕虜にまで噓をついて」

「え……？」

　テレスが眼を瞬しばたたかせて凍こおり付く。

「テレスに本当の事を言ってやったらどうだ？　そもそも──」

「──ギルクリストッ！」

　殺気さえ含んだトルクの声が迸ほとばしる。

　ギルクリストは忌いま々いましげな表情のまま敢あえて沈黙し……そして室内に最早どうしようも無い位に重く冷たい沈黙が充満した。

　誰もが口を開かない。

　氷の様な静せい寂じやくだけがじわりじわりと場にいる者を締しめ付けていく。

　やがて──

「………噓だ」

　その圧力に最初に耐たえられなくなったのはトルクだった。

「え……？」

　きょとんと目を丸くするテレス。

　彼女を直視できず、トルクは顔を反そらす。

　嫌いやな汗が止まらない。だが、最も早はや誤ご魔ま化かしを続ける事はできない。

「噓なんだ……元気なんかじゃない……」

「…………」

「君の歌に誰も応えなかったのは、みんな……全員……殺されたからなんだよ……！」

　再び場に満ちる沈黙。

　それは──恐ろしく痛いものだった。

「…………」

　俯うつむくトルクの顔へ──白い指先が触ふれる。

　頰ほおへ添そえられた指に促うながされてトルクはテレスへ顔を向けた。

　しばらくテレスは何を言われたのか判っていない様な顔をしていた。翡ひ翠すい色いろの眼を何度か瞬まばたかせ、彼女は無言でトルクを見つめていたが……彼女の白い顔に、まるで遅ち効こう性せいの毒どくの様に、じわりじわりと理解の色が広がっていく。

　それを抑え込む様に、彼女は無理矢理笑みを浮かべた。

「なにを……なにを言っているのトルク？」

　聞き返された言葉が胸に突き刺さってくる様だった。

「ねえ、何を言っているの？」

「…………」

「あなたはさっき、私に『みんなは元気だ』って。そう言ったじゃない──」

　次第にテレスの声に狂きよう気きじみた響ひびきが混じる。

　抑え込んでいたものが漏もれ出す様に──

「ねえ、そうなんでしょう？　そうだと言ってよ……！」

「…………」

「みんな殺されたなんて……死んだなんて噓よね!?　噓よ──噓でしょ!?　噓、うそうそうそうそうそ、噓よ、噓だと言ってッ!!」

　悲痛な声で喚わめき散らすテレスの両眼が潤うるむ。

　涙なみだの滴しずくが彼女の双そう眸ぼうに盛もり上がり──そして流れ落ちた。

「…………」

　トルクは答えない。答えられない。

　真実は一つしかなく──それはもう覆くつがえしようが無い。

　テレスが、金切り声で叫んだ。

「どうしてよ！　どうして!?　皆が何をしたの？　あなたに何か悪い事をしたの？　殺されるような酷ひどい事をしたの？」

　何もしていない。

　彼等には何も罪は無い。

　そんな事はトルクにも分かっている。痛いたい位によく分かっている。

　だからこそ──

「あなた達の言う事にも皆従したがってたじゃないの！　あなた達の命令に従って皆、働いていたじゃないの！　なのにどうして今更──」

　言えない。

　言える筈がない。

『君の歌に合わせて歌った事が、反乱の危険性在りと認められた為に殺された』などと。

「そんなに人殺しが楽しいの？　人の命と心をどこまでもてあそべば気が済むのよ！　なぜみんなを殺したの!?」

　冷たい部屋にテレスの嗚お咽えつが響き渡る。

　彼女は暴れた。

「人殺し！　人殺し！　人殺し人殺しひとごろしひとごろしひとごろしッ!!」

　テレスは喚きながら両手を拳こぶしの形に握にぎってトルクの顔や胸に振り下ろした。

　泣き叫ぶテレスが振り下ろす手を避よけもせず、トルクはただ彼女が殴なぐるに任まかせた。そんな事をしてもどうにもならないのは分かっていたが──トルクには他にどうして良いか分からなかったのである。

「どうして噓なんて言ったのよ!?　答えてよ、トルク！　答えなさいよ！　同情したなんて言わせないわ、あなたは軍人だもの──感情なんかこれっぽっちも持ち合わせていない人殺しの『道具』なんでしょう!?」

　激げき情じように任せて叫んだテレスは──そこではっとしたように口を閉とざした。

「……そうだ」

　トルクは項うな垂だれ呟つぶやく様に言った。

「自分は──」

　人殺しの道具だ。

　ただ使われるだけのモノだ。

　だから……何も変えられない。誰も救えない。罵ば声せいを浴びてもただ黙って耐えるしかない。それが道具の性さがなのだから。

「トルク──」

　呻うめく様にテレスが言う。

　その瞳ひとみには狼ろう狽ばいの色が在った。

　直後──

「──おい。これは何事だ？」

　廊下にまで声が漏もれていたのだろう。

　駆かけつけた白衣の研究員達がテレスを押さえつけると、有無を言わせず彼女の首筋へと注射針を差し込んだ。透とう明めいの液体がテレスの体内に注入され──彼女は急に力を失うと、足から崩くずれる様にしてその場に倒れてしまう。

　研究員達は倒れて頭を打つ前に彼女の身体を引っ張ぱって支ささえると、トルクとギルクリストの方に非ひ難なんする様な視線を送ってきた。

「何か興こう奮ふんさせる様な事をしたのか？」

「──いえ」

　答えたのはギルクリストだった。

　彼は素そ知しらぬ口調ですらすらと言葉を続ける。

「監かん禁きん状態で蓄ちく積せきされたストレスが爆ばく発はつしたものと思われます。いつも通りの会話の途と中ちゆうで、いきなり極度の興奮状態に陥おちいり、暴れてトルク伍長に殴りかかりました」

「ストレスで？」

「はい」

　思案顔で顎あごを撫なでた後──研究員は頷うなずいた。

「ギルクリスト伍長。後で会話内容の詳しよう細さいな報告書を提出してくれ」

「了りよう解かいしました」

「改めて検査しよう。暴れた理由を生理学的側面から詳細に調査したい。第七研けん究きゆう班はんの人間を緊きん急きゆう招しよう集しゆう──上への報告も」

「了解」

　研究員達が頷き合う。

「ギルクリスト伍長とトルク伍長は、とりあえず別命あるまで兵舎で待機──いや、トルク伍長は頭部に実験体からの打撃を受けていた様だな。大した事は無いと思うけど、相手は〈女王レジヤイナ〉計画の実験体だしな──脳内の制せい御ぎよ端たん子しへの影えい響きようが気になる。一応医務室へ寄ってから兵舎で待機だ」

「……了解」

　そう答えながらもトルクは心の片かた隅すみで研究員の漏もらした一言に引っかかった。

（〈女王〉計画……？）

　テレスが特別な実験体だという事は勿論トルクも知っている。

　だが──それがどう特別であるのかという点については、思えば今まで気にした事も無かった。テレスはそれ以前にトルクにとって驚きに満ちた特別な存在で……他の事など気にもならなかったのだ。

　すぐに実験棟に続く方の扉から別の研究員達が押す搬はん送そう台だいがやってきて、死体の様にぐったりとしたテレスの身体はその上に載のせられる。慌あわただしく実験棟の方へと消えていく研究員達とテレスをトルクはただ呆ぼう然ぜんと見送った。

　そして──




　──だんッ！




　トルクは──いきなり胸倉を摑つかまれ、容よう赦しやなく硝子ガラス壁かべに叩たたき付けられた。

　相手はギルクリストである。

　突とつ然ぜんの事にトルクは受け身さえとれず、衝しよう撃げきで何度か咳せき込む。そんな彼をギルクリストは射い殺ころす様な眼で睨にらんでいた。

「随ずい分ぶんと面白い見せ物だったぜ？」

　嬲なぶる様な声でギルクリストが言う。

「自分が何をしたか──判ってんのか」

「っ……ギルクリスト？」

「判るわけねーよなあ、つい、この間までお人形さんだったんだからな。いったい何でお前がそこまで表情ころころ変えたり出来るようになったか知らねぇが、それを使ってお前がやった事は──いやはや傑けつ作さくだ」

　刺とげ々とげしい眼まな差ざしはそのままに──口の端はしを吊つり上げてギルは嫌いやな笑みを浮かべた。

「見事な二段構えの絶望じゃねえか。仲間が殺されちまったってだけで狂くるっちまいそうに哀しかったろうになあ？　唯一信用していたオトモダチは──噓をついた。御ご丁てい寧ねいにも一度希望を持たせてからそれを全て叩たたき潰つぶしたんだ。その手の込み様にゃ恐れ入るぜ」

「違う……自分は、そんなつもりじゃ」

「ソンナツモリジャナカッタンデスってか？　ああ？　だが結果はどうだ？」

　ギルクリストは抉えぐり込む様な仕草で顔を近づけて言った。

「悪気は無かったんだ？　それで全て許されるとでも？　あの女がそれでお前を許してくれると？　けっ──人形は人形、道具は道具、その分をわきまえてればいいものを、すぐにつけあがって人間の真似まね事ごとをしたがるから、こういう事になるんだよ！」

「…………自分は」

「かわいそうになあ！　お前のお陰かげでテレスは改めて気づいた訳だ──自分達は実験動物で希望の未来なんか欠片かけらも無いって事に！　はッ……はははははッ!!」

　胸むな倉ぐらを摑つかんでいるギルクリストの手に力がこもる。

　ぎりぎりと首を締しめ付けられる感覚に──反射的に気き管かんを守ろうとトルクは彼の手と襟えり首くびを摑つかみ返した。

　だが──

「…………！」

　向けられているギルクリストの青い双そう眸ぼうを見た途と端たんにぎくりとして硬こう直ちよくする。

　彼の眼はどす黒い憎ぞう悪おで濁にごっていた。

「軍規違い反はんの事も黙っておいてやるぜ。何もなかった様に知らんぷりをしてやるさ」

「……な……ぜ……」

「その方が面白いからさ」

　ギルクリストは尚もトルクの胸倉を締め上げながら言った。

「お前ら二人の時間はこの日を境に停止するんだ。二度と俺の目の前でクセェ馴なれ合いするんじゃねぇ。お前もテレスも、こんな施設で下らないおままごとやっちまった事のツケを死ぬまで払い続ければいい──延々と互いに顔つき合わせてな！」

「………」

　首への圧あつ搾さくが緩ゆるむ。

　手を離したギルクリストは、そのまま踵きびすを返すと足音も荒あらく部屋を出て行った。

　後に残されるのはトルク一人。

　彼は──ただ巨大な空っぽの粋槽タンクの前で途と方ほうに暮くれるしかなかった。
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　頭が痛い。

　手足も酷ひどく重い様に感じる。身じろぎ一つする気になれない。手足の感覚は在るのだが、それを動かそうという意志がどうにもわいてこない。

　うっすらと開いたままの瞼まぶたから周りの情景が垣かい間ま見える。

　テレスは自分がベッドの上に寝かされている事に気づいた。そこでようやく彼女は自分が薬で──鎮ちん静せい剤ざいの類たぐいで意識を奪うばわれていたのだと思い至った。

　部屋は実験室の様だった。ぼんやりとだが置いてある機械装置に見覚えが在る。

　まるで実体の無い影かげの様に……存在感の希き薄はくな研究員達の姿が行き来している。意識は在るが、五感を通して入ってくる情報がひどく曖あい昧まいで輪りん郭かくが定まらない。人の姿は滲にじみ音はぼやけて細かな判別がつかない。

　言い様の無い疲ひ労ろう感かんが全身にべったりと張り付いている様だった。

　テレスは周りの様子を窺うかがう事を諦あきらめる。どうせ何をされるか分かった処で、拒こばむ権利も無ければ抗あらがう力も彼女には無い。

　……不意に。

（──何をそんなに悲しんでいるのか？）

　何処かで誰かがそんな事を尋たずねてくる。

　いつも意識の片隅に引っかかっていた何者かの存在。

　テレスの事を常に見つめている誰か。

　それは──

（みんな──死んだ。殺されてしまった……）

　テレスの脳裏にトルクの言葉が破われ鐘がねの様な響きを伴って繰り返される。

『君の歌に誰も応えなかったのは、みんな……全員……殺されたからなんだよ……！』

　死んでしまった。

　今まで一緒に歌っていた人々が、村でテレスと共に暮らしていた人々が、一夜にして消えてしまった。二度と会えなくなってしまった。手の届かない処へ行ってしまった。

　酷い。

　彼等が一体何をしたというのか。

　毎日ヤギやリュマと共に草原を渡わたって。

　たまにささやかな収しゆう穫かく品ひんを持って市いちに出向いて。

　収穫品が高く売れた日や、祭りの日には、皆で焚たき火を囲みながら歌い踊って。

　歌と風と草と空を愛した、優しく明るい人達。

　何処の誰とも知れぬ部外者の血を半分受け継ついだテレスをも、仲間だと認めて、受け入れてくれた人達。母が亡なくなった後も家族同様に彼女を受け入れてくれた人達。

　彼らはこんな末路を迎むかえるために生まれた筈ではなかった。

　穏おだやかな日々を過ごし、時に笑い踊って、贅ぜい沢たくではないけれど満ち足りた人生を謳おう歌かして──やがては家族の見守る中で訪おとずれるであろう死を、静かに迎え入れる筈の人々だった。彼等はそんな未来を疑いもしなかっただろうし、テレスも彼等と同じその人生を送る事に何の疑問も抱いだいてはいなかった。

　なのに……

（なんて酷ひどい……酷い……許せない……）

　未来は奪うばわれた。

　理り不ふ尽じんで一方的な暴力によって彼等の人生は奪い尽くされた。

　もう──取り戻せない。

　やり場の無い哀かなしみは怒りとなって、その矛ほこ先さきを最も近くに居た相手に向けた。

（……その酷い事をしたのは……トルクであるのか？）

　誰かはひどく冷静な声でそんな事を尋ねてくる。

　テレスは──答えに詰まった。

（判ってる……）

（何が判っているのか？）

（トルクじゃない……）

　トルクが彼等を殺した訳ではない。

　彼にはそれを命じる権利も無いし──止める権利も無い。彼は軍という組織の中では末まつ端たんの存在であって、何か大きな動きに関かん与よできる力は無い。まして彼はテレスに頼まれて遊牧民達の状況を探るまでは、そもそも何も知らなかったのだ。

　その程度の事はテレスにも分かる。

　分かるが──

（……私は……醜みにくい人間だ……）

　意識を失う前にトルクへ叩きつけた酷い言葉の数々。

　思い返すだけで、それらはテレスを際限のない自じ己こ嫌けん悪おへ貶おとしめていく。

　しかしそれでも、テレスは自分の中に次から次へとわき出てくる悲しみと怒りを、抑える事ができなかった。そしてそれはやはり──自分を騙だましたトルクへの恨うらみ言に変わってしまうのだ。

　分かっている。

　ギルクリストではなくトルクに怒りや恨みをぶつけたのは、心の何処かで彼ならばそれを受け止めてくれると期待したからだ。テレスの胸にわき上がるこのやり場の無い怒りの押しつけ先に、甘あまんじてなってくれると心の何処かで思ったからだ。

（……最低……嫌い……みんな嫌い……）

　トルクも。

　自分自身も。

（みんな大嫌い……！）

　心の中でそう叫びつつ──しかしテレスの脳裏に浮かんでくるのは、あの不器用な少年兵の顔だった。
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〈亡霊大隊〉の兵士達が寝ね泊とまりする兵へい舎しやの中は、いつも静かだ。

　トルクやギルクリスト以外にも〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉の兵士達は十数名がこのレガウス強制収容所の警けい備びに配属されている。ただし警備の名目ではあるが──実際にはこれも実験の一いつ環かんだという事をトルクは理解し始めていた。

　このレガウス強制収容所はディスパレイト絡がらみの実験施し設せつだ。

　そして〈亡霊大隊〉の兵士達も、ディスパレイトを操あやつる事に特化させられた実験体の一種である。勿もち論ろん〈亡霊大隊〉は既すでに実戦も経へたいわば『実用試験中』の存在で、未だ研究段階に在るこの施設内の実験体とは幾いく分ぶん扱あつかいが異なるが──とにかく〈亡霊大隊〉の兵士の行動も、研究資料として記録が採とられているのだという事にトルクは気づいていた。

　そもそも単に警備というのならば、専門の警備兵が此こ処こには何十人と配属されている。

　確かに同じ軍事機密に属する〈亡霊大隊〉を警備として置く事に矛む盾じゆんは無いが、とことんまで合理性を追求して考えれば──わざわざ不安定な実験部隊の兵士を配置する必要性は低い。

「…………」

　トルクは兵舎の片かた隅すみ──喫きつ茶さ室しつに居た。

　他の警備兵達の兵舎と同じ構造になっている為に喫茶室が在ある訳だが、ここの利用者は数少ない。今もトルクの他には二人ばかり黙だまって本を読んでいる兵士──少年兵士と少女兵士が一人ずつ──が居るだけで閑かん散さんとした状じよう況きようになっている。

〈亡霊大隊〉の兵士達は基本的に歓かん談だんなどしない。

　彼等は全員が軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドの出身である。故ゆえに任務を終えた兵器が格かく納のう庫こに帰って整備を受けるのと同様に──兵舎に帰れば次の任務までは食事と睡すい眠みんと自主訓練という三つをこなすだけだ。大抵の場合にはそれで彼等の一日は終わる。

　たまに例外的に時間が空いても彼等は何らかの訓練や修練にその時間を充あてる。

　故ゆえに──よく見ればトルク以外の〈亡霊大隊〉兵士の二名が読んでいる書物は、それぞれ射しや撃げきや車両運転の上級教本であった。

　趣しゆ味みや娯ご楽らくで彼等は本を読んだりはしない。自分の『兵器』としての性能の向上や維い持じに役立たない行こう為いに、彼等は全く価値を見いだしていない──見いださない様に徹てつ底てい教育されている。

「…………」

　トルクだけが何をするでもなく、ただひどく冷さめた珈コー琲ヒーのカップを見つめている。

　身を包む空気が何処どこか寒々しく余所よそ余所よそしい。

　何人もの『仲間』が此処には居る筈はずなのに、彼は恐おそろしい程の孤こ立りつ感かんを味わっていた。

「……自分達は……」

　確かに他の〈亡霊大隊〉の兵士達が此処には居る。現に今、喫茶室にも二名居るし、自室で眠ねむっている者や、屋上で自主訓練をしている者も居るだろう。

　だが……彼等はただ個別にそこに居るだけの事だ。

　何も相そう互ごには繫つながっていない。

　それは〈亡霊大隊〉という外そと枠わくの中で孤独な兵士達が並ならんでいるだけだ。

　それに対して──あの遊牧民達はどうだ。

　金かな網あみで仕切られ、あるいは鉄てつ格ごう子しや壁かべに隔へだてられていても尚なお、歌を介かいして彼等は繫がっていた。いや。歌はその繫がりが表面化しただけのものに過ぎない。彼等は離はなれていても確実に何かで互たがいに繫がっていた。

　彼等は文字通りに自ら『群れ』ていた。

　彼等に外枠は無い。互いに引き合って集団を形成している。外枠の中に詰つめ込まれていたトルク達とは全く違ちがう──

「……自分達は……」

　こめかみの髪かみを指でかき上げて触ふれる。普ふ段だんは目立たないが、指先で触ればはっきりと分かる。地じ肌はだにくっきりと残っている──手しゆ術じゆ痕つあと。掛かけ値ね無なしに自分が軍の道具だと思い知らされる。

　そう。道具だ。

　道具は群れない。沢たく山さんの道具が同じ処ところに在っても──それはただ使用者によって同じ箱に詰められているだけだ。道具に意志は無い。自我も必要無い。だから自ら繫がる事を求めない。孤独など感じない。

「…………テレス……」

　不意に──かつて見た少女の笑顔が発ほつ作さの様に浮うかび上がる。

　あれから未まだ十日余りだというのに……それはひどく遠い昔むかしの記き憶おくの様に思えた。

　あの日。

　トルクがテレスを『裏切った』あの日。

　あれ以来テレスは笑わなくなった。ギルクリストが報告しないと言ったのは本当だった様で、トルクは軍規違い反はんを責せめられる事も無く、相変わらず交代でテレスの監かん視しと警護の任に就ついている。

　だがトルクとテレスの間に在った何かは、もう喪うしなわれてしまった。

　テレスは笑わない。

　いや──それ以前にもう何日もトルクは彼女の声を聞いていない。

　トルクを前にしても彼女はただ膝ひざを抱かかえて座るだけで、一言も発しない。トルクとても彼女に声を掛ける事ができないまま──黙だまり続けて無む為いに時間を過ごす事しかできない。

　それが……辛つらい。

　かつて誰とも繫がっていなかった時には何とも思わなかった。

　孤独を孤独とさえ認識できなかった。

　だが今は──

「……テレス……自分は……」

　本当にギルクリストの言う通りだ。

　単なる絶ぜつ望ぼうよりも──希望の後に来る絶望の方が遥はるかに深く苦しい。

　一度希望に慣なれた者はその欠けつ落らくに嘆なげく。最初から希望など無ければ落らく差さはむしろ小さく、墜おとされた際の痛みも半分で済む。わざわざ持ち上げてから墜とす──なんとそれは残ざん酷こくな事か。

「…………」

　髪を下ろして手術痕を覆おおい隠かくす。

　制せい御ぎよ端たん子しを使ってトルクは異界の生物と繫がれる。本来は繫がる事のできない相手の意識に自分の命令を送る事ができる。

　なのに──同じ人間と繫がる事ができない。同じ人間なのにこんなにも遠い。近くに何人もの人間が居る筈なのに、荒こう野やにただ一人で立っている様な気さえしてしまう。

「駄だ目めだ……自分は……」

　もう道具には戻もどれない。

　ふらりと立ち上がってトルクは喫茶室を出ようとした。

　同どう僚りようの──同じ〈亡霊大隊〉の兵士のすぐ側そばを通り過すぎる。だが長ちよう距きよ離り射撃の教本を読んでいるその兵士は──少女の方である──まるで反応しなかった。まるでトルクの存在など見えていないかの様にただ黙もく々もくと視線で本の記述を追っているだけだ。

「…………」

　少女という事でつい……テレスと重かさねてしまう。

　勿もち論ろん、その少女兵士の姿はテレスとは似にても似つかない。そもそも兵士に長い髪は不必要なのでトルク達と大差無い程度に短く切られているし、四し肢しもテレスに比べるとよく鍛きたえられて筋肉がついている。

　そもそも今までは同じ〈亡霊大隊〉の兵士の男女別を──性差そのものをトルクは意識した事さえ無かった。本当に他人を測る基準はその『兵器としての性能』でしかなく、それ以上の違いは『個体差』という言葉で括くくってそれ以上踏ふみ込みもしなかった。

　兵器同士の相互認識としてはそれで十分だったのだ。

　だが……

「──おい」

　ふと──トルクの前に立ち塞ふさがる人ひと影かげが在った。

「任務の時間だぜ」

　ギルクリストである。

「……ギルクリスト」

「ひでぇ面つらだな？　おい」

　睨にらむ様な眼まな差ざしをトルクに向けながらギルクリストはそう言ってきた。

　彼の言動は決して好意的なものではない。それはいつもの事だ。だがむしろ今のトルクにはギルクリストの挑ちよう発はつ的てきな言動ですらも心が和なごむ。

　目の下を指さされて、トルクは無意識のうちに目の下を撫なでた。睨むような眼差しをしているギルクリストは、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「目の下にくまができてるぜ」

「君も……そうだろう」

「ほっとけ。俺おれは元々だよ。それより一体どういう積もりだ──これは、よ？」

　言ってギルクリストが手を振ふる。

　顔面に向かって投げつけられた小こ瓶びんをトルクは直撃直前の空中で摑つかみ取った。

　じゃらりと中の錠じよう剤ざいが音を立てる。

　色いろ硝子ガラスでできたその小瓶には『ジアゼパニム』と印いん刷さつされたラベルが貼はり付けられている。それは睡すい眠みん薬やくの名前だ。

「ここしばらく全然減へってねえな」

「……そうかな」

　ぼんやりとトルクは応じた。

「かといって眠ってる様子も無ぇ。ひょっとしてなにか──自分から眠る時間を削けずって辛い思いをすりゃテレスにやった事がチャラになるとでも思ってんのか？」

「…………」

　トルクは否定しなかった。

　言われてみれば……そんな気持ちも在ったのかもしれない。

　飲めば確かに眠る事はできた。だがむしろ起きている間の気分は余計に酷ひどくなった。むしろ寝不足で朦もう朧ろうとした状態ならば未だ物言わぬテレスと向き合う時間に耐たえられた。

　だから……

「とにかく……いらない」

　手近な机の上に瓶を置く。

　そのすぐ側には例の射撃教本を読んでいる〈亡霊大隊〉の少女兵士が居る。トルクとギルクリストのやり取りが聞こえていない筈は無いのだが、やはり彼女は顔も上げなかった。

　どうでも良い事なのだろう。

「いらないじゃねえよ。わざわざ兵站部から貰ってきた代物だろうが」

　瓶を手にしてギルクリストは言った。

「きちっと飲んで真正面からテレスと向き合えよ。逃にげてねえで」

「いらないって──言ってるだろ！」

　無理矢理胸元に押しつけられる小瓶を、トルクは発ほつ作さ的てきに手で払はらっていた。

　自ら思った以上にそれは強い力だったらしい。ギルクリストの手から離はなれて宙を飛んだ小瓶は喫茶室の机の一つに当たって──砕くだけ散った。

　机の上に錠じよう剤ざいと硝子片が跳はねる。

「……！」

　慌あわてて振り返ったトルクは、そこでふと教本から顔を上げる少女兵士の姿を見た。

　目の前で硝子瓶が砕け散ったにもかかわらず、少女兵士の表情に変化は無い。

　いや。それどころか尖とがった瓶の破片が顔をかすめたのだろう──その少女兵士の頰ほおにはじわりと赤い一線が浮かんだ。

　だが……

「…………」

　少女兵士は無言で視線を教本に戻もどした。

　まるで何事も無かったかの様に。

　文句を言うでもない。顔をしかめすらしない。理り不ふ尽じんな痛みに怒いかりを覚えるでもない。

　だが──

「……ったく。何やってんだ。さっさと片付けろよ」

　まるで気にした様子も無くギルクリストはそう言ってくる。

　彼にとっても同どう僚りようの怪け我がは無かったも同然であるらしい。確かにそれは些さ細さいなものではあるのだろう。治ち療りようが必要なものではない。単なる擦かすり傷きず切り傷の類たぐいだ。

　しかし──

（そうだ。それが自分達──軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルド）

　硝子片と錠剤を片付けながらトルクは思う。

　兵器として調整された人間。

　感情など無く。

　欲望も無く。希望も無く。故に絶望も無く。

　ただひたすらに命令を待ち任務を果たす為だけに稼か働どうする存在。

（それが自分達にとっての──普通）

　普通だった。

　トルクにとっても。

　なのに──

「──あの」

　片付け終わったトルクはポケットを探り──そこに在ったハンカチを取り出す。民間人が使う様な上品なものではない。元々傷口を拭ぬぐったり縛しばったり……あるいは行軍中、不用意に音を立てない様にと、金具に巻いたりするのに使う品だ。

「これを──」

「…………」

　少女兵士は少し不思議そうに眼を瞬まばたかせてハンカチを見て……そしてトルクの顔を見る。

　そこには表情らしい表情はやはり無い。意味が分からないといった様子で身動きもしないその少女兵士の手を取ると、トルクはハンカチを持たせ、頰にそれを当てさせた。

　それでもやはり少女兵士は無表情のままだ。

　典型的な〈亡霊大隊〉の兵士そのもの。

　その姿は──

「何やってんだ」

　舌打ちしたギルが吐はき捨てるように言う。

「さっさと行くぞ。任務に遅おくれるだろうが」

「………あ……ああ」

　妙みように息苦しい。

　寝不足のそれとはまた別の嫌いやな気分が後頭部からのしかかってくる様だった。




　　　　●




　かちゃりかちゃりと硝子と金属の器具が音を立てる。

　涼すずやかである筈のその音は──しかしぞっとする程に冷たく、おぞましいものであるかの様にトルクの耳には響ひびいた。

「実験体テレス──到とう着ちやくしました」

　ギルクリストがそう告つげる。

　そこは実験棟とうの地下二階にある部屋だった。

　一面タイルで覆おおわれた床ゆかと白い壁かべ。ごちゃごちゃとした計器類がひしめいている癖くせに何処か無む味み乾かん燥そうとした空気を漂ただよわせる部屋は──手術室のようにも見えた。壁と床ゆかの境さかいには血を洗い流す為の給きゆう湯とうパイプも在って、その印象を強くする。

　だがその部屋の中央に在るものは手術台ではなかった。

　あるいは手術台としても使えるのかもしれないが……それはやたらに頑がん丈じようそうな椅い子すだった。床に直接ボルト留どめされており、肘ひじ掛かけ部分や足首の当たる部分には、手首や足首をくわえ込む為の金具が付属している。医い療りよう器き具ぐというよりは拷ごう問もん器具と言われた方が納なつ得とくし易やすいだろう。

「御ご苦く労ろうさん」

　研究員の一人がクリップボードに留めた書類を眺ながめながら──振り返りもせず、ぞんざいな口調でトルクとギルクリストに言う。トルクとギルクリストは新規の実験の為にテレスを此処へ連れてくる様にと言われたのだ。

　テレスは──おとなしい。

　まるで人形の様に。

　あれ程に鮮あざやかだった笑みは、もう彼女の顔には浮かばない。トルクとギルクリストが彼女を歩かせ──その椅子に座らせる間も彼女は黙だまって表情すら揺ゆらがせなかった。ぼんやりとした虚きよ無む的てきな無表情が、その白い顔には張り付いているだけだ。それはトルクとギルクリストが彼女の手足を椅子に固定する作業に入っても変わらなかった。

「では第七回の刺し激げき反応実験を──」

「あ──ちょっと待って」

　研究員の宣言を別の研究員が止める。

　後から割り込んできた研究員は小瓶を片手に続けた。

「血液サンプルがちょっと足りなくなってきた。採さい取しゆしておきたい」

「早くしろよ」

　先の研究員は顔をしかめて言った。

「予定が押してんだからな」

「判ってるって」

　そう言いながらテレスに近づいた研究員が白衣のポケットから取り出したのは──銀色に輝く小さな解剖刀メスだった。

（……解剖刀？）

　普通──採血と言えば注射器で行うのではないのか？

　だがトルクの疑問は次の瞬しゆん間かんに解とけた。研究員は水道の蛇じや口ぐちをひねるかの様に、ひどく気楽な仕草でひょいとテレスの耳じ朶だをつまむと──解剖刀をそこに食い込ませた。

「──！」

　無む造ぞう作さに切り裂さかれる耳朶。

「こんなもんかな？」

「どうせなら時間計はかっとけよ」

「ああ」

　研究員達がそんな会話を交わす。

　二つに──必要以上に大きく裂さけた皮ひ膚ふから血が溢あふれ出す。滴したたり落ちる鮮せん血けつを研究員はやはり無造作に小瓶で受ける。別の研究員はその様子を眺めながら腕うでに巻いた時計で何やら時間を計っている様だった。

「テレス──」

　思わず前に出かけたトルクの肩かたにがっちり食い込むものがあった。

　ギルクリストの手だ。隣となりで無表情にテレスや研究員を眺めている彼は、一瞬、トルクの方へと視線を向けて言った。

「余計な事すんな」

　事実──麻ま酔すいも無く肉を裂かれたにもかかわらず、テレスの身体はぴくりともしない。

　痛かった筈だ。

　解剖刀は見た限り耳じ殻かくの軟なん骨こつまで切り裂いていた筈だ。

　普通なら激げき痛つうに身をよじる位の反応は在って当然なのだ。

　なのに──テレスは叫さけびも痛がりもしていなかった。魂たましいが抜ぬけたような顔をしてぼんやりと視線を中空に投げている。まるで寝ぼけている様に──何処も見ていなかった。

（なんだ……!?）

　トルクの怪け訝げんと驚きよう愕がくをよそに、流れ出る血はあっという間に小瓶を満たし……少しずつ滴したたる量を減へらしていく。

「──何秒？」

「十七秒」

「ん。以前より早くなったね」

　血の滴りが止まると、採血していた研究員は瓶に蓋ふたをして白衣のポケットに収める。

　そこでようやく別の異常にトルクは気づいた。

（……え？）

　あり得ない。

　あれだけ深く切られてこんな簡単に血が止まる筈が無い。

「…………」

　耳たぶから穴の近くまでばっくりと裂けた傷口から見える肉が、ぬらぬらと厭いやらしくてかっている。おそるおそる──トルクは彼女に話しかけた。

「テレ、ス……？」

　だが、彼女は……ぴくりとも反応しない。

　少し苛いら立だちを滲にじませた声で研究員がトルク達に言った。

「御苦労さん。戻って良いよ」

　用が済んだらさっさと部屋から出て行けと言う訳だ。実験の邪じや魔まだから。

　だがトルクは研究員の方を振り返って言った。

「でも……傷……の手当……！」

「ああ」

　面めん倒どう臭くさそうに手をひらひらさせて──まるで鬱うつ陶とうしい羽は虫むしを追い払うかの様な手つきで──研究員は鼻を鳴らした。

「いらないの。そんな必要ないんだよ」

　研究員が指さす方へと──再び視線を戻して。

「……！」

　トルクは我が眼を疑った。

　傷が──閉とじていく。

　徐じよ々じよに、皮膚の裂け目が、まるでそれ自体が意志を持つかの様に自ら閉じて、更さらには癒ゆ着ちやくしていく。勿論その過程は自し然ぜん治ち癒ゆのそれとほぼ同じではあったろう。だがあまりに早い。早すぎる。こんな速度で人間の傷が塞ふさがる筈がない。

　やがて呆ぼう然ぜんとトルクが見守っている間に──テレスの耳は傷一つ無い状態に戻っていた。

「な……なんだ……これ……」

　軽い目眩めまいを覚えてよろめくトルク。

　そんな彼の背に──ぶつかったものがある。

「──駄だ目めじゃないか。トルク」

　優しく耳元で囁ささやくような声がそう言った。

　愕がく然ぜんと振り返ったトルクの顔は──左右から白い手て袋ぶくろに包まれた大きな手に挟はさまれた。

　まるであの悪夢そのままに。

「実験の邪魔になるだろう？　仕事が終わったら早く部屋から出るんだ。それとも彼女に施ほどこされた実験に興味が在るのか？　ふふ……ふふふ……向こう学がく心しんが在るのは悪い事ではあるまいが、見学したければ正規の手続きを踏ふまんとな？」

「ダラス……准じゆん佐さ」

　兄の名を呼ぶ──その行こう為いがトルクの背せ筋すじに寒さむ気けを走らせた。

「ああ──いらっしゃいましたねダラス准佐」

　研究員はむしろ朗ほがらかな口調で言った。

「すぐに進行表をお見せしますよ。しばらく止まっていましたからね、今日はやっておかなきゃいけない実験が目め白じろ押おしだ」

「結構──」

　満足げに頷うなずいてからダラスはトルクから手を離す。

「ギルクリスト伍長。トルクを頼たのむ」

「了りよう解かいです、ダラス准佐──出るぞ、トルク」

　ギルクリストがトルクの腕を摑つかんでくる。

　トルクはただ呆ぼう然ぜんとしたまま彼に手を引かれ、実験室から引っ張り出された。

　彼の目の前で鋼こう鉄てつの扉とびらが重い音と共に閉しまる。

　それは断だん絶ぜつの象しよう徴ちようだった。光景はおろか音声さえも遮しや断だんされ──トルクは薄うす暗ぐらく静せい寂じやくに満ちた廊ろう下かをギルクリストに引きずられていく。

「…………」

　少しずつ思考が事態に追いついてきた。

（……自分は……馬ば鹿かだ……！）

　どうして今まで考えもしなかったのか。

　あるいは無意識に考えるのを避さけていたのか。

　テレスは実験体だ。まともな身体からだでいられる筈が無いではないか。

　だが……

（……アレは一体どういう事なんだ……!?）

　それにしてもあの現象は尋じん常じようではない。

　気がつくとトルクは廊下の真ん中に立ち止まっていた。ギルクリストが引っ張るのを止めたのだろう。彼は皮肉げな笑みを浮かべてトルクを見み据すえていた。

「なんだよ。随ずい分ぶんと驚おどろいてるみたいじゃねえか──何を今いま更さら」

　見透すかした様にギルクリストは言ってくる。

「ギル……今のは……一体………テレスはどうなって……？」

「知ってたんじゃねぇのかよ？」

　ギルクリストは廊下の壁かべにもたれかかりながら言った。

「秘ひ匿とく名めい〈騎士キヤバレロ〉計画──ぶっちゃけディスパレイトの寄き生せいによる強化兵創造計画」

「ディスパレイトの……寄生……!?」

　トルクの脳裏を研究員達の台詞せりふが過よぎる。

『年寄り連中の体内にはディスパレイトは居ない訳だから』

「そんな事が──そんな、ディスパレイトは異世界の」

　異世界の生物だ。

　そんな存在が──人間の体内に寄生するなどという生態を備そなえている筈が無い。

　だが……

『この生態を利用すれば比ひ較かく的てき短期に品種改良の為の選せん別べつ淘とう汰たを重ねる事も可能だ』

　確かダラス准佐はそう言っていなかったか。

　選別淘汰。

　品種改良。

　つまり──

「元々……粋すいの成分を科学的に分ぶん析せきすりゃ、極きわめて人間の血に近いものになるんだそうだ。軍は品種改良を重ねて『開発』した新種のディスパレイトを寄生させる事に成功した──つっても殆ほとんど偶ぐう然ぜんの産物らしいがな？」

「…………」

「このディスパレイトは、自身の存在する環かん境きようを守ろうとして超ちよう常じよう現げん象しようを引き起こす。要するに自分が寄生している相手の肉体を、常に寄生した時点の状態に保とうとする訳だ」

　その結果がつまりあの異常治ち癒ゆ力りよくなのか。

「宿主ホストの肉体に干かん渉しようしてその機能の一部を乗っ取る訳だ。これが結果的に普通の人間じゃあり得ない身しん体たい能のう力りよくの強化、自己治癒能力の増強という形で顕あらわれる。銃じゆう弾だんの一発や二発食らった程度じゃ死なねえ──場合によっちゃ心臓ぶち抜かれても死なねえ兵士のできあがりだ。これが成功すりゃ世界地図が塗ぬり替かえられちまうだろうよ」

　それはその通りだろう。

　ギルクリストの言葉通りであるならばそれはもう〈亡霊大隊〉どころの話ではない。

　人の形をしたディスパレイトだ。人間は問題のディスパレイトが備そなえる環境維い持じ能力をそのまま不死性に転用している訳だが──結果として人間はディスパレイトを飼し育いくする粋槽タンクとしての意味しか無くなる。

「ただ……この新種のディスパレイトの寄生先は、誰だれでもいいって訳じゃねえよーだが。体質が合わない奴はこのディスパレイトを寄生させられた途と端たんに激はげしい拒きよ絶ぜつ反応を示す」

　ひどく暗い──何処か自じ嘲ちよう的とも言える笑みを浮かべながらギルクリストは言った。

「ギルクリスト……」

　トルクは愕がく然ぜんとしながら尋たずねた。

「なんで……？」

　明らかにギルクリストは必要以上の事を喋しやべっている。

　元よりこれは機密情報だ。上司の許可が無い限り、たとえ同僚に対してでも安あん易いに喋って良い内容ではない。まさか親切心から彼が教えてくれた訳でもなかろう。

「どうして教えてくれるか──か？　なんだよ、判わからねぇのか」

　まるで手品の種明かしを披ひ露ろうするかの様に──楽しげに喉のどを鳴らして笑うギルクリスト。

「言ったはずだ。『お前ら二人の時間はこの日を境に停止する』ってな。いまいち理解できてねぇみたいだから教えてやってんだよ。甘あめぇんだよ。後戻りなんかできねえ。先にも進めねえ。お前とテレスの関係はあの日死んだんだ」

「……ッ！」

　耳を二つに裂さかれても無反応だったテレス。

　精神の痛みにも肉体の痛みにも最も早はや──彼女は無関心だ。

　少し前のトルクの様に。

　彼女は──今、着実に軍の兵器として完成しつつある。

「あ……あぁ……」

　どうして今まで気づかなかったのだろう？

　──決まっている。

　怖こわくてテレスの顔を見なかったからだ。

　怖くてテレスに話し掛けなかったからだ。

　だから彼女の精神が次第に衰おとろえていくのに気づかなかった。

　だから彼女が兵器に──道具に堕おちていく変化を見み逃のがした。

「…………」

　言葉にならない呻うめき声を漏もらしながらトルクはその場に座り込んでしまう。

　そんな彼を──ギルクリストは不ふ機き嫌げんそうに表情を歪ゆがめて見下ろしていた。
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　小さい頃ころ。

「トルク。今日は新しい訓練を行う」

　軍の教官はトルクにそう宣言した。

　未まだ〈亡霊大隊フアントム・バタリオン〉候補者としてディスパレイト制せい御ぎよ端たん子しを埋うめ込まれる前の事──軍用基準性能調整児童ミルスペツク・チヤイルドとしての訓練を受けていた頃の事だ。

　その日は渺びよう々びようと風のよく吹ふく日だった。

　土ど囊のうがあちこちに積まれた、荒こう野やのような演習場に連れ出されたトルクは一挺ちようの小銃を渡わたされた。子供の身体からだには多分に大きいものだったが──何とか持って構えられない事も無い……そんな大きさの銃だった。恐おそらくは幼おさない軍用基準性能調整児童に必要な『儀ぎ式しき』の為に、特別に用意された銃だったのだろう。

「撃うて。それだけだ」

　軍服を着た教官はただ簡かん潔けつにそう述べて標ひよう的てきを指さした。

　基本的な操作はもう習っていた。何度も何度も実習させられた。与あたえられた弾だん倉そうを殆ほとんど無意識に銃へと装そう着ちやくし、装桿ボルトを引いて準備を整える。撃つ瞬間までは引き金に指を掛けない。銃口は決して仲間に向けてはいけない。振り向く時は銃口を下げて。いずれも徹てつ底ていしてたたき込まれたから、今更意識する程の事も無い。

　だが──そこでトルクは動きを止めた。

「どうしたトルク。撃て。他には何もしなくていい。考えるな。動け」

「でも教官──」

　拳げん骨こつが飛んできた。

　衝撃にトルクの頭が揺ゆれる。殴なぐられた頰が熱くなり──痛みで意識が緩ゆるむ。

「誰が口を開けと言ったか。さあ構えろ。あの的まとをよく狙ねらえ。頭か、胸か、腹ふく腔こうか。何処でも良い、命中させろ。それだけでいい」

　教官は再び標的を指さして無表情にそう命じる。

　だが──

「でも……」

　再び殴られた。

　今度は口の中が切れた様だった。舌の上に血の味がじわりと広がっていく。それを吐き出そうとするかの様にトルクは口を開いた。

「でもあれは──昨日まで自分の隣となりに寝ていた同どう僚りようです」

　三度目の拳こぶしがトルクの頰にめり込む。

　手て加か減げんはしていたのだろうが、それでも子供にはあまりにきつい打だ撃げきだった。三度目にはとうとうトルクはその場に膝ひざをついた。膝をついて教官が再び無言で指さす先へと視線を向けた。

　演習場の真ん中に立つ一本の鉄てつ棒ぼう。

　そこへ縄なわで縛しばり付けられているのはトルクと同じ年とし頃ごろの少年だった。

　彼は──魂たましいの抜ぬけ殻がらの様にただぼんやりとそこに居る。よく見れば顔の左半分が赤く腫はれ上がっているのが分かった。殴られたのだろう──何度も。

　今のトルクの様に。

　問答無用で繰くり返し振るわれる暴力は、人間を虚きよ脱だつ状じよ態うたいにする。

　だが──

「アレは使い物にならなかった。だから別の用に役立てる事にした」

　教官はそう言った。

　そこに人間的な感情は微み塵じんも感じられなかった。

　在るのは極めて単純シンプルな鉄血の命題テーゼのみ。

「…………」

　躊躇ためらっていたら更に殴られた。

　幼い子供にも、あと何発かの猶ゆう予よを使い切れば、次にあそこへ縛り付けられるのが自分なのだという事は分かった。

　だから──

「撃て」

「…………はい」

　トルクは銃を構えた。

　ここで逆らっても何も変わらない。トルクがあの少年と入れ替かわり、別の誰かがトルクを撃つ──それだけだ。

　安全装置を外して。

　引き金に指を掛けて。

　照しよう門もんと照しよう星せいと──そして見知った少年の顔を重ねる。

　引き金は思った以上に軽かった。

　元々小銃を使って外はずす様な距きよ離りではない。銃弾は狙ねらい違たがわず標的役の少年の顔面に命中し──着弾の衝撃でその半分近くを削けずり取って消えた。

　鉄棒に縛り付けられた身体がびくんびくんと痙けい攣れんし──すぐに静かになる。

　その様子をぼんやりと眺めながら……トルクは世の中の全すべては『こういうものなんだな』と思った。




　　　　●




　喫茶室で一人椅子に座り──ぼんやりとトルクは目の前の冷めた珈コー琲ヒーを見つめていた。

　相変わらず喫茶室は閑かん散さんとしている。

　ただ無人という訳ではなく……先日と同様に二人ばかりの兵士が教本を片手に珈琲を飲んでいる。まるで機械が油を補給するかの様に、同じ動作、同じ分量、同じ感覚で珈琲を飲んでは教本のページをめくっていく。

〈亡霊大隊〉の兵士達にとってはごく当たり前の風景だ。

　そんな中──

（どうしてもっと──テレスの事を見ていなかったんだろう）

　そんな事をトルクは考えていた。

　あの日以来──トルクはまともにテレスの顔を見る事もできなくなっていた。

　まるでお互たがいの存在を近くに認めるのが恐ろしい事のような気がして、言葉を掛かける事さえもできなかった。勿もち論ろんそれは彼女の側も同じで──テレスも俯うつむいたまま何日も黙だまり込んでいた。

　そして──だから。

　彼女の異変に気づくのに遅おくれた。

（でも……）

　気づいたところで……一兵卒に過ぎないトルクが彼女に何をしてやれたと言うのか。

　軍の虜りよ囚しゆうで実験体のテレス。

　軍の一兵卒に過ぎないトルク。

　二人の立場はあまりに違いすぎる。そんな当たり前の事をトルク達は忘れていた。ほんの束つかの間の事だとはいえ……忘れてしまっていた。

（自分達は──）

　いっそ出会わなければ良かったのだろうか。

　出会わなければテレスを泣かせる事はなかった。話しかけてくる彼女に応こたえなければきっと彼女とトルクの関係は捕ほ虜りよと軍人のままだった。血も涙なみだも無い軍人と哀あわれな虜囚──それ以上の関係など発生しなかった。

　なのに二人は出会ってしまった。

（出会わなければ──いや。せめて──）

　後こう悔かいばかりが際さい限げんなく襲おそってくる。

　それでも。

　笑顔の彼女と過ごした時間は確かに『楽しかった』のだ。

　トルクにとってそれは初めての体験で……それまでの自分はまるで眠っていたのだと感じる程に鮮あざやかな時間となって彼に様々な自覚を促うながした。

　そうだ。二人は出会ってしまった。

　言葉を交かわし、互いの事を知ってしまった。

　もう出会う前の日々には戻れない。少なくとも……トルクは。

（……自分はもう……壊こわれてしまった……）

　もう兵器ではない。

　兵器には戻れない。

　トルクは珈琲カップを握にぎりしめて胸の内からわき上がる何かに耐たえる。

　そのとき──

「…………」

　ふとトルクの上に影かげがさした。

「君は……」

　顔を上げるとそこには一人の少女兵士が立っていた。

　頰には小さな絆ばん創そう膏こうを貼はっている。先日……ギルクリストとのやり取りの際、割れた硝子瓶で頰を切ってしまったトルクの同僚である。胸元に揺ゆれる認識票には『カレン』と刻きざまれていた。

「これを返へん却きやくする」

　ひどく事務的な口調でカレンは言ってきた。

　同時に差し出されたのは──トルクが彼女の頰に当てさせたハンカチだ。

「医務室……行ったのか」

「ああ」

「頰は大だい丈じよう夫ぶだった？」

「無論──」

　と言って。

「何故なぜそんな事を？」

　眼を瞬まばたかせながらカレンは尋たずねてきた。

「何故って……」

　戸と惑まどいながらもトルクは答えた。

「こちらの失敗のせいで、君は怪け我がした訳だし」

「…………」

　カレンは黙り込んだ。

　表情は相変わらず無いが──戸惑う様な気配が漂ただよってくる。何を言われているのか分からないといった風ふ情ぜいだ。少女兵士は束の間、首を傾かしげて何か考えていたが……

「意図的にされた攻こう撃げきではないと認識する。またこの程度の怪我なら任務に差し支えは無い。待機生活中において予想される損そん耗もうだ。責任を問う意味が無い」

「…………」

　思わず──トルクは苦笑する。

　いかにも以前の自分が言いそうな内容だったからだ。

「困ったな」

「……？」

「こういう時ってどう言えば良いんだろう……傷、痛くないか？」

　また同僚は不思議そうな顔をした。

「………そういう事を聞かれたのは初めてだ」

「だろうな」

「ああ。痛いな」

　脳裏を過ぎる既き視し感かん。

　テレスと初めて出会った時のやり取りが鮮あざやかに思い起こされた。

　あの時の……テレスの気持ちが分かった様な気がする。

　そしてどれだけテレスが……あの時の、未だ『兵器』でしかなかったトルクを、きちんと人間扱あつかいしてくれていたのかという事が。どれだけ根気良く『兵器』の中に『痛み』を感じる心を育ててくれていたのかという事が。

「テレス……！」

「──おい、トルク」

　ふと乱暴な口調で名前を呼ばれる。

　振り向いた先にはギルクリストが立っていた。

「いつまで休んでやがる。交代の時間は過ぎてるぞ。そもそもお前は──っておい、トルク!?」

　驚きの声を上げるギルクリスト。

　彼をその場に残し──発作的な衝動に駆かられてトルクは走り出していた。

（このままじゃいけない）

　そんな思いがある。

（もう自分は兵器には戻れない。テレスを兵器にもしたくない。どうにかしないと……どうにかしないと！）

　走りながら自問自答するトルク。

（どうにかする？　どうする？）

　そんな彼を他の兵士達が怪け訝げんそうに見つめる。

　恐らく彼等も初めて見たのだろう──泣きそうな表情で、しかし歯を食いしばって走る〈亡霊大隊〉の少年兵士を。

（どうやって彼女に施される実験を止める？　この自分に何ができる？　上層部への具申？　無理だ──ならば）

　ならば。

　そもそもトルクにできる事は多くない。

　権力も無ければ実験に関する知識も無い。上手うまく立ち回り、状じよう況きようが望みの方向に転がる様、干かん渉しようできる様な知ち恵えも無い。彼に在るのは身にたたき込まれた戦せん闘とう技術とディスパレイトの制せい御ぎよ技能だけだ。

　ならば……？

（……このまま此処に居ちゃ──駄目だ……！）

　テレスの居る『揺ゆり籠かご』へと走りながらトルクはそんな事を考えていた。





〈つづく〉









　　　あとがき







　どうも、軽小説屋の榊さかきです。

『ディスパレイト・コンプ──昔日の双銀』をお届けいたしまする。




　本作は月刊ドラゴン・マガジン誌上で連載されている『ディスパレイト！』の過去編に相当します。

　割とお気楽系のお話で進んでいる本誌連載ですが、実は過去はこーゆー重い感じの話なのよという。連載版の延長としてご覧らんになった方はちと驚かれるかもしれませんな。

　とはいえ……ある意味で榊らしいといえば榊らしい前日談かなあと自分で想ってみたり（笑）。そう！　どれだけお気楽なコメディに見えても人間の心には底知れぬ闇やみが潜ひそんでいるのですヨ！[image: ←]嬉うれしそうに言うこっちゃねーわな。




　そもそも。

　本シリーズ立ち上げのきっかけは担当のたなぽんからの電話でした。

「榊さん。そろそろなんか連載しません？」

「しません」

「……いやだから。なんで速攻でそーゆー事言うかな」

「今この状況でやったら死にます」[image: ←]既すでにスケジュール破は綻たん気ぎ味み

「まあそうかもしれないですけど」

「まあドラマガは古巣なので確かにやらせていただけるのなら、やりたい気持ちはあるのですが」

「じゃあやりましょうよ」

「でもやるからには人気とりたいですよねえ」[image: ←]既に乗せられている

「そりゃ当然でしょ。というか人気とる気も無い作品なんか連載してどーすんですか」

「実は今までのドラマガ連載作で、ヒットしたもののパターン分ぶん析せきとかしてみたんですがね？」

「ほほう」

「まああくまで大おお雑ざつ把ぱなもんですけど。２パターンあるんですよね、私が見ている限り」

「というと？」

「まず一つが男子読者のハートをがっちり摑つかむパターン。まあ女の子沢山出てきて、主人公にラブラブとかそーゆーハーレム系の。出来ればちょっとエッチな要素も入れたりなんかして」

「確かに人気ありますね」

「でもこれって女子読者に徹底的に嫌きらわれたりするんですよね。当たり前ですが」

「そうかもしれませんけど」

「もう一つが伝統的なパターン。浮ふ動どう票ひようである処ところの女子読者の支し持じを得るパターン」

「ああ……なるほど」

「まあ私の『棄すてプリ』もどっちかってーとこのパターンでしたわな。前者をやるのもいいんですが、私よりもっと上手い人居ますからね。ベテランにも新人にも。そういう人達と同じ事を後発でやっても、より極端とかニッチになるだけっぽいし、勝ち目薄い」

「ふむー」

「なのでまあ基本は順当に後者のパターンで行く訳ですが、ここで一歩踏み込んで」

「踏み込んで？」

「むしろ積極的に女子読者に喜んでもらえる様な話にしましょう」

「榊さん。それはいくらなんでも違う方向に踏み込みすぎです」

「『や●い』とちゃうわっ！」

　とかなんとか会話しつつ──『少年誌でどっちかってーと少女向け』というちょっと冒険的に過すぎるコンセプトが決まったりしたのでした。




　これに『ネタに苦労しないんじゃないかな』という考えから私の趣味である熱帯魚飼育を絡からめて造り上げたのがこの『ディスパレイト！』なのでありますな。




　ちなみに本誌でのヒロインはエニーネですが、時系列の関係で本書のヒロインはテレスとなっておりまする。

　このテレス……ひねくれ者の榊としては珍しく正統派ど真ん中、『素直で優しくてでも芯しんは強くて』と──いかにもヒロインらしいヒロインになった気がしますが（いつもは多少はひねるんですよね。エニーネとか見ててもわかりますが）、なんかこれはこれで書いていて新鮮でした。




　実は先の会話の通り、元々本作は先ず第一に女子読者への訴そ求きゆう力りよくを考えて作られてますから（いや、男子読者をないがしろにするとかそーゆーのではなく、普段の逆の作り方をしてるだけです）元々キャラクターなんかもそっちを意識して作ってました。




　なので実はテレスは女子読者受けを狙って男の子──『テルト』だったりした訳です（今明かされる衝しよう撃げきの新事実）。




　ところが諸しよ般はんの事情──つーかぶっちゃけ、プロット作った段階で『これって主人公周まわりのキャラ配置があざの耕平先生の「ＢＢＢ」と同じじゃん？』とＫ編集長に指摘され、『そういえばそうだ』と慌あわてて再調整、今の様な形に相成ったのでした。

　おのれ、あざの耕平。今度俺に飯奢おごれ。[image: ←]明らか過ぎる位に逆さか恨うらみです。




　ちなみにこの時に絵師の増田さんが描いてくださったテルトのラフとかあるんですが（というか実は連載第一話、テルトバージョンもあったりするんですが）、コレが殺人的に可愛かったりします。惜おしい事をしました。巻末とかに載のせられないでしょうか。駄だ目めですかそうですか。




　ともあれ女性に楽しんで貰もらう為にという事で、たなぽんにも「絵師さんも出来れば清せい潔けつ感かんの在る女性絵師さんで」とお願いしたりして増田さんに付けていただく事となり。

　でもって、作中の小ネタやら、キャラ性やら何やらに関してはうちのスタッフの坂本やら、担当のたなぽんやらに意見出しを頼んで積極的に色々取り入れております。

　さてその成果は出ておりますでしょうか。

　皆さんのご意見をお待ちしておりまする。




　毎度の事ながら絵師の増田さん、担当のたなぽん、そして校正の方から印刷所の方まで。

　本書の出版に関してご助力いただいた全ての方々、ありがとうございました。

　勿論、本書を御購読くださった読者の方には更に感謝を。




　ではでは。

　また次の本でお会いいたしましょう。




　二〇〇七／六／二五

　ＢＧＭ：『鳥の歌』（ｂｙ千里愛風）

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（コア２　Ｔ６７００　２．６６Ｇｈｚ／ＲＡＭ２ＧＢ）
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